


心 の 糧
十二使徒評議員会補助

セ オ ドア Ｍ ． バ ー トン

の王国における昇栄を保証するのは単なる記録のみではない。昇栄は地上天

での正 しい生活，徳 愛，従順，神の与えたもうすべての律法に従うこと

により勝ち得 られる。

事実，聖典には，このように述べられている。 「われ汝 らに一つの誠 命 を 与

う♂すなわち，汝 ら須 らくすべての悪を捨て去 り，・すべての善に固く就 くべ し。

また，須 らく神の口より出ずるあらゆる言によりて生 くべし。」（教義 と聖約９８：

１１）

しかしなが ら，自分の名前が，地上における神の家族の記録に記されているか

どうか，また大切な福音の儀式を受けたことが，教会の記録に正 しく記されてい
４るかどうかを調べ るのは

，自らの責任である。

自己の救いと昇栄は，正 しい生活をすることと，記録 された福音の要件を満た

すことの二つにかかっている。危ぶまれるのは２～他ムの祝福で郎 ・穐」自分 自．身
一 一’～ ．． 一．一．一．

岬 垣である・

、瀦 藻嵩 鵜簾講 留鷲撚 １論歪
又ず

る機 会 は な い の で あ る。 記 録 に よ る証 明が で き ない ため に， 自分 の将 来 の祝 福

が 危 う くな る とす れ ば ， 自 らへ り くだ り， 自分 と家 族 の記 録 が 正 し く記 され ，保

管 され て い る こ とを確 か め るた め に， 必 要 な こ とは何 で もす る に ちが い な い。

も く じ

：

：

：

：

：

：

ε

：

：

：

：

３

：

予言者の ことば

バ プ テ ス マ の門

人 物 評 価

おとな一 学ぶべき人々

管理監督会ページ

大 管 長 デ ビ ド ０ ． マ ッ ケ ィ … … ３３７

ロ ジ ャ ー ウ ィ ン シ ッ プ ス チ ュ ア ー ト… … ３３９

什 分 の一 に つ い て

ハ ロ ル ド グ レ ン ク ラ ー ク … … ３４３

耐えぬいた英国伝道部

ジ ョ ン

改めたい母親の習慣

日曜 学校

ア ン ドレ

レ ッス ンの準 備

Ｈ ． バ ン デ ン バ ー グ … … ３４６

Ｋ ． ア ナ ス タ シ オ ン … … ３４８

フ ロ ー レ ン ス ピ ノ ッ ク … … ３５１

報いある健康の法則

Ｍ Ｉ Ａ

友はＭ ＩＡそできる

若人のページ

権能ですって ？ 何をする権能ですか

レ ッ ク ス Ｄ ． パ イ ン ガ ー 一 ・・ ３５２

ウ ィ リ ス Ｄ ．、 ウ ・イ ン … … ３５５

３５７

人の悪 しきくわだて

３５８

大会説教

ジ ョ ン Ｈ ． バ ン デ ン バ ー一グ … … ３５９

伝 道 部 長 メ ッセ ー ジ

ロ ー カ ル ニ ュ ー ス

最 も実践 し難い教え

３６１

３８５

３８６

リチ ャ ー ド Ｌ， エ バ ンズ …裏 表 紙

子 供 の ペ ー ジ

お も し ろ い え を か き ま し ょ う ロ バ ー ト Ｌ ． フ エ ア ロ ー ル … … ８１

末 日の十二使徒たち

ボ ール は ね

８２

ス ィ リ ー ン Ｓ ． デ ィ ビ ス … … ８４

．ノ
／

亀

今 月 の 表 紙

今月の表紙は訪問者セ ンターにあ る壁

画の一部で， ノアが人 々に洪水 の警告 と
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ー ア ンダー セン作）
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〈予言者のことば〉

バ ブ テ ス マ

の 門

大管長 デ ビ ド σ マ ッ ケ イ

ゆ

亀

予 言 者 ジ ョセ ブ ●ス ミス は次 の よ うに述 べ た・ 「バ プ テ
ス マ は神 に対 す る しる し （サ イ ン） で あ る。 … …人 が

／ 神の御許に救われ，神の王国に入るために神が定めたもうた

方 法 は， イ エ ス ・キ リス トを信 ず る信 仰 ， 悔 い 改 あ ， 罪 の赦

しを得 るた あ の バ プ テ ス マ だ け で あ っ て， 天 に も地 に も その

他 の道 は無 効 で あ る。 バ プ テ ス マ の後 に， 聖 霊 の賜 が 約 束 さ

れ る。」 （予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス の教 え Ｐ．１９８）

バ プ テ ス マ は福 音 の第 一 原 則 と儀 式 の 一 つ で あ る。 そ れ は

教 会 の定 φ られ た礼 式 ， 一 つ の 儀 式 で あ る と明確 に 定 義 され

て い る。 信 仰 と悔 い 改 めが 原 則 で あ る とい う意 味 に お い て ，

厳 密 に分 類 す る と， バ プ テ ス マは原 則 とは 見 な され な い か も

しれ ない 。 しか しな が ら， そ れ は 神 の 力 に よ って 制定 さ れ た

律 法 で あ る故 に原 則 なの で あ る。

バ プ テ ス マは 霊 的 成 長 の 基 とな る諸 原 則 を つ ね に想 い起 こ

３３７

調

」



阿 Ｔ一『一

イ エ スは 「す べ て の正 しい こ とを成 就 す る」

ネに よ りバ プテ ス マを お 受 け にな った，

（マ タ イ ３ １５） た め に ヨハ

させる。この儀式に関連 しているものは，誠実，謙遜，潔白

である。誠実は 「徳のある高貴な家族の母でありコ謙遜と潔

白は， 「人が地と万物の上を高 く飛ぶ二つの翼」である。

己れにこの聖なる儀式を受けたいと望む人はみな，これ ら

の三つの徳を持つべきである。その人は悔いる心を持って，

誠実に造り主の御前に臨み，弱点と誤 りを認め，新 しし～生活

をする望みを表わさなければならない。その人は奉仕への利

己的な目的を抱いてはな らない。彼は神の羊の群に入 って，

神の民と言われ， 「他人の苦難を軽 くするために助ける」こ

とを心から望まねばならない。このように してのみ，永遠の

原則である真の悔い改めが明 らかに示されるのである。

「心の清い人たちは，さいわいである，彼 らは神を見るで

あろう。」と救い主は教えられた。心の清 くない者は， た と

え百回バプテスヤを受けても，神に近づ くことはできない。

謙遜は人の意志によって表わされる。それは人を従順へ と

導き，見栄，外聞，名誉，利得などのあらゆる欲を追いやっ

てくれ る。神の戒めの一つに従おうとする純粋な望みが，価

値のある行動をしょうとする意志によって表わされる。その

謙遜さは，徳のある人の心の中にのみあるのではな く，さら

にその儀式の執行の中に見いだされるのである。

聖典にある歴史上のあらゆるバプテスマは， これを証拠だ

てている。例をあげると，ヨルダン川におけるイエスのバプ

テスマ，ピリポによるカンダケ女王の宙官，パウロとシラス

による獄吏，ペテロによるコルネリオとその仲間，アルマに

よるヒーラムとその他のバプテスマなどがある。これらすべ

ての例の特徴は謙遜と神聖さであるように思われる。バプテ

スマに画一的な準備期間があった り，大げさな儀式や不敬な

礼式があったという証拠はないのである。人生の誠実と潔白

を代表するような，主イエス ・キリス トを信ずる信仰，罪を

悔い改める精神や神の民と親 しく交わりたいという望みが，

バプテスマへの準備の唯一の必要条件であった。

イエスは 「すべての正 しいことを成就する」（マタイ３：１５）

ためにヨハネによりバプテスマをお受け に な った。 「しか

し，パ リサイ人 と律法学者たちとは彼か らバプテスマを受け

ないで，自分たちに対する神のみこころを無にした。」（ルカ

３３８

７：３０）

ニ コデ モに 向 い イ エ ス は言 われ た。 「だれ で も， 水 と霊 と

か ら生 れ な け れ ば ，神 の 国 に は い る こ とは で き な い 。」 （ヨ ハ

ネ ３：５）

教 会 の会 員 全 体 に 対 して ペ テ ロは こ う書 き送 った。 「あ な

たがたはみな，キリス ・・仁 蛎 ・信仰・・よ。て，神の

子 な の で あ る。 キ リス トに合 うバ プ テ ス マ を受 け た あ な た が

た は， 皆 キ リス トを 着 た ので あ る 。」 （ガ ラ テ ヤ ３：２６～２７）

「この水 はバ プ チ ス マを 象 徴 す る もの で あ って
，今 や あ な た

が た を も救 うの で あ る。 それ は イ エ ス ・キ リス トの復 活 に よ

るの で あ る。」 （１ペ テ ロ ３：勿 ）

わ れ わ れ は， 次 の よ うな三 つ の例 を挙 げ て， バ プ テス マ の

儀 式 の 三 つ の段 階 的 な 目的 を ， は っき り と述 べ て き た。

ω 神 御 自身 に よ り定 め られ ，義 の永 遠 の原 則 に関連 す る

． 儀 式 で あ る。 す な わ ち，律 法 に 一致 す る故 に， 人 の救 い に

欠 く こと ので き ない もの で あ る。

② 入 会 の儀 式 一 キ リス トの 羊 の 群 に 会員 を導 き入 れ る

門 で あ る。

（３） 古 い人 を， あ らゆ る弱 さ と汚 れ と共 に 埋葬 し，新 しい

生 活 に入 る こ とを表 わす ， 美 し く も荘 厳 な象 徴 で あ る。

バ プ テ ス マ の儀 式 は神 の律 法 で あ る。 誠 実 ， 潔 自，謙 遜 を

も って ， これ に従 う こ とに よ り，聖 な る導 き手 で あ る慰 め 主

の約 束 され た 祝 福 が 必 然 的 に もた ら され る。 そ して， 「儀 式

を変 え， 律 法 を 犯 す 」 もの た ちは ， そ の 慰 め主 を決 して知 る

ご とが で き な い。 人 々 はバ プ テ ス マの 儀 式 を ， あ ざ け り 笑

い， そ の効 力 を疑 うか も しれ な いが ， そ れ は 依然 と して変 ら

ず簡 素 で あ って， 最 も美 しい象 徴 の一 つ と して 知 られ る。 そ

れ ば か りで な く， 人 の救 い に役 立 つ 最 も大 切 な律 法 の 一 つ な

の で あ る。 そ こで バ プ テ ス マ を受 け る時 ， 他 の あ らゆ る事 柄

に お け る と同様 に ， す べ て の人 は， 次 の よ うに言 わ れ た お方

に従 わ な けれ ば な らない 。

「わ た しは世 の光 で あ る
。 わ た しに従 って来 る者 は， や み

の うち を歩 く こ とが な く， 命 の 光 を もつ で あ ろ う。」 （ヨハ ネ

８：１２）
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態 ，

静 か にす う っ とエ レベ ー タ の ドアが 開 い た。 ボ ブ ・ブ リ ッ

ジ スは 片 手 で赤 毛 を か きあ げ て深 呼吸 を し， そ れか ら八 階 の

廊 下 へ ゆ っ く りと歩 き出 した。 』

Ｔ ・Ｊ ・レイ フ ィ ール ド商 会 の 二重 ガ ラス の ドア の前 で大

学 四年 生 の彼 は， 一 瞬 立 止 ま った。 清 潔 な グ レイ の 羽ヤ ケ ッ

トの ボ タ ン をか けた 。 それ か ら前 の よ うに ，神 経質 な興 奮 し

た態 度 で， クロム とガ ラ ス にか こま れ た社 長室 に入 った。

と ころが ， 様 子 は以 前 と全 く同 じとい うわ け で は な か っ

た。 ほ か に応 募 者 が 見 当 らない こ の大 きな 応接 室 は違 って 見

え た。 この時 ボ ブ の 目 に うつ った のは た だ 一 人 ，友 人 ラ リー

・ク ラウ ンだ け だ っ た
。

ラ リー の黒 い 目が 彼 を見 上 げて 言 っ た。 「お い ， ボ ブ」

「お は よ う ラ リー
， 素 敵 な 日 だね 」

ラ リーは た め息 をつ い た。 「最 後 の勝 負 だ ね ， 幸運 を 祈 る

よ 」

ボ ブ は部 屋 を横 切 り， 衝 動 的 に握 手 の手 を突 き出 して 言 っ

た 。 「おは よ う， 素 敵 な 日で す ね」

ブ ロ ン ドの髪 を した， 前 と同 じ美 人 秘 書 が 同 じよ うに （同

一 人物 なの だ か ら当然 な の か も しれ な いが ） 暖 か く，親 しい

笑 顔 で 彼 らの所 へ あ い さつ に や って来 た。 ちが って いた の は

彼 女 が 次 の よ う に言 った こ とだ っ た。 「５分 間 限 りで す よ」

「ぺ て ん 師 あ 」 と ラ リーが まぜ っか え レた
。

「５分 だ って ．／レイ フ ィ ール ド社 長 が我 々 に た っ た ５分 ず

つ しか くれ ない と言 うの か い ？」 とボ ブ は， 息 を き ら しなが

ら言 っ た。

秘 書 は ほ ほ えみ な が ら言 った。 「レイ フ ィー ル ド社 長 は今

朝 はば か に忙 が し くて ， スケ ジ ュ ール が一 杯 な の で す」

ラ リー は詰 め寄 って 言 った 。 「で， で も何 か の 間違 い です

よ， き っ と。 これ が 最 後 の面 接 の はず で す よ」

「そ の通 りで す よ
。 ブ リ ッジス さん ， ど うぞ お か け に な っ

て下 さ い。 「レイ フ ィ ール ド社 長 が 少 しの 間 あ な た 方 とお会

い に な ります 。 五 分 間で 充 分 だ と お考 えに な って い ら っ しゃ

るの で す 。」 夕 一 シ ュ嬢 は こ う弁 解 して，信 じ られ な い とい う

ふ うに お互 い を 見つ め合 って い る二 人 を 残 して 引 き下 った。

ボ ブ は椅 子 に ど っ か と腰 を下 した。 こ の途 方 もな い Ｔ．Ｊ．

レ ィ フ ィ ール ドな る人 物 はピ 体 何 者 な のだ ろ うか と彼 は 思 っ

た 。 「彼 は ，主 と して レイ フ ィール ド小 型 計 算 機 を 基 盤 と し

て 事 業 に成 功 した。 お そ ら く， 近 い 将 来 に こ の オ ー トメ ー シ

ョン時 代 に ま だ生 産 さ れ て い な い な に も のか を 完 成 す るだ ろ

う。 だ か ら何 だ と言 うの だ ／ も し彼 が … …」

ラ リーの 声 が ボ ブ の考 え を中 断 した。 「彼 は ぼ くた ち の う

ちの ど ち らを採 用 す るつ も りだ ろ うか 。 そ れ とも ど ち らも駄

目な の だ ろ うか。 君 は ど う思 う ？ 彼 は ５分 と い う少 しの時

間 で 自己 宣 伝 が で き る と思 って る の だ ろ うか 。」

ボ ブ は頭 を ふ った。 「全 くわ け が わ か らな い 。」

３４０

塾

「彼はなぜわざわざぼ くたちを呼んだのだろう？」

「全 くだ，彼がそんなに時間に追われているのなら，この

最後の面接なんかはぶけば良かったのにと思わないかい ？」

ラリーは口を開いたが，あわてて閉じた。マーシュ嬢がほ

ほえみなが ら再びやって来たのだ。

「レ・ｆフィール ド社長がこれからあなた方にお会いになり

ます」彼女はボブを見て言った。 「ブリッジスさん，最初に

あなたです」

この四角いあごの５０歳 （といっても４０そこそこにしか見え

ないが）になった頑健そうな実業家は，エネルギー、と自信に

あふれていた。彼は時間を無駄にしなかった。 しか し， ここ

で行なわれたことは，普通の面接 と共通した点が少 しもなか

った。それは９語か１０語の独 り言だった。

個室の ドアを開けた時レィフィール ド社長はすでに立って

いて， 「ボブ君，いらっしゃい」と手をさしのべながら， こ

っちへやって来た。彼の輝手は入に安心感を与えるように強

かった。 「ここにかけなさい」

大 きな人にしては驚 くほどの素早さで身軽に動き，彼はど

っしりした机の後ろの庫の椅子にかけた。彼の様子にはくつ

ろいだところがなかった。彼はきちんと椅子にかけ，その鋭

い目は人を刺 し通すようだった。

「君 も， ラリー ・クラウソンも全 く大変な難関を突破 して

来ま したね」

ボブは苦笑 した。
一「いや大変だったでしょう。我々が新入社員を青年幹部の

ポス トに迎えて養成するために青年を募集 した時，４９人の応

募者がいました。最初に２０人がまず除かれました。君とラリ

ー君が，い くつかの面接や調査の壁をのり越えて来たことを

私は喜んでいますよ」

レイ．フィール ド氏は机の上の紙に目をやりなが ら，休まず

に続けた。 「今ではダ君たち二人にしぼられましたみ最後の

決定をしなければなりません。 しかしその前に，‘これまでの

中で最 も難か しいテス トをやってもらわねばなりません。」

彼の好奇心を恨みながらボブは何 も言わずに待った。 「す

ぐ指示を出します」と将来の雇主は続けた。 「も．しも君が選

ばれた一人 となった場合 あの友人がそのことについてどう

感 じるかを君は知 っておかねばな りません」

ボブはうなずいた。するとこの実業家は立上 り，床を歩き

始めた。
「言 うまで もなく我々は新 しい革命的な時代に生きていま

す。時代は変 ったのです。組織的方法は急激に改善されてい

ます。たとえば，我々が応募者全員を評価するにあたって，

どんなに計算機を頼 りにしているかを君が知れば，きっとび

っくりするでしょう」



歩 み を止 めて ， レ イ フ ィ ール ド社 長 は ３～ ４メ ー トル 先 か

ら言 っ た。 「しか し， す べ て が 変 った わ け で は あ りませ ん。

基 本 的 な価 値 は残 って い ます 。残 念 な が ら， 最 近 ， 容 赦 な い

企 業 間 で の裏 切 り行 為 や 産 業 スパ イ に つ い て 多 くの こ とを耳

に します 。 これ は企 業 間 だ けで な く他 の部 門 で も同 じ こ とが

言 え る で しょう。 しか しこ の こ とは真 実 の姿 の一 面 で は あ る

で し ょ うが ， あ くま で 単 な る一面 に す ぎな い の です 。」

彼 は知 性 的 な人 間 な のだ とボ ブ は 思 った。

彼 は こ こに お も しろ半 分 に 自分 を 呼 ん だ の で もな く， ５分

間 演 説 を させ て それ を 審 査 す るた め に 呼 ん だ の で もな い。 一

体 ど う しよ う と言 うのだ ろ うか。

大 声 で ボ ブは 言 った。 「私 は何 人 か の実 業 家 と話 した こ と

が あ ります が ， 彼 らは皆 レィ フ ィ ール ド社 長 よ りず っ と皮 肉

屋 で した上

「皮 肉屋 ？」 と レイ フ ィー ル ド氏 の 目が 輝 い た
。 「き つ と

そ うで し ょう， ボ ブ君 ， 私 が話 した人 た ち もそ うだ った 」

彼 は 再 び 歩 き出 した。 「ど う思 われ よ う と， 私 は 今 ’も古風

な 誠 実 さ とか， 人 間 同志 の信 頼 とい っ た ものを 信 じ て い ま

す。 私 は， あ る人 た ちは信 頼 で き る人 た ちだ と確 信 して い ま

す。 この 世界 に は今 な お， 誠 実 さが あ るの で す。 君 が探 し求

め れ ば そ れ は見 つか ります 。 誠 実 さ とい う もの が産 業 に お い

て も根 本 的 な役 目を果 た して い るか らで す 。」

ボ ブ は注 意 深 く耳 を傾 けな が らも，社 長 が貴 重 な ５分 を使

い果 た して しま いそ うだ と思 った。 これ か ら社 長 は何 を しよ

う とい うの だ ろ うか 。

「昔 か らの諺 に もあ る正 直 は損 に は な らない とい う言 葉 は
，

あ る人 た ちが 考 え て い るよ うに時 代 お くれ の もので は ない の

で す 。 私 の この 会社 は な ぜ い つ も信 頼 に値 す る人 聞 を 探 して

い る と思 い ま す か。そ れ は我 〃が 彼 らを必 要 と して い るか ら

で す。 新 入社 員 は新 しい方 式 で， す みや か に効 果 的 に問 題 を

解 決 す る方 法 を教 え て も ら う こ とが で き ます 。しか し，人 間 の

性 格 は 別 問 題 で す 。」 こ の実 業 家 は ボ ブを さ っ と 一 べ つ して

自分 の椅 子 へ戻 った。 と同時 に，話 す 内容 も不 意 に変 っ た 。

「さ て ボ ブ君 ， 君 の願 書 と君 が 受 けた テ ス トに よ って， 我

々’は君 自身 につ いて か な りよ くわ か りま した。 そ して君 を採

用 す る’こ とは わが 社 の利 益 に な る とい うこ と もわ か り ま ・し

た。 ラ リ『一 ・ク ラ ウ ソ ン につ い て も も ちろ ん 同 じ こ とが言 え

ます 。 こ こで君 にま った く別 の 問題 に取 り組 ん で も らい たい

と思 い ます 。 ラ リー の人 物 評価 を や って 下 さい１。」１・

「ラ リー ので す って ？」 とボ ブ は驚 い て聞 き返 した
。

「そ うで す
。 しか し，性 格 的 短 所 の評 価 で な けれ ば な りま

せ ん 。君 の ライ バ ル が Ｔ．Ｊ．レイ フ ィール ド商 会 の新 入社 員

に ふ さわ し くな い とい う点 に限 定 して そ の理 由を あげ て下 さ

い 。」 ． サ

ボブはがっくげとあごを落 した。そ して社長をにらんで言

った。 ’「ち ょっ と待 って 下 さい。 あ な た は ぼ くに … …」

「辛 い指 示 で あ る こ とは私 に もわ か って い ます 。 しか し こ

れ が 一 方 的 な指 示 だ と思 わ な い で下 さい。 間 もな くラ リー を

ここ に呼 んで ，君 に関 レて 同様 の指 示 を彼 に も与 え ます 。」

ボ ブは頭 を横 に振 った が， この年 上 の紳 士 は手 を あげ て 続

けた 。「君 た ち二人 は長 年 の親 友 だか らお互 い の欠 点 や 弱 点 を

知 って い ま す ね。 そ れ らに つ い て書 いて 下 さ い。 我 々が 君 に

教 え て も らう必 要 が あ るか らだ けで は な くて ， 君 の違 った 面

や，人 の素 質 を判 断 す る君 の能 力 を知 るた め で もあ るの です 」

ボ ブ は ます ます むず か しい顔 つ き に な った 。

「質 問 して もい い です か ？⊥

「い や， 残 念 なが ら， も う時 間 で す 」 実 業 家 は立 上 り、「別

の部 屋 へ 案 内 しま し ょ う。 そ こで 書 い て 下 さい。 時 間 は １５分

です 。 早 く書 き終 って も， 私 が 紙 を 取 りに行 くま でゴ そ ζで

待 って い て下 さ い ５」

案 内 され た小 さ な部 屋 の中 で ， ボ ブ は最 初 の ２分 間 は ぶ つ

ぶ つ 独 り言 を 言 い なが ら床 の上 を 歩 きま わ った。 これが 最 終

的 決 定 を なす 時 の あの有 名 な 「除草 」方 式 な の か ！ こん なや

り方 は大 嫌 い だ 。 Ｔ ．Ｊ．レィ フ ィー ル ド社 長 は さ っ き，古 風

な誠 実 と信 頼 につ い て演 説 を ぶ った ば か りな の に。．

窓 の前 に立止 ま る と， 街 の は るか彼 方 に い くつ か の大 学 の

建 物 が 見 え た。 ア ル ムニ教 会 の高 い尖 塔 が 丘 の上 に あ つ た。

そ の 下 に 白 い柱 石 に 支 え られ た ケ ニ オ ン ・ホ ール の正 面 が は

っ き り と見 え た。 そ して 木 立 の間 か ら経 営 学 部 の建 物 が 見 え

て い た 。

経 営 学 部 の こ とを考 え る とデル ビ ー教 授 が 心 に浮 か んだ 。

ボ ブ は デ ル ビー教 授 の房 々 した 灰色 の髪 や そ の他 の すべ て

を 思 い 出 した。 こ の老 練 な教 授 は 教授 会 の．ほ か の人 だ ち．より

も優 れ て い た。 決 して 他 人 を 敬遠 せ ず ，忙 しい中 に あ つて，

仲 間 同志 の泣 き ご と を聞 いた り， 大学 や個 人 の 問題 に解 決 の

手 を さ しのべ て いた 。 彼 は相 談相 手 で あリ ゼ 案 内 者 で あ り，

友 人 で あ つ た。、 … ㌧ 「ヒ’』望 、∵ ．’、、！ ： ∫‘

教 授 に こ の こ とを言 って み た ら ど うだ ろ う。Ｔ ．Ｊ ．レイ フ

ィール ドに対 す る評 価 を教 授 は改 め な くて は な らな く なる だ

ろ う。 ，” ・ ∴ ． ， ゴ 』一 ・「 ド 』

デ ル ビー教 授 は， ボ ブ とラ リー に こ の会 社 を受 け る こ乏 を

す す め た うち の一 人 だ っ た。 教 授 は彼 らの 名前 を卒 業予 定 者

と して 覚 え て い るだ けで はな く，』レイ フ ィ ール ド商 会 が 卒 業

後 の就 職 口 と して ， 仲 間 と競争 して受 け て み る価 値 の あ る．も

、の だ と教 え て ぐれ た。 ・ 一１ 己 ５∴ ノ ∫． ．
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、

「人生の好機」と教授は呼んだ。そして，ベテランの教授

は二人の面接を彼 らよりも熱心に関心をもって見 守 っ て い

た。二人にとつて都合のいいことに，教授はどちらをもえこ

ひいきしていなかったので，二人のうちのどちらでも，デル

ビー門下生から最後の勝利者が出てほしい と願っていた。

ボブはため息をついて窓か ら離れ，机の方へ 歩 い て．いっ

．だ。机の上には，何枚かの紙 と先のとがった二本の黄色い鉛

筆のほかは何 もなかった。ボブは椅子にかけて自分のボ「ル
』ペンを取 り出し

，しかめつ らをして，いたず ら書きを始めた。

ここで負けるなんておしいことだ。とボブは独 り言を言っ

た。今までぼぐは，自分がどんなに勝ちたいと思っているか

に気がつかずにいたのだ。抽選で負けるというのな らい くら

か慰めもあるだろうに。ぼくの古い良い友だち，ラリー，就

職 のために二人が引き離されて しまうことになった ら，どん

なに彼は打 ちひしがれることだろう！

ボブはいちめんにいたず ら書きした紙を引き裂き，しわ く
「ち

ゃに丸め くずかごへ投げ込んだ。

：乏 うとう彼は本気になって書き始めた。

ブロンドの美入秘書がいつもの微笑を浮べてボブが書いた

人物評価の紙を取 りに来た。そして彼は再び広々とした応接

室 に案内ざれた。ほとんど同時にラリー ・クラウソンが入っ
・て来た」 どちらも言葉を交さなかったが彼 らの目が一瞬あっ

た。それか らラリーは部屋を横切って，皮の長椅子にすわっ

、ているライバルであるボブの横に来てすわ った。、

一方では，大きなデスクでレイフィｒル ド社長が人物評価

を読むのに熱中しているようだった。ボブは社長がなぜ二：人

を呼んだのかと不思議に思った。なぜ彼は，選ばれた者にそ

。の ことを通告し，他の一人をひそかに帰 らせなかったのだろ

．うか。、

社長は目を上げて表情を変えずに言 った。

「あなた方が書いたものを声を出して読んだ方がいいと思
』います

σ短かい方か ら読みましょう」
』ボブは不安そうに身動 きした

。そして，彼がさっき書いた

ばか りの言葉が読みあげられるのを聞いて，ほおがざっと赤

．くなった。

「私はラリー ・クラウソンの性格的短所を批評するように

と言われた。私は彼が好 きだ。彼は，Ｔ．Ｊ．レイフィール ド

商会 の新入社員の候補者である。 もしごれが， ラリーの長所

をのべるようにとの要求であったなら，喜んで従 うことがで

きるのだが。というのも，長いっき合いを通して，彼の美点

や 才能をよく知っており，彼の性格が素晴 らしいものである

なことを知っているか らである。

、 我々は同Ｄ仕事を争 うことになってしまらたが， ラリーと

・私の間柄ば単なる知合いとい うものではな く，親友なのであ

る。彼の友入 として，ラリーの否定的な面を探 しあげること

：３４２

はとてもできるものではない。与えられた指示通 りにやらな

かったことで，私の就職の機会はほど遠 くなってしまったこ
』とであろう

。 このことを私は心か ら残念に思 う。しか し私の

勝利がもし，ほんのわずかでも友人を傷つけることによって

獲得されたものであるとするなら，後悔の念ははるかに大き

いものとなるだろう。」

机の上にその紙を置いて，レイフィール ド社長はあっさり

と批評 した。 「以上です。従順なるロバー ト・ブ リッジスと

サインしてあります」

・ 部屋はし一んとした。社長は二番目の紙を取り上げて言 っ

た。 「では， もう一つのを読みましょう。注意すべきことは

……いや，聞けば自分でわかるで しょう。」

再び彼は声に出して読んだ。ラリー ・クラウソンの提出物

の注意すべきこととは何であるかがす ぐわかった。異った言

いまわしをしていたとは言え，それはボブが書いたものをま

るで写 したようにそっくりだった。

二人は共に社長の指示を拒絶．したのだった。その理由は二

人共同じだった。そして彼 らは，社長も・読んだように，競争

相手の性格の短所を書かないということで資格を失 うものと

考えていた。、

「我々が君たち二人をずっと別々にしておいたことを知 ら

ない人は，君たちがこれを一緒に書いたと思うに違いない。」

とレイフィール ド社長は微笑を浮べて言った。

「一つの観点から言えば…」 と社長は考え深げに続けた。

「君たちは二人 とも間違ったおく測をしています。つまり他

方をこきおろす ことをしなかったので，自分は不合格になる

と思い込んでいることです。実際の所，組織のある所には誠

実だと思われる者はいないし，自分のせっばつまった時に友

人を助けるような信頼できる人間はないという意見を私は固

持 していました。」

ゆっくりと息をついで実業家は椅子か ら立ち上った。 「君

たちが１競争相手 という立場にある友人を裏切 ることを拒ん

翠ということで，私は君たち二人をわが社の新入社員として

喜んで迎えようと決心 しました。」

それから，入社を許された二人が立去る時になってレィフ

ィール ド社長は，ひとこと言 った。 「もし君たち二人が，デ

ルビｒ教授がいつも口にしておられる言葉， 「友人とは何か

・と問われた時ジノは答えた， 『もう一人の私だ』と」いう言

葉で文を結んだとしても私はびっくりしなかったことでしょ

う」

ボブとラリーは驚いて顔をみあわせた。ボブが言った 「社

長がそれを御存知だとは少 しもしりませんで した」 、
ｒ中年のその実業家は笑いなが ら言

つた，．「ところが知って

いて当然なんですよ。そう，昔，私 もデルビー門下生の一人

だうたのです。」 ∴ ． ．．．．こ、 ． ．．＝．・



お と な 学 ぶ べ き人 々

△ 年，世界中で数百万 というおとなが，何かを学ぶたあ
フ に

，学校へ入 ることであろう。学校へ再び 戻 る人 ４

は，みな我々の関心を呼ぶ人たちである。無知を克服 して，

人生の砂漠に花を咲かせようとの強い望みに動かされて決意

す る人 も多いに違いない。また眼前に開かれた世界に驚異の

目をみはり，知 りたいと切に思って学び始ある人 もいるであ

ろう。

学生 としての彼らは，共通にこれらのものを持っている。

まず第一に，す ぐに知 りたいという知識欲，あるいはす ぐに

解決 したいという人生の問題。、二番目に，自ら進んで学窓へ

戻ろうという気持。三番目に，学んだ時によみがえって くる

ｉ数々のおとなとしての経験。

彼 らは学ぶ人である。卒業証書を目的に学ぼ うという人々

ではない。彼 らは，．成績 とか賞にこだ わ らず，発見や，学

問，教育を受けることに大きな喜びを持って勉強をする。、

生涯にわたっで学ぼうというなみなみならぬ意欲は，知識

ハ ロ ル ド グ レ ン ク ラ 」 ク

が世にあふれていることにもいくぶん影響 されている。専門

的な知識は急速に豊富に世に流れ出ているたあ，人が同じ所

にとどまっていなが ら新鮮な知識を有することは困難になっ

ている。立派な理論の数多 くが，テキス トに載 る以前に消え

去って しまい，良い計画の多 くが製図板の上にあるうちに時

代遅れになる。ハイマン Ｇ．リックオーバー将軍がそのこ

とを言っている。 「文明はすでに，心そのものの中に新 しい

未開の地があるというところまで来てしまった。人は，昔尭

地を征服 したように，知識を征服せねばならない」 このこと

は，おとなになっても学ぶ末 日聖徒にとって，どういうこと

を意味 しているのであろうか。

末 日聖徒イエス ・キリス ト教会の会員は，予言者であ り，

指導者であるジョヤフ・ス ミスに表わされている，発見と冒険

の態度を受けつぐものである。教会の初期に，主は彼とその

友人たちに， 「互いにこの王国の教義を教えよ」と仰せにな

つた。．主は，「教会員が率先 して学び， 「互いに教える」こξ
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「

◎

継鞭
を望まれたのである。教会員が熱心に教えあうな らば，恵み

が伴 うという主の御言葉を聞いた時，年若い予言者は胸おど

顔たに違いない。祈 りと断食の精神で彼 らが籔えた ことは，

「神の王国につけるすべてのこと」であった。地質学，歴史，

音楽，言語，民，文化および 「諸国民の葛藤」も，神の王国

に関することであった。 （教義と聖約８８：７７～８０）

予言者の塾やその他で，聖徒たちは最もよき書より，信仰 と

研究によって知恵を得た。それ らの経．験は，学ぶに際 して大

きな勇気を必要とした。なぜならば，イエス ・キリス トの福音

そのものの中に，それ以前は単に言葉’だけに過 ぎなかったも

のを明らかに渉る思想や概念が含まれていたか らである。

生命や光の源 として，言語 感 やもの 日 らかにし

生気を与える数々の思想を ’まこン を”・

する。思想は ’ なり∠る。思鑓 り真理であ

る塑 越 塾 は麗 栄麺 繰 郷 ある・そ馨 とすれば・

海 セーフ・尽 ３力填 実の学問を・偉木な冒院 人生で主之

レて追丞すざきもの．と者亘て込たことに何ら 思議はない。

教会具がまず初あに興味を．も『って発見するの．は，この世界

に蓮 蓮 璽 があるという・とであ・・その・とに よ・

て， 何 が 善 で 何 が 悪 で あ るか ， とい う思 想 を応 用 して ゆ く人

生 が ひ らけ る。

最 も良 き書 と は何 で あ ろ うか 。世 界 に は偽 り と真 理 とが 存 ’

在 して い るが ， 人 を葬 る知 識 は何 で ， ど こに あ る の で あ ろ う

か， ま た どれ が そ うで あ ろ うか 。 そ して 人 を救 う知 識 は何 で

ど こに あ り， どれ な の で あ ろ うか 。 ど ’ た ら， 「知 るだ け

で 真 理 の知 識 に な らない の ’ 淋 － ・

狐

デ ビ ド ０． マ ッケ イ大 管 長 は ，

誤 っ た価 値 判 断 に よ って ， もた らされ 」 と言 った。１学 問

んどは」好む と好まざるとにかかわらず恩恵を受けて真理に

影響され変わるものである」。彼１ 臣を，人生１ ７ る 大

な思想と 但で “う老 層 ’ するたφの
，． 』＼ ＿ ．・

方法だ てい 。数々の思想が並ぶ市場で，学問する人が悪

から善を選んでそれらを決定するのである。＝込スム興

’ぶかはわか らない
。 立の含造者が計颪された

懸 “ 灘 オい・耕
な冒 険 を す る と こ ろに ，人 が 多’出 ら ので あ るｑ．

学 問 』に お け る第 二 の 冒 険 は ， ジ ョセ ブ ・ス ミス の述 べ た 教

え に示 され て い る。 「 ｝の この 世 に於 て達 す る （研 究 と

応 用 に よ って 自分 の もの ＋ 一 は 何 に て もよ

み が え りの わ れ ら と辻 ’ “ ） 教 義 と 聖 約

１３０：１８）。 ま こ との学 問 は決 して で は な い

主 は さ らに この教 え につ い て ，熱 心 な研 究 と従 順 に よ っ て

この世 で他 の人 よ り多 くの知 識 と英 知 とを得 る人 は ，来 た る

べ き世 に お い て もそ れだ け の利 を 得 る と言 って お られ る。 す

な わ ち，基 礎 とな る知 識 を得 て， それ を 生 活 に応 用 す る 人

は ，知 識 も英 知 も得 な い人 よ り も， 豊 か な喜 び と しあ わ せ と

能 力 を ，来 た るべ き世 で受 け るの で あ る。

予言 者 は ， 「人 は無 智 に して救 わ る る こ と不可 能 な り」 と

言 った 。 （教 義 と聖 約 １３１：６） 最 大 の無 智 とは ， きの う もぎ

ょ うも変 らず真 理 で あ る救 い の原 則 を知 らない こ とで あ る。

い った ん身 につ い た英 知 の原 則 は， 永 遠 に その 人 と 共 に あ

る。 自 由，信 仰 ， バ プ テ ス マ， 従 順 ， 犠 牲 ， 義 務 ， 権 威 ， 忍

耐 ， 結 婚 ， 誓 約 キ リス トの購 罪 ， ゆ る し， 創 造 ， 愛 ， そ し

で 神 ， これ らの 知識 を知 って そ れ に従 う人 は， 永 遠 に続 く力

の原 則 を 備 え た 入 で あ る。 そ ” す るま わ りの 状 況 は

「一 一一 となく，永遠に，隠

は価値あるものを求めることである。無益なものしか生みだ
一

さカい照 屓 晒別できる偉大な真実を発見する それ

ぶ 宣びと感激はいかばか “ ’ 偉螢 Ｌ２

たその ま 値ある目 設定できる。真理をしっかり握

った彼は， ロバー ト フロス トの言 った言葉の意味をより明

確に理解できる。 「人生にあって変化だと考えるもののほと

３４４

されたもの，知 られざる事柄の扉を開いて くれる６原則は常

にそれを持つ者に応用することをうなが し，結びつけ，再編

成 し，組立てなおすことをうながすので，そこに含まれるす

べてのものは永遠に新しく興味深い事柄である。神について

学び，神を愛 してそのいま しめを守る人々のために，神が備

えられたものを，見た目はいまだなく，聞いた耳はいまだな

いと神あ御子が言われたことは不恵議ではない。

＼



繊態醸
この こ とは， 原 則 を学 ぶ だ けで は不 充 分 で あ る こ とを教 え

て い る。 原 則 は， 永 遠 に変 りゆ く環 境 に対 して ， 永遠 に応 用

し続 けな くて は な らな い。 あ る作 家 が ， 「正 しい道 にい るだ

け で は充 分 で な い。 そ こ に座 って い るだ け な らば， 車 に ひか

れ て しま う．」 と言 っ た。 偉 、 ’舳 しつつ 新 しい ’

境 に応用 して行 く時に，学問の鄙 は’ ・る こ と が な

い。彼は常に言葉に言葉を重ね，属想に思想を積みあげ，こ　 　
こで少 し，あそこで少しと学んで行 く。一人一人が，知識を

一

知恵と理解に転 じて増すという冒険に現在 と永遠を費すなら

ば ， 愚 か な末 日聖 徒 は一 人 もい な い は “ ・ 。

謙遜な信仰ある末 日聖徒にとって，すばらしいことは｝学

ぶ資料が限りな く備えられていることであろう。事実研究 し

探求する自分の能力が限られる時には決 して知ることのでき

ない，大切な事柄がある。人は永遠の父なる神と，御子イエ

ス ・キリス トを信 じる信仰を加えなくてはならない。信仰は

学問の形をと６ている。その方法は，主御自身によって教え

られ，力ある教師，神会を構成する聖霊によって働 く。モロ

ナイは， 「そして聖霊の力によって一切の事の真実であるか

どうかがあなたたちに解る」と言った。（モロナイ１０：５）聖

なる教師の力は，信仰と良き業と，権威ある者の按手礼を通

してや って くる。聖霊は全教会員の変 らぬ伴侶，教師 となれ

るのである。学ぶ人が聖霊を指図するのではない。謙遜を通

して人が聖霊に導かれるのである。

学ぶ過程にあって，’人は聖霊によって，自分の努力の位置

と聖霊の占めたもう位置 とを知ることができる。それは学問

の冒険のうちで最たるものであつて，最高の動機を成す もの

である。学問する末 日聖徒は，聖霊によってこのような調和

を保つ。

「科学だけに従 う者は，越えて見ることのできない壁に突

きあたる。なぜ我々が存在 し，この世での使命は何であるか

を学者の権威を もって，完全に物語って くれる人がいるなら

ば，その人は，大勢の人間がますます自分だけに頼 って考え

るようになっていく世界に，納得できるようにそのことを語

る義務がある。力あるものとするためには，勧告を変えなく

てはならない。今はもはや，三世紀の昔ではない か らで あ

る。そうして，信仰 というものの核心に触れる時，科学は沈

黙せねばならない。

しかし科学のその沈黙は，蔑視の沈黙ではな く，謙遜の沈

黙である。信念は事実より大いなるものであろう。明確 に過

ぎる信仰は，おそらく大いなる入生の時に対 して，不十分さ

を露呈する信仰である。次代について深 く考える若人は，科

学に頼 らねばならぬ。なぜならば，科学は多 くを教え，望ま １

せるからである。 しかし，科学が適用されないところには，

頼 ってはならない」 （バンネーバー ’ブッシュ博士， 「科学

は躊躇する」フォーチュン誌１９６５年 ５月．号）

．聖霊は，．学問の冒険をする時に，指示と目的と調和を与え

る。世界中にわたって教えられている学問の多 くが，神への

信仰といわゆる人生の真実力重，人聞の自由な精神をはばみ沈 『

滞させ るかのような印象を与えている。議論や予測は良い道

具である。 しか し，学ぶ人々はよ く 「マヒした分析」の害を

被るのである。そして，不確かで捕捉 しがたい事柄を，あた

か も信頼に足るアプローチのようにして，学問の大いなる冒

』険への足がか りであると教えられることも多い。

しか し，人間のかかげるかぼそいランプでは照 らす ことの

できないところを，教え，知 らせ，照 らし，確認す る聖霊の

「みたま」は
，なんと報いの大きいことであろうか。聖霊の

力と結びついた努力によって偉大な学問の冒険を為す時どの

ような学者や政治家や詩人や予言者が生まれることであろう

か。

主は， 「世の始めより今臼に至 るまで」啓示されたことの

ない知識を，聖霊のたまものによって，教会員に教えると，

ジョセブ ・ネミスに約束 したもうた。そして主はさらに，入

は 「神の命 じたまえる水路を流 るるミズ」リの流を止め……

全能の神が末日聖徒の頭上にいと高き所より知識を注ぎたも

うを止むる」こともできようと言われた。（教義と聖約１２１：

２６，３３）

真に学問を求める末日聖徒の行 く手には，学問の大いなる

冒険が待ちうけているのであ』る。

３４５
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什 分 の 一 につ い て

と， そ れ に満 ち る もの， 世 界 と， そ の 中 に住 む者 とは「地

主 の もの で あ る」 （詩 篇 ２４・：１） 私 達 が 所 有 して い る も

の ， ま た は， そ う願 う もの はす べ て 神 か らの祝 福 と して私 達

に与 え られ て い る。 モル モ ン経 で ， べ．ン ジ ャ ミン王 は この 大

切 な こ とを教 え て い る。 「ご らん， 私 た ち はみ な 物 も らい で

は な い か。 み な神 と言 う同 じお方 に依 り頼 んで ， 食 も衣 も金

銀 もあ らゆ る宝 も一 切 の持 物 を受 けて い るで は な い か 」 （モ

ー サ ヤ ４ ：１９） この地 上 の借 地 人 と して の 私 達 に ，神 は私 達

の利 益 の １割 を要 求 され て い る。 これ が 什 分 の 一 で あ る。

、什 分 の一 は古 い時 代 の律 法 で あ った 。 アブ ラハ ムが ， サ レ

ムの王 メ ル ケ ゼ デ クに会 った 時 の こ とで あ るが ， 「彼 （メ ル

ケ ゼ デ ク） は ア ブ ラ ハ ム を祝 福 して 言 った， 『願 わ くは天 地

の主 な るい と高 き神 が ， ア ブ ラハ ムを祝 福 され るよ うに。 願

わ くば あ な た の敵 を あ な たの 手 に渡 され た い と高 き神 が あ が

め られ るよ うに』。 アブ ラハ ムは彼 にす べ て の物 の什 分 の一

を贈 った」 （創 世 記 ユ４ ：１９－ ２０） ．

１ア ブ ラ八 ムが父 の 家 を 出て ， 母 の 家 族 か ら妻 を め と るた め

にハ ラ ンへ 向 か った 時， あ る と．ころ で 夜 を過 ご し，主 ．と契 約
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を交わした。 「ヤコブは誓いを立てて言った， 『神がわた し

と共にいまし，わたしの行 くこの道でわた しを守 り，食べる

パンと着 る着物を賜い，安 らかに父の家に帰 らせて くださる

なら，主をわたしの神 といたしましょう。またわた しが柱に

立てたこの石を神の家といたしましょう。そ してあなたが く

ださるすべての物の什分の一を，わたしは必ずあなたにささ

げます。」」 （創世記 ２８：２０－２２）

マラキ書の中にこの律法の本質がつかめるような質問と，

偉大な約束が記されている。 「人は神の物を盗むことをす る

だろうか。 しかしあなたがたは，わた しの物を盗んでいる。．

あなたがたはまた 「どうしてわれわれは，あなたの物を盗ん

でいるのか」 と言 う。什分の一と，ささげ物をも って で あ

る。あなたがたは，のろいをもって，のろわれる。あなたが

たすべての国民は，わたしの物を盗 んでいるからである。わ

、たしの宮に食物のあるように，什分の一全部をわたしの倉に

携えてきなさい。 これをもってわた しを試み，わたしが天の

窓を開いて，あふるる恵みを，あなたがたに注 ぐか否かを見

なさいと，万軍の主は云われる」 （マラキ ３：８－１０）

今 日も昔と同じように主は民に什分の一の律法を与えられ

た。ジョセブ Ｆ．スミス大管長は言 った， 「什分の一の律

法は，それによって人々が自分を立証できる試 しである。 こ

の原則を守 らない入は，誰であっても，シオンの繁栄には無

関係な人として知 られるのである。同様に，教会員 としての

義務を守 らなかった人，また，この世にある神の王国の発展

のために何 ら力をつ くさなかった人 として知 られるようにな

るのである。 このような人は，地上の人々に福音を広めるこ

とに何 ら手助けを しないばかりか，福音の祝福と儀式を受け

る資格を得ることを何 もしていないことになるのである」

（福音の教義 Ｐ．２２６英文）

什分の一の律法は祝福 として与えられている。 この律法は

教会の会員が利己的にならないように，また，従順さを身に

つけるために役立 っているし，何よりもそれは， この地上に．

神の王国を建設するための実際的な方法である。自由な意志

による献金を通じて，私達は他人の福祉にもっと貢献できる

し，神への忠誠を再び確認することになる。什分の一の原則

は，まことに私達の信仰の尺度である。私達が人間にとっで

高価な物 と思われがちな物を自由な意志で捧げるには，信仰

を必要 とする。あらゆる男女は，もし人生で成功をおさめ，

喜びを見出したいと思 うなら，ぜひ什分のヅ律法の教えると

ころに耳を傾けなければならない。

什分のマは，教会の予言者，大管長の霊感のもとに必要な

ところへと分配脚 る。教会堂の建築にも，この什分の一の

財 源 か ら一 部 支 払 わ れ る。 この財 源 は， 教 会 の学 校 ， 神 殿 ，

セ ミナ ーの維 持 の た あ に， 貧 困 者 を 助 け る ため に， そ の他 宣

教 活動 の た め に つか われ て い る。

全 教 会 員 は， 一 年 に一 度 督 監 と会 って ， 自分 の什 分 の 一 の

記 録 を確 認 す る権 利 が あ る し， そ れ は ま た 義 務 で も あ る。 こ

の こ とは， そ の人 が 什 分 の一 を完 全 に支 払 って い るか ど うか

のべ る機 会 に な る。 主 は， 私 達 が い ろい ろな い ま しめ に忠 実

で あれ ば， 祝 福 を受 け る と言 わ れ て い る， 什 分 の 一 の 支払 い

に忠 実 で正 直 な人 々 に対 して は， 主 は祝 福 を 約束 さ れ て い

る。

古 代 の イ ス ラ エル で 大 飢 き んが あ った 時 ， ひ と りの や もめ

が ザ レパ テ の町 の門 で た き ぎを 拾 って い た 。 予言 者 エ リャは

そ の時 ち ょ うど町 に着 き， や もめ に 声 を か けて言 った ， 「器

・に水 を少 し持 って きて ， わ た しに飲 ま せ て くだ さい。 … …手

に一 口 の パ ンを 持 って きて くだ さい 」

や もめ は， た ぶ ん ， こ の よ うな願 い を 聞 い て び っ くり した 「

こ’とで あ ろ う。 彼 女 はエ リヤに説 明 した ， 「た だ ， か め に一

握 りの粉 と， び んに 少 しの油 が あ るだ け で す 。今 わ 牽 し嫉 た

き ぎ二 ， 三 本 を 拾 い ， う ちへ 帰 って ， わ た し と子 供 の た め に

それ を 調 理 し， それ を 食 べ て 死 の う と して い るの です 」

エ リヤ は， や もめ が 持 って い る物 を 分 け与 え て くれ た ら，

彼 女 は祝 福 され る と約 束 を した 。彼 女 は エ リヤ が言 った通 り

に した ので 彼 女 とそ の家 は祝 福 され た。 この こ とか ら， 次 の

ことが 明 らか で あ る。 す な わ ち， この や もめ は主 を愛 して お

り，予 言 者 の示 した通 り 自分 の義 務 に忠 実 で あ ろ う と した 。た

と えそ れ が 自分 の持 て る物 す べ て を捧 げ る こ とに な っ て も。

も し私 達 が 同 じよ うな状 況 に お か れ た ら， 一 体 ど の よ うに

反 応 す るで あろ うか。 自分 の持 って い る最 後 の ほ ん の一 か け

らの食 物 を 予 言者 に差 し出 す で あ ろ うか¢ この女 の入 は ま さ

し くそ の 通 りに した。 そ して そ の忠 実 さ の結 果 と して 主 は彼

女 を 祝 福 され た。 そ の 時以 来 ， 飢 き んが 終 る まで ， か め の粉

は つ き る こ とが な か った。 なぜ な ら， 「彼 女 は行 って エ リヤ

が言 った 通 りに した … …」 （列 王 紀上 ．１７：１５） か らで あ る。

１８３１年 ９月 １１日， オ ハ イ オ州 カ ー トラ ン ドで主 は予 言 者 ジ

ョセ ブ ・ス ミス に啓 示 した も うた。

「見 よ
，人 の子 の来 る ま で今 よ り後 を 『今 日』 と称 え られ

る。 誠 に 『今 日』 は犠 牲 の 日， わが 民 の 『什 分 の一 』 を捧 ぐ

る 日な り。 この ｒ什 分 の一 」 を納 め た る者 は 人 の 子 の 来 る時

火 に焼 か る る こ とな し」 （教 義 と聖 約 ． ６４：２３）

私 は若 い男 女 諸 君 が 教 義 と聖 約 の １１９章 を ホ く読 む こ とを

お勧 めす る。 そ こに は什 分 の一 を 支 払 う際 の私達 の義 務 ， す

な わ ち神 に対 す る私 達 の愛 の霊 的 な 試 しが述 べ ：られ て い る。

３４７：



番

ズ勤躍

柵 咀

ｌｌｌ

一
第 二 次 世 界 大 戦 に

耐 え 澱 い た 英 国 伝 道 部

ア ン ド レ Ｋ． ア ナ ス タ シ オ ン

隣難 ・

藻
懸

鰹

雛

盤程

講 隷ご誇幾論
響讐

欝

９３７年 ７月 に ビー バ ー Ｊ． グ ラ ン ト大 管 長 は， ほ か１

の教 会 の役 員 た ち と共 に， ラ ン カ シ ヤ ーの ロホ デ ー ル

で開かれた英国伝道百年記念大会に出席 し，その席上で 「シ

オンの全宣教師は，英国諸島より立去るであろう」との予言

的声明を発表 した。

１９３９年 ９月 ３日，大英帝国はナチ ・ドイツに対 して宣戦布

告を した。英国と米国政府間の共同条約により，戦争 に直接

関与 しない全アメリカ合衆国民は，英国諸島か ら立去らねば

ならなかった。これは，我々アメリカ人宣教師全員にも影響

を与えた。

１９３９年の末までに約 １３０人の宣教師が英国の地を離れた。

伝道開始以来 １０２年たって初めて，英国伝道部はシオンから，

ただ一人の宣教師 も送 られな くなった。そして，グラント大

管長の予言は二年半の中に文字通 り成就 したのである。

３４８



伝道部長を退いたヒュー Ｂ．プラウン長老は，米 国へ帰

るに先立 ち，私 と二人の副伝道部長ジェームス Ｐ． ヒル と

ジェームス Ｒ．カニンガムに英国伝道部を管理する責任を

与えた。我々の任命は，大管長会か らの海外電報によって，

正式に承認された。私は伝道部のために全時間を捧げて働 ら

いた。

第二次世界大戦の戦火は間もなく我々を激 しく襲 った。重

要な攻撃目標 となっているロンドンは日夜爆撃を受け，膨大

な財産や生命が失なわれた。 しかし我々は聖徒たちと共に．残

り，主は我々に祝福を与えたもうた。

我々の伝道部には，実に多 くの問題があった。我々は６８の

支部 に対 して非専任宣教師を出すよう協力を求めた。そして

最初の年の暮までに，１７才から７５才までの約 ４００人の非専任

宣教師が生まれた。彼 らは一週間に平均五時間，支部の仕事

を助け，また福音を宣べ伝えるために捧げた。

その上，１２人の英国人の専任宣教師も召された。彼 らは二

人一組になって，各支部に約四週間滞在 し， 日曜日ごとに福

音の教義を説き，それか ら他支部へと移動した。 このように

して，我々は伝道部の全支部を管理することができたのであ

る。

しか し，戦争が行なわれている間，専任宣教師の数は全 く

不足 していた。グラスゴーで開催されたスコットラン ド地方

部大会の最後の会において，宣教師の問題が述べ られている

時，私は中年過ぎのご夫婦 とその娘さんが一緒に，私の前列

の右の方に坐 っているのに気がついた。その娘さんはその時

話されていることを，指話法を用いて両親に伝えていた。

最後の会 も終った時，この若いイザベラ ・マクドナル ド嬢

は，少 しためらいがちに私に近づき，そして言 った。 「伝道

部長さん，両親は私を喜んで伝道 に出したいと思 っているの

ですが，私たちには経済的な力がないのです」

「マク ドナル ド姉妹，私がご両親のお気持ちと，あなたの

宣教師になりたいという信仰を喜んでいると，ご両親に伝え

て下さい。

主はあなたの進むべき道を開いて下さるで しょう。日曜日

の夕方にはロンドンに帰 り，火曜 日にあなたに手紙を書 きま

しょう。」と私は答えた。

火曜 日の朝私は机に向い，私が目を通すのを待 っているお

びただ しい数の手紙を開封 し始あた。そのうちの一通を開い

た時，こう書いてあった。 「親愛なる伝道部長，私は一人の

宣教師を六ケ月間援助 したいと思います。最初の一ケ月分の

小切手を同封します。」この手紙は支部の会員で，フランスの

どこかに配置された英国陸軍の将校か らのものであった。私

は直 ちに一通の手紙を書き，その小切手と共にマク ドナル ド

姉妹へ送 った。そして彼女は，やがて，立派に伝道を行なっ

たのである。

私は旅行のビザを受取ってか ら，地方部を訪問するために

アイルラン ドへ行った。ベルファス トについた朝は，市は，

激 しい敵軍の空襲の後でまだけぶっていた。家や店は全部破

壊 されていた。 この市の住民たちは痛手を受けていた。私は

その一・週間をすべて会員を訪問することに費した。

安息 日に我々は，ベルファス トで年次地方部大会を開催 し

た。午後になって我々は，労働会館の最上階で会を開いた。

約４０人程の小さな集会ではあったが，このような恐怖にみち

た空襲の後で，これまで以上 に団結 していた。専任宣教師の

責任と必要性が再び我々の問題となり，私は立上 って右の方

を見ると，聖徒たちの間にジョアン・タッガー ト姉妹示いた。

「タッガ「 ト姉妹，あなたに伝道をしていただきたいと思

っているのですが，あなたは喜んで主のために六ケ月間奉仕

したい と思いますか ？」．

彼女は立上 った。 「伝道部長，私は喜んで伝道 したいと思

います。でも，私には自分の生活を支える経済力がないので

す。私の母は未亡人です し，私のただ一人の弟は英国海軍に

入 っています。彼のお給料はとても少ないので，母 も私 も働

かなければなりません。」

「タッガー ト姉妹
，あなたのお答えを聞いて，嬉 しく思い

ます。私はお金については心配 しません。主が道をそなえて

下さって，あなたの信道に必要なお金が与えられ るζとを約

束 したいと思います。」
「私は喜んで伝道に出ます

。」

それから私は左の方を見て言 った。 「バナタ・ｆン姉妹，あ

なたに短期間の伝道をしていただきたいのですが，乏 の戦争

中，教会の仕事を助けるために喜んで働 らいて下 さ い ま す

か ？」

「はい。喜んで。でも伝道部長さんもご存知のように，家 「

にいる私たち５人の娘 と弟は，未亡人の母親 と私たち自身の

生活を支えるために働かねばな らないのです。」

「主があなたに祝福 と助 けを与えて下 さり
，その道を開い

・て下さるで しょう
。

閉会の讃美歌を歌 っている時に私の心に一つの疑問が浮ん

だ。 どこからそのお金が来 るのだろうか ？「

讃美歌を歌い，閉会の祈 りが終った時 ダブリン支部の一 ．

会員が私の所にや って来た。

「伝道部長さん
，六ケ月間私がタッガー ト姉妹の御世話が

できれば幸いです。」彼女が小切手を書いている時に，テーブ
ルの傍に立っていた一人の兄弟が言 った。 「バナタイン姉妹

の伝道が実現するように，私が援助しましょう。」
レ

最後の集会は別の会館で開かれ， もっと多 くの参加者があ

った 。 会 が終 って一 人 の ア メ リ カ陸 軍 の将 校 が 私 に言 ゐ た。・
「伝道部長，主のみたまをこんなに強 く感 じたのは，久 しぶ

りです。私にも一人，宣教師の援助をさせていただけないで

しょうか ？」彼の援助は喜んで受け入れ られ，もう一人の宣

教師が召された。

英国伝道部の財政上の責任を一任 さ地 た私に， 「もうこれ

以上，お金は入 らないかもしれないから，慎重に 使 う よ う

に」 という忠告と共 に，米国へ引揚げるブラウ ン伝道部長ぼ

総額２００ポンド （８００ドル）程のお金を残 して行 った。月間報
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告にょると，什分の一と断食献金の収入が，い くっかの支部

か ら請求される額よりも少ない場合がしばしばあった。そこ

で私は，どうやって借金を払うかがいつも気がか りで あ っ

た。什分の一の律法と，断食献金を，より強い信仰をもって

忠実に守るように，全会員たちを励ましてほしいと，各支部

の支部長に書 き送 った手紙 も効果が な か っ た。そして，私

は，できる限り節約したとしても，伝道部の資金が長 くは持

ちこたえられないことを思 って心配 した。私に与えられたブ

ラウン長老の忠告が，心の中に重 く残っていて，教会本部 に

経済的な援助を求める手紙を書きたくはなかった。い くつか

の支部を閉鎖するということは，想像もできなかった。

「何か別の方法があるに違いない。経済的な問題をすべて

解決するような何かよい方法があるに違いない」と私は考え

た。その時，私は主の御言葉を思い出した。 「求めよさらば

与えられ，たたけよ，さらば開かれん」

何度も何度も私は主 に祈 り，知恵を求めた。ある日の断食

の後，私は妻に心配事がた くさんあるので，次の日も断食を

するつもりだと話 した。妻はとても心配そうに私を見つめて

言 った。 「明日は食事をして，その次の日に断食をした方が

いいですよ」私は妻の忠告に従い，それから１日おきに通算

３５日間の断食を続けた。私はこれを，ほかの理由ではなく，

ただ我々伝道部の経済状態を解決するために主の導きを求め

て，心からの謙遜 さをもってなした。

断食 と祈 りの日々が終った後，私 はこの３５日間にお金のζ

とについては，什分の一に関しても断食献金に関しても全 く

何 ら霊感を受けなかった，と二人の副伝道部長に話 した。た

だ， この間に現われ，今もなお引き続いている強い印象 とい

えば，聖餐会に関するものであ り，この回復 された福音の聖
』なる儀式

の中に，我４の経済問題に対する答えと解決がある

という証を得たのであった。

年次地方部大会の前 に，我々は朝早 く，聖餐会と証会を行な

った。そ して私は再び同 じ霊感 と証を持 った。パ ンと水が祝．
’
福され，各会員に配 られた後，私は，何のために我々が聖餐

にあつかったかを考えていた。我々は天父なる神に，パンと

水を祝福 して下さるように願い，そして我々が御子のみ名を

わ示身に受け，つねに御子を忘れず，また我々に与え られた

戒めを守 り続 けるということを，順次神に誓約 した の だ っ

た。それから私は我々がなした誓約を賢明に良心的に果たし

ているかどうか，また，方法通 りに我々は聖餐会にあずかっ

ているか どうかと考えた。我々は，この答えは各個人の心の

中にのみ，あることを悟った。聖典の言葉によって，聖餐は

受ける資格めない者が受けた場合には呪われるということ，

また，．我々が常に主と交わ した誓約に対して，また神聖な義

務に対 して忠実であるように，そして我存の働きと行ないが

主の前ビ正 しい信仰を証明するものであるように，聖餐会に

おいそは，静かに頭をたれ，我々の行動と精神を自身の心に

問 うべきであることに気づいた。 このようにしてダ我々は主

の祝福を受ける事ができるのであるげ

．’
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ド我々はだれ一人として偽 りの証をのべ％いとは思はない

でしょう。

私の考えでは故意に，あるいは不注意からか主への什分の
一のお返 しを怠った り，知恵の言葉や，安息日の精神を無視

することは，我 々が偽 りの証を立てることになる と思 い ま

す。聖餐式 に与り神に従 うと証 した人が主の戒めを無視する

ことはできません。」 と私は話 した。

それからは私はみたまに導かれて次の約束をした。 「あな

た方は，什分の一 と献金により，主の再降臨の時にシオンを

受けつ ぐ者 として，あなた方は百倍にも増 して報われるで し

ょう。」

私の訴えから得た感動が大きかったので，会員の何人かは

聖餐に与るのを，少 しの間やめていた程だった。彼 らは理解

したのだ。 しか し間 もな く，ほとんどの会員が，再び聖餐に

与 るようになったのを知って，我々は喜んだ。支部長たちに

は，まだ聖餐を差控えている会員たちにはその理由を聞かず

に，彼 らに愛とｉ親切を示 し，そしてたびたび彼 らを訪問する

ように，との忠告がなされた。聖餐を祝福するように召され

た者たちは特に，はっきりした声で，一語一語を明確にしか

も敬けんに聖餐の祈 りをするように強調された。なぜな ら，

聖餐の祈 りは各個人の証 ともいうべきものであり，また全教

会員 と神 との間に立てられた誓約でもあるか らである。

英国の聖徒たちは，私の訴えを素直に心に受け入れ，信仰

を持ち続け，努力を続けたことは明 らかであった。月間報告

の収入は最 も勇気づけられるものであり，私が教会本部に，

経済援助を求める手紙を書 く必要はな くなったのである。

それは，ブラウン副管長が再び英国に帰ることができ，英

国伝道部の責任を再び受ける四年半ほど前の事であった。そ

の時までに，英国伝道部には，地元の神権指導者の下に７８の

支部と，１４の地方部があった。第二次世界大戦中， ５００人以

上の地方部宣教師が働いた。加えて １０５人の英国人の専任宣

教師が立派な奉仕をなした。ある者は ６ケ月間，労力と金銭

の奉仕をなし，またある者は １年間，長い人は２年間，そし

てある長老は ３年半の奉仕をした。宣教師と会員たちによっ

て，すばらしい祝福 と，信仰を育てた体験について証がのべ

られた。

英国伝道部は，戦争のさ中に繁栄 し発展した。戦前の記録

とほとんど同数のバプテスマがあった。 そして最後に，伝道

部の記録がブラウン長老に手渡された時，伝道部には８０，０００

ドルもの剰余資金があった。そして英国にも神殿を建てたい

という願いが，その当時 （１９４４年）ささやかにあった。（１４年

後サリー州に神殿が建立され，１９５８年９月 ７日デビド ０．

マッケイ大管長によって献堂されたのである。）

我々は主に助けを求めた。そして我々は，伝道部の，そし

て個人の多 くの問題を，主の戒めに従 うことによって，いか

に解決すべきか，また第二次世界大戦のきびしさを断って，

信仰の中にいかに生 くべきかについて英知，すなわち真理の

光を受けたのであった。
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＿ の世界にはだれ一人 として完全な人はいませ ん。 そ こで日々
一 私た ちに与え られるチ

ャレンジは，現在 の私 たちよ りも， も

っと良い者 にな ることを 目指 して努力 する ことです。母親 の仕事 は

絶 え間のない ものです。 すべての事をなすに当 って ，その中に私た

ち一人一人が進歩す る方法があ ります。 次の記 事は 「母親 」と呼 ば

れて いるすべての女性のために書かれた ものです。

１． 母親は 自分が本来一人の人 間，それも特別 な人 間で あること

を忘れて いるので はあ りませんか ？ ．

母親は，毎 日の生活 と家族の世話に奮闘 して自分 自身 を完全 壱と念

れて いることが しば しばあ ります。 母親 は本 当に理解 され，身近 に

感 じ られ，重ん じられてはいません。 母親 とはあんなものだとい う

ただの習慣的な存在にみ られています。１いつ も変 らず ，進 ゆで奉仕

して いることが母親を地味な存在に しています。生活 と奉仕 は相互

的な ものです。母親は，家族の者 が母親 のために働 く特権 を取 り上

げて はな りません。 自分 自身を尊重すれば，人 か ら，もっと尊重 さ

れ るようにな ります。そ して母親 は，本来 の特 別な人 間 となるた め

に， 自尊心を持 ち，それを持 ち続 けるだけの時間を作 る必要 があ り

ます。

２． 自分が妻である とい うことを忘 れてはいませ んか ？

女性の中 には，最初の子供が生 れる と妻 であることを忘れて しま

う人がいます。 それか ら母親 は完全 に母性本能 のと りこ と な り ま

す。 そして夫は，少 しで も自分 の方に注意 を向けさせ るつ もりでも ．

彼女が母親 にな ったのだか らと納得 しなければ な りませ ん。妻が失

に こんな気持を抱 かせる とした ら， この妻 は大 きな過 ちを犯 し宅い

ます。なぜな ら，夫に とって妻 であ り，愛す る者で あるということ

は，人生に おけ る最大の特権の一つだか らです。

夫 とい うものは，子供 が母親 を必要 として いるの と同』じように，

妻を必要 としているのです。 そ して女性 は両者 にとってよ き存在 と

な るζとがで きるのです。

．３． エプ ロンのひもをきつ く結 び過 ぎてはいませんか ？ ．

固い結び 目を作 っている母親 がいます。 そ ういう母親の子供た ち

の生 活は，本当に子供 らしいものでは な く，母親の生活の延長に過

ぎなし）ものにな っています。母親 の仕事 は，子供を押 えっ ける．こと

ではな く，母 として世話 をする ことにあるのです。

４。 子供 と共に生 活 しているのではな く，子供のために生活 して

は竪ま章んか ？ ，一

両親 は 自分 の息子 や娘 を所有 して いるのではあ りません。 この 子

供 たちは，天 父な る神 か らごく短 い期間貸 し与 えられて い るの で

す・ 自分 ρ子供 たちを成長 さ章 るのは・母殺の特権であ ９・義務 尽

のです。 毎 日一歩ず う，子供 たちが歩 けるよ うに教え ます。子供 た

ちに代 って母親 が歩 いて やる ことはで きません。子供 が生 れたその

時か ら１独立 心のある人 間にさせ るのが母親の しごとです。 自主 的

で，正 直で ，・親切 な大人 に成長 し，「この家族社会を くり返 す用意が

子供 たちの生 活の中にできているのを見 たら，母親 は どんな に誇 局

しい気持を持 つことで しょう。 その時が来た時，母親 は深 く息をう

いて，体 を後 にそち巷で腰 をのば し，子供や孫た ちと楽 し く過 すの

です。

５。 小 さな子供 に多 くを期待 しす ぎてはいませんか ？ 子供 は小

さな大人ではないのです。

子供 に大人 のように行動す ることを期待すべ きではあ りませ ん。

経験が行動を左右す るのです。 そ して子供 はいま経験 をつ んでいる

のですか ら，年齢 にふ さわ しい行動をす るよ うに とのみ期待 すべ き

です。母親 が絶えず，子供 に とって不可能 な ことを期待す るな らば

．子供 は自信 ζいゑものを まった く失 って しまい ます。

６：’家庭外あ ことにあま り熱 中 しす ぎていませ んか ？

母親が家庭以外の ことにあま り熱中する と，その代償 は高 くつ き

ます。子供 は常 に世話を して くれ る母親 の保護 を必要 としているの

です。 家族の心が一つで，平安か どうかは，母親 が自分の家族のた

めに払 う注意 と思いや りと愛の大 きさに直接比例 しそい ます。母親

の愛情が うすい と悲惨 な結 果を招 くことにな ります。

７． 子供 た ちが従 うべ き行 ないをは っき りと教 えて いないので は

ありませんか ？

母親が手本を示 す ことは何 に もまさる強 い力 を持 って います。子

供は母親がいかに行 動 し反応 するかによ って いつ も影響 を受 けて い

ます。 子供 は明確 な手本 を必要 として います。子 は親のかがみ とい

う言葉があ りますが，．母親 の責任 とい うものは，こ ういうものなの

です。

８． 自分の娘や息子 に紳 士淑女 にな りなさい と教 えでいな いので

はあ りませんか ？ ．

自分 の子供 に淑女 らしく，・紳士 らしくふ るまって ほ しい と思 うな

ら，母親が親 切に上 品に礼儀正 しく，て いね いに，優雅 にふ るまわ

ねばな りません。 もし母親 がいつ も淑女で あるなら， その娘 もまた

淑 女 とな り，息子 は，淑女 をど う扱 うか を学び， そ していつ も紳士

でいる ことで しょう。

葦 ゴー キアの：セシズを失 ってはいまぜんが ？∫

．母稗 に家庭 （ρバ ランスを とるひン ドルの役 目を してし嘆 す６です

か らいつ も快 活でなけれ ばな りません。非常 に多忙な毎 日の生活の

中 かちデ緊張 が生 じやす いものです。 そ して母親は ユーモナのぜ ン

洛 を失いがちにな ります。．母親が生活 に変化をつ けるのです，，太 陽

の輝 き も明るさも母親が発散すべ きものです。 そうすれば，生活が∵

あま りに も固苦 しくなる こともな く， また生 きてい るごとの楽 しさ

を失 うこともないで しょう。

１０．疲 れ切 って しま うまで働 いてはいませんか ？

母親 の仕事 は際 限のない ものだ とい うのは真実ですが，疲れ切 っ

孝母親 とい う．ものは，ほとゐ ど価値のな いものです。 単調な骨折 り

仕 事 とい うのは快 い言葉 ではあ りませ ん。．そ して も し母親が 自分の

一：生 を奴隷 のよ うに あ くせ く働 いて過すな ら， その言葉に１へまわ し

いも の とな ります。家族 ，愛 ，快活 さ， ユー 毛ア，協力 とい った言

葉 が，単調 な骨折 り仕事 を洗 い流 して くれ ます。．これ らの言葉が持

っているそれぞれ の意味 を良 く考 えて毎 日の生活 に適用す るように

努力 しま しょう。 この努力 がなされたな ら，生活は楽 し く，’そ して

母親 ばすばち しび ものになるに違 いあ り．ません。『 ’ ．

３５工
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会 の教師 として， あなたは自分の重要な責任教

を十分に知 り，福音を教えるとい うチ ャレン

ジに応 じるために絶えず主の助けを求めなければな

りません。次の提案を霊感 と証を受けるための助け

に して下 さい。

計 画 をす る 時の注意

１． レ ッス ンを計画 す るた あに きま った時 間 と場

所 を とって お く。 聖典， テキ ス ト， 教 師用手 引 き，

聖 徒 の道，紙 鉛 筆 な どの必要 品を手 近 かに準 備 し

て お く。

２． 祈 る。一 番 の計画者 で あ る主 に相談 しつつ，

３５２

計画 を始 め る。 これ は主 の福 音で あ り， あ なた はそ

の子供 た ちに教 えて い るのであ る。 レッス ンの資料

を計画 した り，発 表 した りす る ときに助 けを請 う祈

りは， 「みた ま」 によ り教 え るため の第一 条件 で あ

る。

３． 主題 を書 き留 め る。 主題 は レッス ンを教 え る

根底 で あ る。 レ ッス ンを一 つ の主 題 に定 め るこ とに

よ り， それ に焦 点 をあて， 教師 と生徒 の両方 が 同 じ

方 向 に向か うこ とがで きる。 そ して そ の主題 にそ っ

て教 え るため の副題 を書 きいれて， レッス ンの ア ゥ

トライ ンがで きる。

主 題 を決 め るため に祈 りを もって レッス ンの テキ



ス トを読 む 。 その レ ッス ン全 体 の 目的 を心 に留 めて

お くことであ る。 生徒 の生 活 に どの教 えを と り入 れ

て ほ しい のか， お もな原 則 を捜 し， それを文章 に書

く。

４ レ ッス ンの 目的 を明確 にす る。 レ ッス ンの 目

的 は， 生 徒が主 題 を理 解 した時 に ど うふ るま うかを

述 べ るこ とで あ る。 レ ッス ンの二 回 目を読 み，各 生

徒が その主 題 を理 解 した ことを示 す だめ に どん な こ

とが実 践 で きるか， その方 法を考 え る。 「生徒 は こ

６．

していることを満た しているかどうかを知 る必要が

ある。．あなたが述べたことを 自分は行 なっていたか

どうかを知 らねばな らない。 「生徒が主題を把握 し

る ことがで きるで あ ろ うか。

ｃ 応 用 ：各生徒 が （１）授業 中 に， ② レ ッス ン後 に

その主 題 を応用 す るた めに，私 は何 をす るこ と

・が で き るだ ろ うか。

あな たの行 な う レ ッズ ン活動 を書 き出す。

評価 す る ： 生徒 は， 自分 が レッス ンの要求

の福 音 の原則 に従 うことを示す た めに何 が で き る

か」 を考 え る。 生徒 が知 って い る ことにつ いて， あ

るいは知 って い る ことに従 って何 かをす るよ うに導

くことがあ なた の 目的 であ る ことをいつ も忘 れて は

な らな い。 レッス ンの 目的を書 き留 め る。

５． レ ッス ン活動 の計画 を立 て る。 レッス ンの 目

的 を決 あた ら，次 の ことに答 えて み るこ と。

ａ 説 明 ：生 徒 に主 題 を説 明す るため に， 私 は何

をす るこ とが で きるだ ろ うか。 （後 にあ げ る教

材 の項 を参 照）

ｂ 話 しあい ：主題 につ いて 生徒 が（１）生 徒間 で話

しあ う， （２）教 師 と話 しあ うた めに， 私 は何 をす

た か ど うか は どの よ うに して知 ることがで きるか」

を考 えて み る。．この よ うな評価 は， 生 徒 に聖 旬調 べ

を チ ャ レンジ した り， レ ッス ンの結 びの時 に レ ッス

ンの内容 に基づ い た質 問 を した りして， ロ頭 や筆記

で授業 中 に も試す こ とが で き る。授業 のあ とで は，

特 別 な ことを した り， 次 の 日曜 日まで に進 歩 の記録

を用意 した り， 記 録表 を使 って， 主題 の応 用 につ い

て評価 し考 え るよ うに生徒 に勧 め る。 評価 の方 法を

選 び， それ を書 き留 めて お く。

乳 宿題 を 出す ： 適 切 な宿題 によ り．生 徒 は教

え られ た福音 の原則 を生 活 に取 り入 れ る。 この こと

を考 えな さい。 「生 徒 に（ａ）今 日の主題 を実行 に移 さ

３５３，



せ （実 践）， （ｂ）来 週 の レッス ンを準備 させ る （読 書，

実践） た め に， 私は 何が で き るだ ろ うか」。

各生 徒 に与 え る宿題 を書 く。

８． 教 材を見 つ け る ： レ ッス ンの内容 を ２度読

んだ後 ，主 題 と副題 とを効 果 的に説 明す るたあ に，

あ るい はそ の主 題 と副題 につ いて の クラス討 論 を活
　

発 にす るた めに， 必要 な 教材 を決 め る。ｒ

ａ 視 覚教材 ：絵， 実 物教 材， 図表， ス ライ ド写

真 ， 映画等

ｂ 聴覚 教材 ：レ コー ド， テープ レコーダ ー，生

徒 の話 等

ｃ 人 的資料 ：教 え られ る福音 の原則 を生 活 の実

際面 に示す人生経験 をも？人が誰かいるだろ う

か。生徒 たちはその人に好意をいだ くであろ う

か。

教材を作 るか手に入れるか しなさい ：聖徒 の道や

教会 の他の雑誌を捜 した り，教材係や ワー ド部の図

書係 に尋ねてみた り，近 くの専門家を訪問 した りし

なさい９

３項か ら７項まではよいレッス ン計画に絶対必要

なことです。 あなたの計画にこれ らを取 り入れたと

き， あなたはレ ッスンの準備にもっと満足で きるよ

うになるで しょう。

今 月 の 前 奏 曲
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だ れで も， 水 と霊 とか ら生 まれ な けれ ばジ 神

の菌 に はい る ことはで きない。 ． ・

ヨハ ネ ３ ：５

子供 日曜学校

私 は主 が 命 じた も うた ことを行 って行 う。

１ 二・一 フ ァ イ ３ ７
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毎日の計画的な運動は

報 い あ る 健 康 の 法 則

で あ る

ズ職 ミ

“、 １

’塾
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会で，私たちはたばこやアルコールや熱い飲料の有害
教

な影響にはずいぶん注意を払っている。 しか し，もし

実践 したな ら精神的，肉体的に良いものをもた らすその他の

健康の法則には，しばしば注意を怠っているσ

職業，活動，趣味の追求，娯楽の楽 しみ，毎日の家事雑用

において，人の手をわず らわす仕事がオー トメーシ ョンに変

わってきている。運動水準の低下に伴って，社会には緊張を

引き起 こす要素がふえている。

ジ ョセフ ・ス ミスの友人の話 によ ると，１８３８年，予 言 者 がギ リシ

ヤ語 と ラテ ン語を勉強 してい る時， 「彼は勉強に疲 れ る と， 自分 の

運動 のた めに，子供た ちとゲー ムを した もので した。 そ れ か ら，ま

た前 のように勉強 をして いま した 。」
「ウィ リアム Ｍ．オール レッ ド長老は， か つ て予言者 が， 次 の

話を引用 して，子供たち と遊ぶ ことは理 にかな って い ると言 うのを，

聞いた ことがあ ると言 っています。」
「あ る予言者が何か楽 しそ うに，木 陰に座 っていると ころへ ， １

人の狩人が弓矢を持 ってや って来て，休 んで い る予言者 を見て とが

めま した。予言者 は狩人 に，弓はいつ も張 りつ め ていますか と尋ね

ま した。狩人 は，いいえ と答 えま した。予言者 が， なぜ で すか と尋

ねる と，いつも弓を張 っていた ら，弾力性 が な くなって しまいます

と言 いま した。予言者 は，心 も同 じことで， いつ も心 を張 りつめて

いた くはないので すよ， と言 いま した。 ． ’ザ

（１９３４年 ユタ州 ソル ト・レー ク市 ， デゼ レ ト ・ニ ユー スプ レス発．

行， ヱ ドウィン Ｆ．パ リー編集， ’』
「予言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの物語 」 Ｐ．２８，２９，３１よ り）

ウ イ リ ス Ｄ． ウ イ ン

私たちは，オー トメーションにより仕事か ら逃れようと努

めて，緊張を減 らす大切な肉体の活動をおろそか に して い

る。肉体の活動は人体に有益な結果をもた らすと い う こ と．

を，私たちはずっと以前か ら知っていた。 しかし現代の問題

と要求により，私たちは，健康の法則としての運動に特別な

．注意を払わなければな らないのである。

肉体の健康

「肉体の健康」という言葉は幾つかの面において考えられ

る。病気にかからず，肉体の状態が調整されていて調子が良

ければ，人は肉体的に健康であると感 じるか も知れない。

健康についてのもっと深い考えには，上にあげた普通の健

康や気分の良さと共に，次のような他の要素が含まれる。活

気をもって行動 し，熱意と活力をもって義務と責任を果たす

ための力を生み出す源，社会的活動 市民活動∴娯楽活動に

とりくもうという熱心な気持，時々身にふりかかっ・てくる緊

急事態に応 じる肉体的，精神的な備えである。

健康 は与えられるものではない。アルコール，たばこ，熱

４ ・

諾
・… ！ ！
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い飲料を慎 しんだり，適度の食事をしてさえいれば自然に得

られるものでもない。むしろ信仰のように，培わねばならな

いものである。充分に身体に注意 し，正 しい食事を取 り，肉

体の働きをよく理解 して，規則的な運動をする こ と に よっ

て，その健康が得 られるのである。

運動の型

健康は個人的なことなので，運動は個入の好みと条件に基

づいて勧めなくてはな らない。健康を得 るための運動には幾

つかの型がある。 １ Ｌ ’

１． 抵抗性運動

これ らの運動は１つの筋肉を他の筋肉に，あるいはいくつ

かの筋肉を抵抗性のある物に対抗させるものである。 ６秒か

ら１０秒間静かな収縮を行なうこの運動は筋肉を強 く大きく発

達させるのに役立つ。体格は立派になるが，それ自体で健康

が増進されることはほとんどない。

２．」 バランス運動

この運動は，体の動き，すなわち関節と筋肉の一連の動き

を必要 とす る。柔軟体操，重量上げ，ゴルフクラブの振 り，

蹄鉄投げは典型的なバランス運動である。それ らは力，柔軟

性，平衡感覚，筋肉の共同作用を発達させるのに良 く，長時

間充分に行なうならば耐久ガを発達きせることができる。

３． 集中運動

短時間に強い力を，肉体に要求する活動は，この型に分類

される。水泳，ランニング，自転車 レースのようなものは，典

型的な集中運動である。肉体的に多 くのものが要求されるの．

で，これらの運動は体の状態の良い人のためのものである。

４， 持続運動あるいは 「アエロビ・ックス」

．乙の呼び名はケネス ♂クーパー博士による。これ らの運動

は，成人のほとんどに必要 とされる，循環器系統を強める運

動である。散歩，水泳，スキー，サイ クリング，ハン ドボー

ル，ゴルフカー トに乗 らないで行なうゴルフは，少 しずっ始

めて規則的に一定期間続けるならば，持久力を強めて肉体の

健康を促進する。

トレーニング計画の効果

肉体の健康か ら得 られるものは何であろうか。

アメリカ心臓協会は次のように言っている。

「仕事で肉体労働をする人は，事務をする人よりも心臓発

作にかかる傾向が少ない。そ してもし彼 らが心臓発作にかか

ったとしても，人生の後期に起 こり勝 ちでそれほ ど重 くな

い……ｏ

規則的な運動は，心臓発作の危険を減 らす と同様に，即効

的な利益を ももたらす。．

３５６』

血液の循環は体の全体をよい状態にする。趣肺，心臓，他の

諸器官及び筋肉のすべては，さらに効果的に働きあう。

あなたはもっと丈夫になり，疲れにくくなる。

毎日に対する意気 ごみが生まれ，緊張 と過労に対する抵抗

力は強 くなる。運動は，積み重なった緊張によいはけ口を与

え，休息 と睡眠はくつろぎを与える。

あなたの体重を正常に保つことは容易である。ひどい太 り

すぎは心臓発作の危険を引き起 こす。

より良い姿勢とさっぱ りした姿は，外見をひきたてるもの

である。心臓病の危険要素の一つであるコレステロールの量

を少なくできる」

医師，生理学者，心臓学者，心理学者による研究発表では

規則的運動を している人たちは，さらに長 く働 くことができ

疾患についてもさらに抵抗力を増 し，緊張 と心配が少なくな

り， 日常生活にあってもっと生産的になるであろうというこ

とを常に指摘 している。

どのように始めるか ・ ＼

顯 羅 の緬 を始めるにあた り，次の。とに従濾 さい。

１． 健康診断を受けて，あなたの計画を医者 と話合いなさ

い。医者の考え，勧告，注意を求める。 （毎年の健康診断を

健康の １つの目安にするべきである）

２． 計画 と目標を立てる。あらゆる年令層や好みに合った

多くの運動のプログラムがある。

３． 運動の予定表を作 り少 な く と も週の内の ３日， １日

３０分から１時間の予定を立てる。

４． 過度の運動 とけがとを避けるために，幽っ くり始めで

しだいに強 くして行 く。あなたの現在の状態は，形をなすま

で二，三ヵ月の時間をかけることである。

５． 堅実に行なうこと。目標を達成するためには時間と努

力がいることを知って単なる思いつきや近道を避けることで

ある。

６． 楽 しいやり方を見出すこと。単なる 「運動」はつまら

ない単調な仕事となってしまうか もしれないからである。

７． 継続すること，その報いは，努力するだけの価値ある

ものである。

８． 散歩，ハイキング，スキー，水泳，ボーリング，園芸

のような，家族みんなで行なう活動を計画 しなさい。

私たちには智恵の言葉に従 うことにより 「走れ ど も疲 れ

ず，歩けども気を失うことなからん」という約束が与えられ

ているが，肉体の運動はこの約束の実現に大いに力をそえる

であろう。
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友 は Ｍ ＩＡ で で き る
卜

せ，そうすれば見いだすであろう」と主 は言 わ れ「捜

た。友を捜す人は，その友をＭ ＩＡで見出すであろ

う。忠実，誠実，愛，創造性など，次々にあげ られる標準 と

理想は，Ｍ ＩＡの会員に認められる。毎週行なわれるＭ ＩＡ

での交わりは永遠の友情に達するための機会である。

多 くの 「宣教師便覧」の見返 しに，ジョセブ ・スミスの言

葉が印刷されている。それは 「柔和に，冷静に行きなさい。

信仰や宗教組織のことで他の人々と争 うことなく，十字架に

つけられたイエス ・キリス トとその教えを宣べ伝え，確固と

した道嶽 て歩みな、、㌔ 。れを私はいま しめとして伝え、

る。 これを守 らないすべての者は頭に迫害が下されるであろ

う。 しかしこれを守る者は常に聖霊に満たされるであろう。

私はこれを予言として告げる」という言葉である。

Ｍ ＩＡはこの予言を成就する組織 の一つである。なぜなら

Ｍ ＩＡのプログラムは，信仰や宗教組織のことで 人 と争 わ

ず，教会員，非教会員とを問わずにあらゆる人に開かれてお

り，柔和に冷静に確かな道を求めつつ，毎 日の生活における

福音の原則を語ることによって十字架につけられたイエス ・

キリス トとその教えを宣べ伝えているからである。Ｍ ＩＡの

クラスでは，宗教のいかんを問わずあらゆる青年男女は業績

達成賞を受けることができる。それは，世の中の男女が，体

も心も清い人々とまじわる良い機会である。外面の容貌は，

心の喜びと汚れない思いからのみ生 じる，若人のほほえみと

生気を伝える。

Ｍ ＩＡでは１６歳 と１７歳の少女たちはローレルの誓いを守る

ことを宣言する、「人生の出発点に立 っているローレルの私は

捜 せ ば 自分 の もの に な る偉 大 な宝 を 目 の前 に見 て い ま す 」

・ １２歳 と１３歳 の ビー ハ イ ブ の少 女 た ち はい っ し ょに 声 を そ ろ

え て 「私 は女 の子 だ とい う ことを 大 切 に考 えま す 」 とい う言

葉 を繰 り返 す 。 ， ．－．

１４歳 と１５歳 の マ イ ア ・メイ ドは シ ン ボル と して 犬 ラの清 純

さを持 ち， そ れ を毎 日の生 活 に実 践 す るｑ

１８歳 か ら２５歳 まで の グ リー ナ ー には ，正 直 ，忠 実 ，緯 潔 で

愛 あ ふ れ る人 々 が集 め られ る。

１２歳 と１３歳 の ス カ ウ トは 「名 誉 にか けて行 な お う⊥ との言

葉 に よ って， 為 す べ き仕 事 を 熱 心 に果 た す。

１４歳 か ら１８歳 まで のエ クスプ ロ ー ラ とエ ンサ イ ンは， 探 求

し指 導 性 を身 につ け， 良 い しもべ とな る ど とを 目標 に か か １

ず レ

げ， そ れ に 向か って まい 進 す る。 諺 ■ ∵… ・
虚

Ｍ・ンは・ 「生涯樋 じて人類 撮 良頒 献力・でき誌 ケ ．

に，私自身を純潔に保つため，積極的に悪に対抗す るため，「１．

謙遜さと男 らしさの模範を示すため，真 のスポーツマンシッ

プに従うために，最善．の努力を払 うことを心か ら誓います」

との誓いをする。 １レ

上の誓いと行動の原則を堅 く守 る入々のまわりには，永遠

の友情を固め，すば らしい経験 と喜びのある人生を送るたあ

の機会が多 く約束 されている。 これらの友情の素地はＭ ＩＡ

にある。それは福音の原則を日常生活に応用す ることを若人

に教えるＭ ＩＡ活動の教室内に，‘あるいはＭ ＩＡあ主催する

さまざまな行動の中にある。彼 らは， 「イエス ・キリス トに

ついて宣べ伝え」， これを実践する時に，教師や仲間の中か

．、．ら， 自分だちの真実の友を見出すのである。．． 、 一、＿． ＿、

３５７



権 能 ですって？

何 をす る権能 ですか

３５８

若人 のペー ジ

蛙 技 が終 っ て か らの こ とで した 。 土 入 の 青 年 が ，飲
躍兄 物 を待 ちな が ら話 し合

って い ま した。 二 人 の 話 の

内 容 は，普 通耳 にす る こ と とは異 質 の こ との よ うに 思 わ

れ ま した 。

「神 権 の権 能 で す っ て
。 どん な意 味 で お っ しゃ って い

るの で す か。 確 か に ほ くは祭 司 の職 に按 手 聖 任 され て お

りま す し，聖 餐 の祝 福 の手 助 け を して い ます 。 で も， 権

能 と言 わ れ て も… …。 ぼ くは権 能 を もっ て い る の で す

か 。 一 体 ， 何 をす る権 能 を で す か 。」 と， 若 い 方 の青 年

が言 い ま した。

も う一 人 の青 年 は， 考 え 深 そ うな感 じの人 で， 微 笑 を

浮 か べ な が ら言 い ま した。 「ぼ くが 伝道 に 出 る前 に は，

ち ょ う ど君 の よ うに考 え た もの だ った。 ぼ くも理 解 で き

て な か っ た。 あ る 日， 一 人 の婦 人 が 病 気 の子 供 を連 れ て

や って来 た。 そ の人 は， ぼ くに何 か を期 待 して い るよ う

す だ った。 ぼ くは と言 え ば， とにか く一 生 懸 命 お 祈 りを

した んだ 。 一 体何 を した らよ い のか 確 信 を得 たか った し

神 様 に助 けて 欲 しか っ た。 そ の時 ぼ くは気 が つ い たん だ

よ。 その 人 は 自分 で神 に祈 ろ う と思 えば ， い く らで も お

祈 りはで きた んだ。 そ れ な の に こ こに来 て い る と い う こ

とは， 他 で も ない ，神 権 の 助 け が欲 しか っ た んだ と。 そ

れ で，ぼ くは両 手 を子 供 の頭 に おい た 。神 は そ の子 をい や

され た。 こ の時 以 来 ， ぼ くは神 権 とは， す な わ ち権 能 だ

とい う こ とを知 っ た んだ。 神 権 とは ，若 い人 達 を訓 練 す

るた め の別 名 な んか で はな い ん だ。 神 権 を もつ人 は， 神

と協 力 して， 非 常 に偉 大 な事 柄 を為 し とげ る こ とが で き

るん だ。 神 は， ぼ く達 が こ の よ うに 力 を つ く して い る時

に ，特 別 な方 法 で祝 福 を与 えて 下 さ るん だ。 今 は ， は っ

き り と この こ とを知 って い る。 そ して ， この こ とは， ぼ

くが い か に生 き て い くか とい うこ と に非 常 に 多 くの影 響

を与 え て い るん だ よ 。」

あ な た の場 合， あ な たが 持 って い る神 権 は ど う で す

か。 あ な た の生 活 に影 響 を与 え る こ とが で き る重 要 な 事

柄 を 考 え た こ とが あ ります か。 次 に その た めの チ ェ ソ ク

リス トを あ げ て お きま す。

ω あ な た の友 人 が 事故 で大 けが を しま した。 あな た

は， そ の 場 に 居 合 わ せ ま した。 一 体 ， あ な た は何 が で き

るで し ょうか 。

〔２） あな た の 所 属 して い るチ ー ム が ス テ ー キ部 内の 競

技 に参 加 す るた めに バ ス で で か け ます ． み ん な は乗 り込

み ま した。 一 体 ， あ な た は 何 が で き るで し ょ うか 。 ｋ

（３） 学 校 で， あな た と同 じ委 員会 に所 属 して い る女 の

人 が， 教 会 につ いて も っ と知 りた い と言 い ま した。 一 体

あ な た は， 何 が で き るで し ょ うか，

（４） あ な た の お父 さ ん は教 会 の 会 員 で は あ りま せ ん。

しか し， 妹 さんが 重 大 な決 意 を す るの に あ な た の助 け を

必 要 と して い ます 。 一 体 ， あな た は何 が で き るで し ょ う

か。



人 々 の

悪 しきくわだて
管理監督 ジ ョ ン Ｈ． バ ン デ ン バ ー グ

浴

合で対戦する前に相手方のようすを偵察す るのは，ス
試

ポーツではあた り前のことになっています。相手チー

ムの総合的な戦術を分析するこのやり方は，相手方の奮闘を

妨げられるような，有力で効果的な防御方法を工夫するため

に行なわれます。

今 日主は，全 く同 じような方法で，私たちが正義に敵対す

る者の戦術に備えるようにと要求されています。主は非常に

明確な言葉で私たちに警告されました。すなわち 「………末

の世に於て悪 しきを企つる人々の心中に現在存し，また将来

在 らんとする悪 と企図とのために………」（教義と聖約 ８９：

４）と。．

＝これらの くわだてをする人たちの主な目標は，私たちの肉

体と力です。サタンは世の初めから，神の子供たちの肉俸を

滅ぼし，彼 らの思いと行動を支配する力をとることをね らっ

てきています。昔，カインをそそのか してアベルを殺させた

時の動機ばこれであり，現在ではこの動機は非常に明白にな

っています。サタンは非常にずる賢 くふるまっています。肉

体を損 うような，あるいは，肉体と精神を奴隷にして しまう

ような物質の使用を一・般化 しようとしたり，あるいは適当に

とじつけようとしたりしています。 このような方法で，サタ

ンはいろいろな場合に成功 しています。何百万 とい う人 々

が，自分の霊の宮居をタバコ，酒，・あるいは不道徳や破滅へ

と導 くような物を摂取することによって汚 しています。

しか し，近頃は，サタンは肉体をね らうだけでな く，人間

の力も奪い取 ってしまうという当初のや り方に立ち返ったよ

うに思われます。１９世紀 という，ごく近年になっ「てか ら，薬
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悪魅．

を向こう見ずに用いるといった悪 しきことが国々にはびこり ・

ました。

キリス ト教の宣教師か ら伝えられるところによれば，１９世

紀末から今世紀初めにかけて，セイロンでは，アヘンのため

にた くさんの村が絶滅 しようとしていました。このような村

に足を踏み入れてみると飢死せんばか りの動物たちが目につ

き，建物は朽ちはて，人が生存 しているような徴候はほとん

ど見当 りませんでした。１８９７年だけでも，１８，２８５ポンドのア

ヘンがセイロンに輸入されたと報告されています。

他 の国で，同じような苦 しみを味わったの は イン ドで し

た。１８９９年，英国領 インドでは，５６４，０００エーカーにわたっ

てけし （アヘン）が栽培 されており’ました。 しかも， この国

では当時も，そ して現在 も大勢の人々が飢えているのです。

中国も，同じように破滅へ導かれるような策略にとらえら

れた国でした。１９世紀の間に，無数の家族が貧乏のどん底で

あえいでいました。 というのは父親たちがアヘ ンの常用者に

なっていたか らです。 この悪習を続けるために自分の妻や娘

を売ることは，男たちに．とっては珍 しいことでほなかったよ

うです。

中国では，アヘン常用癖は三代 目，四代 目，あるいは五代

目の子供にさえも現われることがあります。 この傾向の非常

に強い子供は， ６時間毎にアヘンの煙を顔に吹きつけないと

ひきつけを起こすのです。

このような時代に中国を訪れた人々は，時々，ほとんど死

にかけている乞食が食物ではな くてアヘンを求めて寄 って来

たと報告 しています。

今まであげた国の人々は薬を勝手きままに使 うことによっ

て，精神 も肉体も虜にされて しまったのです。今 日では， こ

のような悪 しきたくらみが不合理な主張によっておおい隠さ

れてはいますが，それでも私たちは当時と同じような状況に

直面 しているのです。 くわだてをする人々は，ある種の薬に

真実をすっか り歪めて しまうような唱い文句をつけ て い ま

す。たとえば，ＬＳＤのような特別な幻想の薬を 「心を豊か

にする薬」といった風に呼んでいます。 しかし事実は，個人

に与えられた最も貴い恵みであり，権利でもある，自分自身

の心を制御 し支配する力を奪われてしまうことに な るの で

す。

ある若い男が，’友人たちの強い勧めにあってスリルを味わ

うためにＬＳＤを飲む決心をしました。友人たちか らは，す

ばらしい経験だよ，たぶん美 しい色を見ることができるし，

ここちよい音楽 も聞けるだろうと言われました。けれども，

時によっては悲劇的な経験になるということは教え られなか

ったのです。 カリフォルニア，・ベン トウラの地区弁護士は，

この若い男め経験を物語 って次のように言っています。Ｔ Ｌ

ＳＤの作用で，彼は狂暴になり，父親と母親を殺そうとしま

した。両親の悲鳴が隣家の人の耳に入 り，ついにこの男はと

りおさえられました。今は，彼は精神病院に入院しており，

医師は回復するのを期待 していないと言 っております。 この
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男は大学生で，成績は優秀ですば らしい男で した。でも，今

では彼の人生は破壊されて しまいま した」

科学者は，ＬＳＤを飲むことはたとえて言えば薬学のロシ

アルーレットのようなものだと言っています。薬の濫用で何

よりも恐ろしいのは，薬を用いる人が，自分の心を支配する

力を気まぐれな化学の力にゆず り渡 して しまうことです。

■ＳＤが不妊症や暴力と結びついていることから，この薬

の使用を公然 と主張する人は少なくなってきたようですが，

これに代 って，いわゆるあまり強 くない薬，たとえばマリフ

ァナ （インド産の麻で麻酔剤になる）を使 うことがすすめ ら

れてきています。あまり強力ではないと言っても，本質的に

は同 じことです。 マリファナの服用者は自分の精神を，予測

しがたいような，時には暴力的な結果を生むような薬に引き

渡 して しまうのです。いわゆる無害の雑草を提供 している人

々のたくらみを，見てみま しょう。

このような人々の動機は，若い人たちをヘ ロイン，モル ヒ

ネ，あるいはアヘンといった薬の相当重症な中毒者にしてい

くことにあります。

ソル ト・レーク市の学区で行なわれた調査結果は，喜ぶべ

き状態を示しています。つまり，若い人たちの肉体を汚 し，

精神をとりこにしようというもくろみにだまされた人はほと

んどいないのです。．

教会の若人たちにとっては，敵のたくらみは非常に明白な

ことなので しょう。主は忠告されています。 「あなたがたは

神の宮であって，神の御霊が自分のうちに宿 っていることを

知 らないのか。もし人が，神の宮を破壊するなら，神はその

人を滅ぼすであろう。なぜなら，神の宮は聖なるものであり

そして，あなたがたはその宮なのだからである」 （１コリン

ト ３：１６～１７）

だれであっても，許可な しに他人の心を侵すことはできま

せん。なぜな ら，その人自身が自分を治めるあるじなのです

か ら。人は自分の運命を決定す る力をもっているのです。人

は自分の造 り主である神を信頼することができます し，この

ようにすることによって自分にとって何が一番よいものなの

か知っていますか ら，今さらそれを試 してみる必要はありま

せん。

．’私たちの肉体 と精神は神か ら与えられた最も高貴なもので

す。 これなくしては人生の目的を達成することが で き ませ

ん。 このためにこそ，サタンは実に巧妙に人を誘惑 し， この

神からの恵みをひき渡すようにしむけるのです。神権保持者

として，教会の若い女性として，正義のために戦いなさい。

あなたの御霊の宮居を汚す もの，あなたの精神を損 うものか

ら自分を守 りなさい。あなた方の内一人 といえども， この悪

しきくわだての虜になってはな りません。あなた方はたくら

みを知っています。神 と指導者の忠告に忠実であれば，それ

に打ち勝つことができます。福音の計画に従 うこ と に よ っ

て，あなたは人生のどの試合ででも敵を打ち負かすことがで

きます。



大会説教 第１３９回年次総大会より

ダニエ ル の解 き明 か した石

チ ャー チ ・ニ ュ ー ス 編 集 員

ジ ャ ッ ク Ｅ ジ ェ ラ ー ド

「… … そ の像 を 撃 った 石 は
， 大 きな 山 とな っ て全 地 に満 ち

ま した」 （ダ ニ エル ２ ：３５）

予言者ダニエルが，ネブカデネザル王の見た夢の中の，粘

土の足をもった大きなけだものについて解 きあかした時，彼

は，石が神の王国で，それは大きくなってついに世界中をつ

つむと言 った６

最近行なわれた第 １３９回年次総大会の記録を見 ると，福音

は世界中ほとんどの地域に宣べ伝え られて，その石がますま

す勢いを強めていることがわかる。

大管長会書記のジョセブ ・アンダーソンが，土曜日午後の

部で年次報告を行ない，１９６８年の暮れには教会員が２，６８４，０７３

名になったことを発表 した。

アンダーソン兄弟はこの一年間に７０，０００人以上の改宗があ

ったことを， １３９年前に教会が組織された時の ６名という人

数 に比べながら指摘 した。

１卵 ０年 ４月 ６日に こ ろが り始 め た 傍石 」 は勢 い を増 して ，

教 会 員 数 は １０年後 に ３０，０００人 とな り１８５０年 に は６０，０００入 に な

っ た。

さ らに， ’百年 を経 て １９３０年 ４月 ６日に開 かれ た大 会 の時 に

は， 会 員 数 が ６７２，４８８名 を記 録 し， 聖 徒 た ちが ソル ト ・レー

クの谷 に入殖 して一 世紀 の ちの １９４８年 に は， １，０１６，１７０名 を

数 え た。

昨 年 は教 会 員 の大 多数 ， ２，２０７，８７６名 が完 全 な組 織 を持 つ

ス テ ー キ部 に属 し， あ と の ４７６，０９７名 が８３の伝 道 部 に属 して

い た。

１９６８年 の暮 れ には ， １９６７年 か ら２５ふ え て ス テ ー キ部 は ４７３

に な っ た。 １９４８年 １２月 ３１日現 在 の ス テ ーキ部 数 １７０に比 べ て

３０３とい う飛 躍 的 な発 展 で あ る。

１９６８年 に は， 独 立 支部 と ス テ ーキ部 内 の ワー ド部 が合 計 で

４，３８５を数 え， そ の う ちの３，７２１が 完 全 な組 織 を持 っ ワー ド部

で あ る。 そ の ほか に伝 道 部 管轄 下 に２，１１２の支 部 が あ る 。
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前 年 の統 計 報 告 に よ る と， ４４８の ス テ ー キ部 に３，５４４の ワ ー

ド部 が あ り， そ の ス テ ー キ部 内 に あ る ６２２の独 立 支 部 を 足 し

て 合 計 は ４，玉６６で あ る。

ス テ ーキ 部 や 伝 道部 に お け る宣 教 師 の働 き も同 様 に め ざ ま

しい。

男 女 の宣 教 師 によ る努 力 の結 果 ， ６４，０２１名 の改 宗 者 が バ プ

テ ス マ を受 け た。 １９３０年 と１９４８年 の報 告 を見 る とよ く比 較 で

き る。

た とえ ば， １９３０年 に は ６，７５８名 の 改 宗 者 が バ プ テ ス マ を受

け葬 。 バ プ テ ス マ数 は１９４８年 に１０，４７１名 を 記 録 し｛ １９６７年 に

は ６２，２８０名 が教 会 に 加入 した。

そ れ に つ け加 え て １９６８年 に は， ス テ ー キ 部 や 伝 道 部 で

５３，４８２名 の子 供 が バ プ テ ス マ を受 け た。

教 会 員一 千人 に つ いて の死 亡 率 は ご くわ ず か上 昇 し， 出 生

率 は少 し下 降 した。 ．た とえ ば一 千 人 に対 す る出 生 の 割 合 は，

１９６７年 に２７．５５人 ， １９６８年 に は２７．４９人 で あ る。 死 亡 者 は １９６７

年 が ５．０５人 で １９６８年 に は５．１７人 で あ る。

「主 の大 い な る恐 るべ き 日」 が 来 る前 に死 者 のた め の代 理

の働 きが 行 なわ れ る とい う， 予 言 者 マ ラキ の予 言 が 成 就 され

つ つ あ る こ とは， 記 録 に 明 らか で あ る。 、

１９６８年 に， 死 者 の た め の儀 式 が ６，２１８，７５０生 者 の た め の儀

式 が ５４，８９５， 合計 で ６，２７３，６４５の儀 式 が １３の神 殿 で 行 な わ れ

た。

４，５６５，７６６の儀 式 が 行 な われ た １９６７年 に比 べ る と， か な り

の増 加 で あ る。

イ ン ス テ ィチ ュ ー トや セ ミナ リー をふ くめて ， 教 会 の学 校

に登 録 され る教 会 員 数 も相 当数 増 加 した。 教 会 の さ ま ざ ま な

教 育 機 関 で 学 ぶ 学 生 の数 は２１５，６０２名 で あ る。

教 会 が 発 展 して い る こ とは ，神 権者 が２６，８５０名 ふ え た こと

で も明 らか で あ る。

１９６８年 １２月 の終 りに は， ア ロ ン神 権 者 が ３３９，４９６名 ， メル

ケ ぜ デ ク神 権 者 が ３２１．３９４名 ， 合 計 して６６０，８９０名 に な った。

教 会 の補 助 組 織 を見 て も， 会 員 数 ，登 録 人 数 ， 平 均 出席 者

ｉ数 が ふ え て い る。

た とえ ば， 扶 助 協 会 会 員 数 は ３１１，８７１名 ， 日曜学 校 の平 均

出席 者 数 は ８７８，９０１名 ， ＹＷ Ｍ ＩＡ ， お よび ＹＭ Ｍ ＩＡ登 録

人 数 は， そ れ ぞ れ３３７，８１９名， ３２３，７４５名 ， プ ライ マ リ ーに 出

席 す る子供 の人 数 は４６０，９７５名 で あ る。 ’

お び や か さ れ る

家 庭 デビ ド α マ ッケイ大管長

（子 息 ロバ ー ト Ｒ ． マ ッケ イ に よ る代 読 ）

愛する兄弟姉妹のみなさま，今朝自らの経験を思いまわり

を見渡す時に，私の心は強 く動かされます。主 の祝福 と教会

員のみなさまの信仰と祈 りを，かつてないほどに深 く感謝 し

ております。福音の回復と，それに伴って全世界にもたらさ

れる栄光の訪れを，そして，神が生きてましま し，その愛す

る御子イエス ・キリス トが世の救い主，蹟い主であられるこ

と，私たちがその子供であり，不死不滅に復活 して御許に再

び帰 られるよう，主が私たちのために計画を備えたもうたこ

とを，深 く感謝 してお ります。

この一年に教会がめざま しく発展 したことや，一致 して献

身的な教会幹部，役員たちの働きに，また補助組織の役員，

ステーキ部，定員会， ワー ド部，伝道部，ひいては教会員一

人一人の信仰と忠実と奉仕に感謝いたします。そして，とり

わけ，私たちがあらゆるものを統べたもう主の御力 と導きに

信頼 し頼れることを感謝いた します。

この歴史的なタバナクルに集っておられる来賓の方々，政

府や教育界の指導者のみなさま，十二使徒会地区代表，各地

から来 られたステーキ部，ワード部，補助組織の役員，』教師

の方々，またラジオやテレビに見入る会員や友人のみなさま
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第 １３９回教会年次総大会にようこそおいで下さいました。心

よりの歓迎を申しあげます。

この数ケ月間，私は，誤 った理想 と苦悩に満ちた世界にお

ける人類の福祉について考えておりました。罪が増 し，おき

てと秩序が軽ん じられ，離婚がふえていく結果，家庭は崩壊

します。悪に伴って不道徳がはびこり，人の自由という価値

ある原則が，否定 されないまでも，おびやかされている今日

世界中の人々が，今までにもまして祈 りをもって思慮深 く熱

心に，世の不幸の原因をさが し求め，勇気をもって雄々しく

人生 のより良 き道を選ばねばならないのは今という時であり

ます。

入類が救い主，主なるキリス トの教えに思いをあぐらし，

これまでにも増 して多くの人々が態度と行ないを確立すべき

時は今であります。大勢の人々が心と生活を変えるのでなく

ては，世界はますます混乱をきわめて，私たちの文明は分裂

の危機に瀕するでしょう。

世の人 々の心が神か ら離れていることは，悲 しむべき事実

であります。ほとんどの人は神の栄光によらず自己を宣伝 し

たいという気持にうながされて日々を生 きています。不敬の

心は明白に現われています。

世界には敬神の心が必要です。放縦ではな く自己訓練が必

要です。キリス トと共に 「父よ，……わたしの思いではなく

みこころが成 るようにして下さい」（ルカ ２２：４２）と言える

力が必要なのです。キ リス トは平和をもたらすために来 られ

玄した。キリス トの道に逆 らうことは，争いと論争を激 しく

す るばか りです。主ではな く人間が，おそろしい争いと悲惨

を招いているのです。戦争は不正な指導者のよこしまか ら起

こります。自由が勝利をおさめ，平和が来てはじめて私たち

は戦争’の終結と人々の善意を望めるのです。

それ らの事実がはっきりと現われている今日，誠意ある人

々はみな，戦争をひき起 こした悪を認識 して，神の御助 けに

よりその悪を永久に消滅させようと決心．しようではありませ

んか。不法と圧制ではなく，’正義と自由が勝利をおさめねば

な りません。 くり返 して申．します。「人々が心を変えて新 しい

理想に目覚めるまでは，戦争はなくな．りません。 」，

．大いなる民を築きあげ永続させるための基となる大切なも

のは家庭であります。特に民主国家において，国民の知性あ

る秩序正 しい家庭はその国の力です。秩序ある家庭において

私たちはこの地上にありなが ら天国を経験できるのです。赤

児が母親に抱かれてはじめて安 らぎを覚え，母ｉ親のほおず り

にはじめて愛情を感 じ，母親のやさしさに， この世に愛ある

ことをはじめて知るところは，家庭であります。

私は，第二次世界大戦の時に，４０名の若い軍入 と共にプル

マン式車両に乗 りあわせたこどを覚えています。彼 らは立派

な若者でした。話を している時に一人が私に向かって，． ド私

の父も髪はまっしろですゴと言い，言葉をかみしめるよケに

さらに続けました， ド今，年とつた父の白い髪が とてもなつ

か しいです」。彼 らは海外へ派遣 される前に訓練 として野営

し

噸 一 一・

しに行 く途中で した。彼 らは人の自由意志だけでなく，神聖

な家庭や愛する人の権利を守るために兵役につい た の で し

た。軍隊に入ったあの若者は家庭や家族の人たちを愛 してい

たゆえに，死の危険がせまる敵：地へ向かったので した。

現在，米国の家庭を崩壊させる一つの原因は，子供を育て

るという責任をおろそかにしなが ら結婚の喜びを求める人た

ちがいるζとであります。家庭に子供を迎える決心をする時

には，’知恵と深い思慮がなくてはなりません。

若い人たちが，家庭造 りは十代の時か ら始まることを知る

のは，大切なことであります。祝福を受けて生まれる子供の

健康が，両親の結婚前の行ないに左右されることが しば しば

あります。

男性 も女性 も若い時代に将来の幸不幸の基礎を築 くことを

印刷物，あるいは説教壇か ら，また特に家庭のなかで，前に

もまして強 く警告 しなくてはなりません。特に若い男性は自

らの身体を清 く保つことによって父親の責任をひきうける備

えを為 しジ家庭を築 くにふさわしい恥 じるところのない者 と

してその責任を受けられるように，準備をしなくてはなりま

せん。ふさわ しくない若者が父親の責任を受けることは，人

をだますより悪いことであります。妻や子供の将来は，男性

が若い時代をどう過ごすかにかかっているのです。

女性にも，母親であることがいかに神聖なものかを教えま

しょう。人生のうちの創造の働 きに携わる時，私たちは神聖

な領域に足を踏み入れるのです。ですか ら，若い女性が，子

供を罪と不幸に束縛 される世界へ送 り出さないために身体を

清 く美 しく保たねばならないことを知 ることは大切でありま

す。気高い人格を受け継いで汚れなく出生することは，幼年

時代最高の祝福であります。若い時に人生を娯楽の道具とし

て浪費 したり，有害な薬や罪深い習慣にふけって，子供に足

かせをはある権利は， どの母親にもありません。民族の母と

なるべき人たちは， 自分のた≧δに子供を罪や弱さや欠陥をも

ってこの世へ送 らないように，正 しく生活 しなくてはなりま

せん６

「おくめんもなく弱さや欠点をさらけ出す手段にとびつく
」

とシェイクスピアが言ったように若い時代を過 ごしてはなり

ません。

今 日の世界における最大の悪は不品行であります。．ジョセ

ブ Ｆ。スミス大管長が残 した言葉を くり返 したいと思いま
ロ 　 ゼド

す 「性的な罪による恐ろしい不幸は，今 日の社会を外から内

まで醜 くかえて しまういまわ．しいガンである。’それは人生の

基をだめにし，まだ生まれない者にけがれた死の遺産を伝え

るものである」（インプルーヴメン ト エラ，、第２０巻 Ｐ．７３９）

不品行な生活をする若者は，女性の両親の信頼を裏切 り，

若い時に不品行に陥る女性は，未来の夫となるべき人を裏切

り，家庭における不幸や疑惑や不和のもとを築いているので

あります。 これに反対する学者の言葉に心を奪われないで下

さい。ただ，純潔は人生で最もほめたたえるべき徳であると

いう永遠の真理を心にとあて下さＵ㌔ それは男牲 の真の雄々

３舘



しさ，女 性の頭 に飾 られる冠であります。若い力を内に秘め

た男性はそれがまことであることを知 っております。それは

幸福な家庭に欠かすことのできないものなのです。確固たる

教会の標準を守れば，敗北はありません。世にありなが ら世

のものとならないでいることができるのです。なにものにも

まさって，純潔を守 りなさい。神は私たちに清 くあれ と命 じ

ておられます。 「あなたは姦淫してはならない」 とシナ・ｆ山

で主は言われました。（出エジプ ト ２０：１４）

堕落の勢いはますます世に広がっています。 しかし，１若人

が正 しい思いを抱いて高い理想を求めるならば，彼 らはそれ

に抗することができます。昔か ら続 く真理 と誤 りとの戦いは

激 しさを増 し，今は誤 りが優位に立っているかのように見え

ます。社会や政治や実業界に，モラルの低落があだち，敬い

と廉直の原則がなおざりにされています。

結婚に対する教会の見解は，教義と聖約４９章にある次の言

葉にはっきりと示されております。 「結婚は神の人に定めた

るところなればなり」（教義と聖約 ４６：１５）こ の啓 示 は，

１８３１年，ジ ョセブ・スミスが若年２５才の時に与え られ ま し

た。そ の時のことを老えてみる私たちは，ジョセフ ・スミス

が主の霊感を受けたということの確証を見出すのです。この ’

会場にはステーキ部，ワー ド部，定員会，補助組織の管理役

員が幾千人も集まっておられます。その方々に申 しあ げ ま

す。 この啓示に言われる通 りの結婚に対する気高い概念を擁

護し，理想の家庭の標準を低めようとする危険を 防 ぎ な さ

い。それは私たちの義務であります。

最 も気高い最良の人生は，高い理想をいただ く人生である

と言われています。若い人々が結婚を神により定められたも

のとして考える以上に高い理想があるで しょうか。そのよう

な標準を心に抱 く若人は，交際期聞中 もその標準に守 られて

やがては資格ある者 として愛を永えに続 く完全なものとする

ために神殿へ入ることができるのです。その標準をいただく

彼 らは，今と永世とにわたる幸福に大きな影響を与える伴侶

の選択に，神 よりの導 きを求めるでしょう。その標準は彼 ら

を清 く善良にします。彼 らを天の御父のみもとにひきあげま

す。そのような喜びは，・結婚と家庭に対する標準を高 く正 し

く保つ人々の得 られるものなのです。

時代の出来事を見れば，結婚の誓約の神聖さが非常におろ

そかにされていることが明瞭です。前 もって通知 しなくとも

二十四時間中，いつでも結婚式を執行する場所があります６

二人が待っているうちに結婚許可証がおりて式 も終 ります。

そのように安易に結婚した夫婦の多くが，失望と悲しみのう

ちに別れています。言うなれば，そういう場所は不道徳を公

認する場以外の何ものでもあ りません。それは，まことの理

想からなんとへだたっていることでしょうか。私たちは，・急

いで秘密に結婚 しないようにと，若い恋人たちに力を尽 して

警告 しなければなりません。
・また

，試験結婚を唱道 したり結婚外の関係を友情と同程度

に考えるなど， 「結婚をいや しめる」有害な印刷物を防 ぐこ

とが大切です。 も

両親であること，特に母親であることは神聖な責任であり

ます。人間の心は，奥底に，親たることをおろそかにできな

い何かを宿 しております。神は，子供や若者を守る責任を負

わずにはい られない心を，両親に植えられたのです。

責任を，家庭ではなく学校や教会という外のものに負わぜ

るという傾向が顕著になっているように見受けられます。外

における影響は確かに大切でありますが， しか しそれ らのも

ので１母親や父親の及ぼす影響に代えることはできません。

子供を常に見守 り，交わ り，訓練することは，家庭を完全に

保つために必要であります。

子供の性格は大部分１２才までに形造 られますｄ子供はその

期間に学校で過 ごす時間の１６倍，教会で過 ごす時間の １２６倍

を家庭で過 ごします。子供はそれぞれの家庭の姿を身につけ

ています。家庭があるべき姿の時にのみ，子供はあるべ き姿

に育つのです。植物栽培に秀でた科学者であったルーサー ・

バーバンクは，子供を育てるためには常に注意が必要である

ことを特に強調 して語 りました。 こう言っています。

「子供に自尊の心を教えなさい。草木をより良い方法で養

うと同じように，子供の自尊心を訓練 しなさい。自尊心のあ

る人間は，不正な利益を決 して求めません。また特 に， くり

返すことを忘れてはいけません。いつ もいつもくり返して影

響を与え，永久にやむことなく感化を与え続けなさい。

常に影響を与え続ければ，ついには消えもせず変わ りもし

ない特性として固定する，それが植物に特性を与えるや り方

なのです。だめだと思 って失望す ることはありません。あな

たは植物などよりはるかに価値ある子供の心を育てているの

です」

すべての子供 に与え られなくてはならない三つのことがあ

ります。それは （１噂 敬するに足 る名前 ②安心の気持 （３｝

進歩の機会，であります。家庭は子供に名前と社会での立場

をゆず ります。子供 は自分の家庭が友だちの家庭と同じよう

に楽 しく良い家庭であってほしいと思います。誇 りをもって

父親を指さしたい，母親か らは願 う導 きを感 じ取 りたいと望

みます。子供が母親の美しさ，やさしさ，清 らかさのすべて

に接するよう，正 しく生きることは母親の務めであります。

また父親は，子供がその模範にならって，良い市民，イエス

・キリス トの教えに真心か ら従 う者となるよう，正 しく生活

せねばなりません。

子供には，家庭を，「外の世界の悪と危険から守 られる場所

であると感 じる権利があります。そのためには，家族の一致

が必要です。

互いに思いやりのあるしあわせな両親，希望をもって一つ

の理想に向かい，自己を捨て，真心をつくして子供を愛す る

両親を，子供たちは必要としております。すなわち，円熟 し

た人格をもち，洞察力を備えて，子供に物質ではない進歩の

ためになる健全な精神の富を用意できる両親を，子供たちは

必要としているのであります。

３ｑ生
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，

離婚は， これらのものをほとんど子供か ら奪い去ってしま

います。最近私は，両親が離婚 したという，八才 の誕生 日が

まちかい少年から悲しみの手紙を受け取 りました。引用して

みます。 「デビド ０．マッケィ大管長さま，ぼ くにはお母

さんとお父さんのことで問題があります。お母さんとお父さ

んは離婚 しましたが，ぼくたち （兄弟や姉妹たち）はまたい

っしょに生活したいのです。 どうしたらよいか教えて くださ

い。ぼ くはあなたがだいすきです」 この子にとって，離婚は

何という悲劇で しょうか。子供をどんなに不幸にしたことで

しょうか。

アメリカ合衆国で年々ふえつつある離婚率は，国家の状態

をおびやかす問題であります。合衆国全体，あるいはこのユ

タ州での離婚率の上昇は容易ならぬ問題であります。

古代，近代の聖典によれば，キリス トの教えられた結婚の

理想は，固く結びついた家庭であり，離婚をひき起こす状態

は神聖な教えを冒とくするものであります。不信仰とその他

の特別な状態を除いて，教会は離婚をいましめています。教

会幹部は，教会員の間に離婚の数がふえていることを憂慮 し

ております。

主 の家で結婚の神聖な誓約を交わ した男性が，若く美 しい

女性に迷 ったがゆえに妻や家庭 と別れるならば，彼は誓約に

反逆する者であります。たとえ国家がその男に離婚証明書を

発行しても，彼は二度めの結婚を神殿で行なうにふさわしく

ないと，私は考えます。

夫にまことを尽 さず，わがままな望みゆえに家庭をこわす

女性も，主の家で交わした誓約にそむ く者であります。結婚

の絆を断つことは，人生で最 も悲 しむべき経験です。互いρ

愛の中に太陽のごとき暖かさを感 じてよりそってきた夫婦が

その光のなかに誤解 と不一致の暗い雲を見ることは，実に大

きな悲劇であります。それに続 く暗黒のなかで，互いにみつ

めあう愛の輝きは消え，それを再び取 り戻そうと努めてもも

はや無駄です。

ロマンチックな一時の喜びを求めたり独善的な目的のため

に，また，やがて直面する困難や誤解を予想もせずに行なう

契約として結婚を考えることは，厳 しく非難 されるべ き罪悪

であります。両親が別れたために子供が不幸になる場合はな

おさら罪悪であります。結婚はよく知 られている数々の目的

を満たすための神聖な関係であり，その目的の第一には子供

たちを育てるということがあるのです。結婚に対する軽薄な

態度，恐ろしい 「フリーセックス」の考え，手軽に離婚でき

る場所，それらは多 くの家庭を難破 させる岩礁であります。

家庭の崩壊を減 らすためには，今 日の世を風びする結婚に

ついての低い概念が，イエス ・キ リス トの教えたもうた気高

い概念に変わらなくてはな りません。結婚を神聖な責任，永

遠の誓約 と考えましょう。

結婚には責任が伴うこと，ただ喜びだけに終わる約束では

ないことを知るように，若い男女に結婚の理想 と責任を教え

なさい。男女間め清い愛は地上で最 も高貴なものであること

と，子供を養い育て ることは人間に与えられたあらゆる義務

のうちで最 も尊い義務であることを教えなさい。子供が家族

生活の神聖 さとそれに伴 う責任を知ってみならうことのでき

る，模範的な家庭を築 くことは，両親の義務であります。

結婚 は相互の奉仕であり，受けると同時に与えるものであ

ること，それぞれが自分の力のすべてを捧げてつ くすもので

あることを，二人が結婚の祭壇にぬかつく以前に知 るならば，

破綻する結婚は少なくなることで しょう。ハリエ ット・ビー

チャー ・ス トウは賢明な言葉を記 しています。 「はじめに，

人生を犠牲 と労働の求められ るものと知って雄４しく決意 し

なくては，まことの家庭を造ることができない。そうする人

のみが，天国に最も近い場所を地上に造 りあげるための力を

神より与えられるのである」 暫

結婚の誓約を永遠になが らえさせるために大切なもう一つ

のことは，神殿における結婚であります。神殿結婚を受ける

前に，二人はまず監督か ら推薦書をもらわねばなりません。

二人で個人的に監督のところへ行き，・監督｝ま責任において，

二人が受けようとしている責任の神聖さについて前にあげた

ことを強調 して教えます。彼 らはそこで，神権によって，結

婚の責任を受ける前に，その義務の神聖 さを教えられるので

す。 さらに彼 らは，神 の祭壇の前に純潔 と聖さをもって愛と

誓約を結び固める準備ができているか否かを確認されます。，

最後に，幸福な結婚のもととなる一つの原則があります。

それはまことの教会員の問で教え られ実践されている純潔の

標準であります。末日聖徒イエス ・キ リス ト教会には，ただ
一つの道徳標準 しかありません。男性にも女性 とまったく同

じ純潔が求められています。清い女性を伴い，藍督に神殿へ

入 るための推薦を願い出る男性は，女性に望むと同じ清さを

望まれています。

離婚率の増加とい う大きな問題を正しく解決す るためには

私たちがイエスを導き手とすることであります。イエスは，
「結婚は神の定めたるところなり」と言いたもうて，結婚関

係が神聖であることを教えてお られます６ （教義 と聖約４９：

１５）最 も特殊な状態を除いて，二人は別れるべきではありま

せん。キリス トの教会では，個人や社会の進歩のために家庭

が非常に大切であると教え られています。 「断つ ことのでき

ない絆でつながれ，どんな言葉にも崩れることのない愛によ

って結ばれている人たちは，いかに幸福なことでしょうか」
で ロ ギプ

聖 な る神 権 の権 威 に よ って 結 び 固 め られ る結 婚 は， 家 族 の関

係 と同 様 に， 今 も永 世 に も続 きます 。 「だ か ら， 神 が 合 わ甘

られ た も のを ， 人 は離 して は な らな い」 の で あ ります 。 （マ

ノレコ１０：９）

私 た ちが ， 家庭 と結 婚 の 誓約 を， よ り厳 粛 に真 心 と祈 りを

も って 考 え られ るよ う， イ エ ス ・キ リス トの御 名 に よ って 神

の祝 福 を 祈 り求 め ま す。 ア ー メ ン。
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それぞれの十二使徒の絵には番号がついています。 この番

号の順に十二使徒が選ばれま した。

１９６８年 ４月の総大会での説教か らの文がありますが，それ

ぞれに番号がついています。だれがそのことばを言 ったのか

知 りたいときは，文と絵の番号を合わせてみて下 さい。
「私たちが主の教えのとおり生活 し，主の手本を見習い，永

遠の生命に通 じる主の道に従うことができますように…」（１２）
「私は神様が生きてましまして，天 と地における最高の力

を持っていらっしゃることを知 っています。全人類の救い主

イ干ス ・キリス トの神性を証 しいたします」（１０）

「福音の聖なる儀式を行 うべ くつかわされている神のまこ

とのしもべはすべて，知っていると話 し，見たと証 していま

す」（８）
「キリス トの福音は，私たちが正 しい道に進むために持つ

ランプであります」（６）

「どんな政治組織も，神への信仰と道徳律 （きまり）が存

在するという信念の上に確立されなければ， 自由を維持する

ことはできないのです」（４）

末 日 の 十 二 使 徒 た ち

「この教会の指導者の声に耳をかたむけよ。そして正 しく

彼 らの後に従え。 もしあなな方が学問だけではなしに，信仰

によっても学びたいのならば」（２）

「私はここに集 っている人々がすべて，男であれ 女 で あ

れ，予言者の証を忘れない様にねがっています」（１１）

「祈 りは，人をけんそんにするものであります」（１）

「信仰を持 ちなさい。働 き，学び，そして備え を しな さ

い」（９）

「神は人間に悔改あを許 したまい， これを証す る我４に，

責任 にふさわしい力を与えたもうのです」（７）

「主は，主の律法を愛 し，その中に生 きるすべての者を祝

福されるであろう」（３）

「私たちがよろこんで認あるか否かにかかわらず，私たち

にとって大切なことは，神に従 うことであります」（５）

救い主が地上にお住みにな られた時，主は十二人を十二使

徒として召されました。 ここに，今 日主の十二使徒 として召

されている十二人の絵があります。あなたはこの人たちの名

前を知っているでしょうか。絵の下のあいているところに，

それぞれの人の名前を書けますか。

８２

１ ジ ヨ セ ブ フ ィ ー ル デ ィ ン グ

ス ミス

５ マ ー グ Ｅ． ピ ー タ ー セ ン

９ リ チ ャ ー ド Ｌ，． エ バ ン ズ

」

１

』



２ ハ ロ ル ド Ｂ ． リ ー ３ ス ペ ンサ ー Ｗ ． キ ン ボ ー ル ４ エ ズ ラ タ フ ト ベ ン ソ ン

６ デ ル バ ー ト Ｌ ．ス テ ィ プ レ ー ７ マ リオ ン Ｇ ． ロ ム ニ ー ８ リ グ ラ ン ド リ チ ャ ー ズ

［

１０ ハ ワ ー ド Ｗ ． ハ ン タ ー

齢卦

１１ ゴ ー ド ン Ｂ ． ヒ ン ク レ ー １２ ト ー マ ス Ｓ ． モ ン ソ ン

亀
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ボ ー ル は ね

ス ィ リー ン Ｓ デ ィ ビ ス

ボールはね，空まで高 くはずむんだよ

みんなが幸福で，歌 を歌 いたいと思 う時にね，

小 さなボールはどこへで も持 って行けるんだ

みんなのポケ ッ トの中に押 しこんでね

大きなボールは砂浜で遊ぶんだよ

大 きな波がきた時には，背中にか くすんだよ

ボールはね，子犬が後を追 うんだよ

みんなが緑 の しばふの中にボールを投げる時にね，

謹 １鈍
一 慶
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きれいな赤と青 と黄の しまもようのボールはみんな

の一番好 きな友だちの誕生 日にあげる’んだよ

そっと軽 い音をたててチ リンチ リンとなるボールは

こんど生 まれた弟や妹やいとこにあげるんだよ

ボールは急な丘を ころが りおちるんだよ

そ して誰 もが後を追いかけて走 るんだよ

ボールは石のかべにぶつけると大 きな音をたてるん

だよ

地面にぶつけると静かな音をたて るんだよ

ボールはお腹の上で ころが るんだ よ

くもや タコの様 に して歩 くんだよ

ボールは屋根の上に高 くあがるんだよ

もう一度下にお りて くるまで，皆 はじっとまってい

るんだよ

みんなはボールをついて

一人でにボールがはずむのをみつめるんだよ

そ してだれかが悲 しそ うな時にも

誰 も遊び相手のいない時にも

その人はみんなにわらいかけるようになるんだよ

そしてみんなの後を追いかけて一緒 に走 るんだよ

そして大 きな声で笑い

そ して クスクス笑い

みんなの新 しい友だちにな るんだよ

だってボールはみんなの一番のお友だちなんだ もの

潜， 〆

Ｌ
一 ・一ゴ ヨ

、 一、

膨． 彪ｉ

まヒゴ 　　「巨 ＝ ．’副
７ ．

一一 ｝輯
一、Ｎ

耀７ 一． 唄Ｎ誤

・縄 拗 修

． ，４ ’「 ．

ぷ 、 薩
Ｌ ■

複

懸
；１・壽

７



も

徳 ’を 以 て

汝 の 想 を 飾 る べ ．’し

氏ｉ

デ ビ ド （パ マ ツケ ィ大管長

（子 息 デ ビ．ド ・ロー レ ンス ・マ ッケ イ に よる 代 読 ）

愛する神権者のみなさま，よくおいで下さいました。みな

さまに，私牟ちに与えられている偉大な召しについて再びお

話できますことを感謝いたします。今夕，開会にあたり各地

に集まっておられる大勢の神権者のことを考えるにつけて，

その素晴 らしい人々の持つ力に圧倒される感がいたします。

今晩神をほめたたえるために集まっ１た幾千という神権者た

ちが行なうことのできる善きことについて，胸のふ くらむ思

いがしてお ります。

「世の広き畑には，いやしき地あり

ゃれ其処に主のため，．はだらき果てん

主の愛を知．りては，すべてをゆだねて

心の誠つ くさん み心のままに

主よ，みむねのまま行かん

海，仙 ，野を越え ’』

主よ，みむねのまま言わん

み 靭 ぢ に憩 博 さ ん」

（讃 美 歌 第 １００番 ） ． Ｐ；

：今 夕 この歌 を 聞 い た・み な さ まが ， あす は き の う よ り も良 く

そ の歌 詞 を 実践 しよ う と聖 い誓 い を な さ い ます よ うに。 善 を

行 な お う との決 意 に伴 う五 つ の徳 が ，私 の心 に浮 か ん で ま い

りま す。．・そ れ を あ げ て み ます 。

第 一 は信 仰 で あ ります 。 父 な る神 を信 じ．る信 仰 ， そ の御子

を信 じ る信 仰 ， 私 た ち の隣 人 を信 じる信 仰 で あ りま す。

第 二 は重 直 で あ ります 。 幼 な児 の よ う に誠 実 な こ と， 正 直

は 隣人 に 関 わ’る．もので ，．７あ らゆ る人 格 の 基 を な す＝もの です 。

も し一 日中隣 人 と不 正 直 に交 わ りな が らそ の二 日の終 りに祈

りを捧 げ る人 が い る な らば ， 「ハ ム レ ッ ト」 で王 が言 うよ う

１『：， あ な 牟 （ρ言 葉 １ま珊 ぶ 均『， 塗 ρ心 は声 ζ に残 るの で あ りま

す。 しか し， 正直 に交 わ 胤 な らば，
、主；嫉 あな た．の言 葉 を 聞 き

あなたの心からなる思いに答えたもうのです。

第三は忠誠であります。忠誠は素晴 らしい原則です。知人

の多くは忠誠をつくさないでしょうが，真の友人は忠誠をつ

くします。神権 に忠誠をつくしなさい。妻や子供や友に忠誠

をつ くしなさい。

神権をいただいている男性にこのことを注意いた します。．

サタンは，一番の弱点につけこんであなたを誘惑レようジ従

えようとします。主に対する奉仕をひきうける前にその弱点

によって自らが弱くなる時には，弱点がさらに加 え られ ま

す。サタンに抵抗 しなさい。そうすればあなたは強 くなりま

す。サタンは他の点であなたを試みるでしょう。サタンに抵

抗 しなさい。そうすれば，サタンは弱 くなってい＝き，あなた

は強 くなります。そしてついにあなたは，何事が起 ごろうと

もはっきりこう言えるようになるのです。 「サ タ ン 」～，退

け。 『主なるあ．なだの神を拝 し，ただ神にのみ仕えよ」 と書

し国てある」。（欽牢訳ルカ４＝．８）

！’私が こう申しあげるのは，神権を受けて大切な責任をいた

だいている人の中にも，・弱点をサタシに試みられている入々

があるために，心を痛める教会員が多いか らであります。主

と誓約を交わしたことを忘れ，徳と分別とを離れる人は，良

くない行ないに迷 って妻の心を痛めるでしょう。

１『私たちは家庭の幸福に関 して，地上の何 ものよりも神聖な

誓約を結んでおります。私の声を聞し～ているあなた方の中に

も，その誓約がいかに神聖であるかを忘れている人があるの

です。「十二使徒の兄弟たち，教会幹部，ステーキ部役員の方

々が，各地において若い人々に神殿へ行っ．て結婚す るよう勧

めています。 しかし，その誓約を受ける準備ができない うち

は，神殿へ行っではなりませル。 ・

神殿結婚は，この世で最もうるわしいことの一つでありま

す。その二人鵠 み 間ρ魂のうちに存す■る最 も神聖な愛によ

つ て， そ の場 へ 導 か れ ま す。・男性 は，雪 の よ うに清 く，陽 の光

の よ うに汚 れ な く， 母 とな る にふ さわ しい乙 女 ， 自分 の子 供

の母 親 とな るべ き花 嫁 を ， 正 しく誇 らか に見 つ め ます 。 若 い

長 老 の心 Ｑ なか に，．家 庭 の頭 と して信頼 す る女 性 が ， 聖 衣 を

づ け て誇 らか に住 ま う．こ とは素 晴 らしい こ とで す。、。』，．、

３６６：
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吟

彼女 は， 自らが母親たるにふさわしいと同 じように，男性

が父親たるにふさわしいと信頼 します。また，聖なる神権を

身にまとって，花嫁 とすべての人に自らの価値をあかしする

男性を信頼 します。

二人は共に主の家に立ち，主のみ前で，お互いやすべての

人に対 してその日に交わす誓約に忠実であることを，あかし

し，誓います。 この結婚は，人に与え られる最高の理想であ

ります。神聖なこの誓約が神聖なままで守 られるならば，心

を痛める妻や夫がはるかに少なくなるでありましょう。誓約

は神聖であります。神殿で結婚した男性には，聖歌隊や扶助

協会や管理会などで教会の責任をもって働 く若い姉妹たちに

目をとある権利がありません。あなたは妻に誠実であるとい

う誓約を交 しているのです。

神権を持つ兄弟たち，その誓約を忠実に守 りなさい。

私は，今晩この会に集まった大勢の神権者のみなさまに神

の家で交 した誓約を忠実に守 るよう，乞い願います。職場や

教会で毎日顔をあわせるためにより魅力的に思える人たちと

いっしょにいたいと思って，妻をおろそかにする権利を，あ

なた方は持っていません。人ごとのように思えるかもしれま

せん。 しか し私はあなたに申しあげます。涙にくれる婦人が

私のもとへ来て言いました。 「どうか，お祈 りをして下さい

夫が私のもとへ戻 るようにと，お祈 りして下さい」。その問

題についておそらく彼女には罪がないことと思います。その

ご婦人は自分にもいくらか罪があるとおっしゃいま したが，

私はその夫に罪があると思います。なぜならば，彼は神権者

であって，誓約を破 る権利はないか らであります。

神の 「みたま」は，他人の家族を破壊するのに手を貸 して

いる人には働きかけません。

「人生最大の闘いは，静かな魂の内部で行なわれる闘いで

あります。」

親愛なる神権者のみなさま，もう一度，静かに座 って自ら

をみつめて下さい。私にもあなた方にも，毎 日， 自分 との闘

いがあります。自分と闘い抜きなさい。そ して，まず家族に

対する自分の義務を知 って，選ぶべき道を決めなさい。家族

に不幸をもたらすような状態と，そのような人々を避けなさ

い。次に，あなたの属する定員会に対 して， どんな責任があ

るかを考えなさい。為すべきどんな責任を負 っているかを考

え，それを行なえる強さが自分にあるかどうかを考 え な さ

い。また三番目は，その静かな時聞に，教会に対する義務を

考えなさい。四番目には，隣人に対する責任を考えなさい。

「人生最大の闘いは，静から魂の内部で行なわれる闘いで

ある」というζとを忘れずに， 自分の義務がどこにあるかを

考えなさい。

あなたがどのような奉仕に召され る時にも，このことを指

標として覚えていなさい。

「あなたがどの慧 うであろとも，自分の持場をよく努めよ」

この言葉は，人を傷つけたり罪悪を行なうことではな く，道

徳的に法を守 って努力することを言うのです。前にお話 した

ことがありますが，私は何年も前，その言葉に感銘を受けま

した。私が伝道に出たばか りの頃，同僚のピーター Ｇ．ジ

ョンス トン長老とスコットラン ドのスターリング城のまわり

を歩いていた時で した。その日一日中 トラク トをしても冷た

くあしらわれるばか りで，ホームシックにもかかっていた私

は落胆 していました。

私たちが義務を怠って城のまわりを散歩 してから再び町へ

戻ると，建ちかけの建物がありました。驚いたことに，歩道

を歩いていた私の目に，その建物の正面 ドアの上の石に刻ま

れた文字が映りました。私はジョンス トン兄弟に， 「そばへ

行 ってあの文字の言葉が見たい」と言いました。

道路を半分もゆかないうちに，その言葉が読めま した。そ

こには 「あなたがどのようであろうとも，自分の持場をよく

努あよ」と刻んでありました。

私は同僚のところへ戻 って，その言葉を見て最初に心に浮

んだ人はだれだと思 うかと聞きま した。それは私の母校であ

るユタ大学の管理人でした。私は授業を教える教授に対 して

とまったく同じに，深い尊敬を，その管理人に抱いていまし

た。彼は自分の持場をよくつとめていま した。彼 自身の母校

でもあった大学のためにどんなにいっしょうけんめい授業を

手伝い，フットボールの服を用意 して くれたかを思い出しま

した。今 日にいたるまで，私は彼の謙遜さに深い尊敬を抱い

ています。あなたはなにものですか。あなたは神の神権を持

つ者， どのような召 しにあっても神を代表する神聖な権威を

持つ者であります。

私は人々と交わることを楽 しみとしています。友人と共に

いることが好きです。そ して，年をとるにつれて，キリス ト

の兄弟愛をもって交わることへの感謝が強 くなって行 きま

す。今晩，その気持を以前にも増 して深 く，．真心か ら感 じま

す。

今晩述べ られる教えの上に神が祝福を垂れたもうよう，主

に仕え，そのいま しめを守ろうという固い決意をもって大会

の場を去ることができるよう，互いに守 りあって，隣人や教

会幹部，地方の幹部役員，ステーキ部役員，一般の人々を悪

く言うことな く，教会を擁護 し正 しく生活できるように，し断

り願います。悪を語 るのを避けましょう。悪口や噂話を避け

ま しょう。悪いことを語 る人々の心には毒があります。悪口

は言われる人よりも言 う人の方をもっと損います。

アメ リカ合衆国においては，憲法が個人の自由を保障 して

います。 自由を奪おうとする共産主義者の計画を主が くじき

たもうよう，祈 りま しょう。

私は，三年前の大会の神権会の席上で共産主義に関 してお

話 したことについて，今 ここで少 し申 しあげたい と思 い ま

す。その神権大会で，憲法を学ぶようにと話したのち，それ
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を くつがえそうとす る。共産主義を警戒するようにと，こう

申しました。

「あらゆる人は政治上 自由な見解を持つ権利があると信 じ

それを尊重する教会は，中立の立場を固 く維持 しなくてはな

らない。我々は，憲法のもとに保障されている教会員の選挙

の自由をいささかも妨げるつもりはない。主は 「この目的の

ためにわが挙げたる賢き入々の手によりて」この憲法を制 し

たと言っておられる。（教義と聖約 １０１＝８０）。また，予言者ジ

ョセブ ・スミスは，その原則について，「憲法を永久に確立せ

レ１めたまえ」とカー トラン ド神殿献堂の時に祈 っ．た。アメリ

カのこの原則を守ることや，連邦，州の法律のもとにある政

体の確立や，それらによって守 られる人間の権利について，

教会はその信 じるところに従っていかなる貢献をも惜 しまな

い。

しかしながら，共産主義の問題に関する，教会の立場は決

して変 っていない。共産主義は，平和と栄えとをおびやかし

地の面に生きる人類の間に広まりゆく神のみわざをおびやか

す，最 も大きなサタンの力であると我々は考える。 （インプ

ルーヴメン ト・エラ１９６６年 ６月 Ｐ．４７７）

監督やステーキ部長は，さきほど述べたように厳正に中立

の立場を保たねばなりませんから，教会員は共産主義の危険

を知るためと言 って彼 らを運動に誘ったり，彼 らの地位を通

して支持をうながしてはいけません。また，共産主義を奉じる

運動によって教会員に考えを押 しつけ，会員の間に分裂を引

き起こしてはなりません。監督やステーキ部長や，教会の指

導者たちは，先頭に立 ってそのような特定の運動を他の教会

員に強いてはなりません。
－自由の保障される社会を くつがえそうという

，社会的，教育

的，政治的な影響力をよ く知 って警戒することは，教会員の

権利であり，義務であります。 しかし，私たち教会員の間に

分裂をきたすようなやり方でそれを行なうならば，．私たちの

目的そのものまでが破壊されてしまうでしょう。

さまざまな問題について異 った考え方を持つあらゆる国々

か ら，教会の改宗者が生まれていることを，決 して忘れては

なりません。’あらゆる国々に住むすべての教会員にキリス ト

の教義を教えて，どの国籍にあろうとも，あらゆる偽 りの思

想を防 ぐことができる力を与えることは，私たちの責任であ

ります。

来年度のメルケゼデク神権テキス トには， 自由，宗教と国

家，共産主義の危険など，福音の深い真理を学ぶために大切

な事柄についてのレッスンが含まれています。

それ らのレッスンを学ぶ神権者は，全人類を救おうという

主の計画に逆って義に対立する数々の力を， もっとよく知 る

ようになるでしょう。

大きな混乱と社会が激変する，．この時代にあって，神権を

持つ私たち指導者や教会員は，パウロの言 った訓戒をいつも
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忘れないようにしましょう。
「兄弟たちよ。わたしもまた，あなたがたの所に行ったと

き，神のあか しを宣べ伝えるのに，す ぐれた言葉や知恵を用

いなかった。

なぜな ら，わた しはイエス ・キリス ト， しかも十字架につ

けられたキリス ト以外のことは，あなたがたの間では何も知

るまいと，決心 したか らである」 （１コリント２：１～ ２）

私たちが真理を守ることを，いえ，それよりもさらに，真

理に従って生 き，家庭の中で真理をあか しするのを神は助け

たまいます。私たちは両親にどのような恩を受けているか，

はか り知れません。父親，母親であるあなた方両親は，それ

と同じ影響を子供 に与えていますか。神さまは，最後まで真

理に忠実に，必要ならばイエス ・キ リス トの福音に従って死

をも恐れないだけの影響を子供たちに及ぼす力を，あなた方

に与えておられます。その福音は，世の贋い主，愛する御子

イエス ・キリス トと共に予言者 ジョセフ ・ス ミスに現わたも

うた，私たちの父なる神を讃美する福音であります。御二方

はこの神権時代に御自身を啓示 したまい，そのみわざは確立

されて， もはや決 して取 り去 られたり他の人々の手に渡った

りはしないのです。

サタンは依然として勝利をね らい，その手下たちは今 日，

いまだかつてなかったほどの力を得ております。合理的なよ

うに見えて，しかしその実，罪悪であるイデオロギーの状態，

厳 しい状態にであう時の備えを為 しなさい。それらの力に対

抗するために，私たちは，授けられている聖なる 「みたま」

のささやきに頼 らなくてはなりません。 「みたま」は真実で

あります。

神はこの教会を導いておられます。教会に誠をもって従い

忠実でありなさい。家族に誠をもち忠実でありなさい。子供

たちを守 りなさい。独善ではなく模範たる父親として親切に

子供を導 きなさい。あなたの生活や家庭で神権を行使するこ

とによって，教会に寄与 しなさい。

終りにあたって，私が軍隊で働 く人々の犠牲をいつも心に

とめていることを，みなさまに知っていただきたいと思いま

す。彼 らが誘惑に対抗する力を得，模範的な生活を通 して人

々に証を伝えることができますように。

神は日々彼 らの訪れを受け入れる人々を求めて働 く宣教師

を祝福 しておられます。宣教師たちが悪の手に対抗 して，神

の王国建設のために働 くまことの僕となり得ますように。主

のみわざを推 し進めるあなた方すべてに祝福がありますよう

に。そして，このみわざがますます広まって，その神聖な目

的が達せ られますように。兄弟たち，あなたの召 しに忠実で

ありなさい。そうすれば，主はあなたを祝福 し，高め強めて
「下さ

います。

この偉大なみわざがまことであることを。・ｆエス ・キリス

トの御名によって証 しいたします。アーメン。

／

／
ヨ



勇気 あ る若者 と真 の雄 々 しさが

求 め られ る時代

デ ビ ド α マ ッ ケ イ 大 管 長

（子 息 ロバ ー ト Ｒ マ ッケ イに よ る代 読 ）

愛する兄弟姉妹のみなさま， この教会年次大会の閉会に際

して，私の心は， この三 日間に開かれた集会の中にあった兄

弟愛と素晴らしいスピリットとに対する感謝にあふれており

ます。

この場におられる方 も各地で聞き入る方も，出席 したすべ

ての人々は，より良い人間になろう，前より良い市民，国民

になろうという決意 と望みを抱いて大会を去るこ とで し ょ

う。私は，それ らの人々の思いに感銘を受けております。

しかしなが ら，この大会に集った方々には，人々の間でよ

り良い生活をするという責任がさらに加えられたのでありま

す。私たちは個人として，高貴な思いを心に抱かなくてはい

けません。いや しい思いや低俗な望みを抱いては な りま せ

ん。 もしそうであるなら，それらの思いは私たちの表ににじ

み出て，他の人たちに影響するで しょう。高貴な思想や望み

を心に育むならば，私たちが人に会い交わる時にそれ らの思

いはそのままにじみ出ます。

あらゆる人はみな， 自分の人 となりを放射 しています。す

べての人はそれを受けています。救い主はそのことを知って

おいでで した。救い主が人の前に出られる時は，それが過去

を持つサマリヤの女であって も，石で打たれようとしている

女や，政治家のニコデモや， らい病患者であっても，いつも

その入から放射 され るものを感 じとってお られま した。キリ

ス トが一人一人から放射されるものに気づかれたように，あ

なた方 も私 も人から放射されるその人とな りをかなり感 じ取

っています。私たちは，自分の人とな りど自分の放射するも

ので，まわりの人々に影響を与えているのです。

個人だけではなく，家庭についてもそのことが言えます。

家庭における行ないやそこで々わす言葉か ら出るもので，家

庭は私たちの人 となりを外に放射 しています。教会員である

男性は，家庭に溶いて汚ない雷葉でののしったり，妻や子供

に怒 りの言葉をあびせる権利を持っていません。神権を受け

内なる 「みたま」に忠実な者としてのあなたは，召 しと責任

において，それらのことを許されません。感情やきげんをコ

ントロールし，言葉に気をつけなさい。あなたは自分の人格

によって理想の家庭作 りに貢献するのです。なぜならば，そ

れらのことによって家庭はあるべき姿に作 りあげられるので

あり，その姿は隣人に放射されるか らであります。どんな困

難にあおうとも，平和と調和を作 り出すためにできることを

行ないなさい。

まことの己れに忠実な 嶺 、 旨 ・

私 すべての人の心には神聖なものが存在 しております。内　
なる神性に忠誠を尽す人は，主 と隣人に対 して誠実を尽す

鱗 しいと知っているこ に 叢 力一 は 聖な
、 写辱 、〉

失ない 其 ５ く 、 ’ ・ ７一
抗 して立ちあがると世に官雪

私たちは人を喜ばすたあに主張をやめるで しょうか。心か

らの奉仕でな く口先だけの奉仕を望んで，その主張をやめる

でしょうか。いいえ，違います。私たちは己れに忠実に，私

たちの内に存在する聖なるものに忠実に，与えられた真理に

忠実に立ちあがります。私たちは，まわ りをかこむ悪に，悲

惨 と絶望の暗やみへ教会の若人を連れ去ることを許 してはな

らないことを知 らねばなりません。一一
私たちは，人が二元の存在であることを知っています。人

間は動物が持っていると同様な欲求，感情を持つ肉の存在で

あります。 しか しそれと同時に，人間は霊的な存在で もあり，

動物本能に打ち勝つことが霊的な分野で進歩することである

と知 っております。霊性の実在を否定 して肉体の欲や感情だ
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けに従う人は，動物の世界に生きているのです。人は霊的な

存在者であります。真実の生命 とは，肉体の中に住まう霊で

あります。人は神の子であって，神の子たるべく崇高な者と

なることを望みあこがれる心を内に宿 しているのです。人を

低落させることではなく，その尊厳さを高めることが今大会

で強調 されてきました。

世界を動かしてきた人は，みな，ペテロ，ヤコブ，パウロ

などの古代の使徒たちのように良心を忠実に固 く守った人々

であります。ニューヨーク州パルマィラの宗教指導者たちが

聖なる森で神と御子を見，み声を聞いたということのために

少年ジョセフ ・スミスを迫害 した時，ジョセブ ・スミスは胸

のうちに主イエスに対する証を抱いて言いました。 「私は示

現を受けたのであるか らそれが事実であるのを身を以て知っ

ている。私は神がそれを知 りたもうことを知 っている。私は

それを打ち消す ことはできなかった。また敢て打ち消そうと

もしなかった。……」（ジ ョセフ・スミスの著 ２：２５）

ジ ョセ ブ ・ス ミス は最 後 まで 自 らの 証 に 忠 実 で した。 イ リ

ノイ州 カー セ ー ジ で殉 教 す る前 に， 彼 は共 にい た人 々 に言 い

ま した。 「わ れ は， 今 ほふ り場 に引 か る る子 羊 の如 く行 く。

され ど， わ が心 は夏 の朝 の如 くに穏 か な り。 わ が良 心 は神 に

対 しま た す べ て の入 に対 しい さ さか の替 め もな し」。 （教 会歴

史 記録 第 ６巻 Ｐ．５５５） ジ ョセ ブ ・ス ミスは ， 自 らの証 に忠

実 に， 真 に 男 ら し く生 き ま した。 彼 は真 実 の勇 気 を持 って い

ま した 。

それが，真理を守 る際に真の教会員の持つべき雄 々しさで

す。それが，同じ真理をもって教会の若人を導 く召 しに働 く

時に，私たち全員が必要 とす る雄々しさなのです。私たちが

国の歴史，世界の歴史の中のこの危機の時代に存在する偽り

や悪と闘う時に必要 とするものは，その真理であります。 一

真の雄々しさと行ないを示 して神によしとされるその一つ

が，私たちの理想を守り抜 く勇気であります。今は，現代の

病弊の万能薬として登場する惑わしの理論に流されることな

く，あわてずにしっか りと錨 につながっていなくてはならな

い時です。時代は，道徳 の標準を高 く掲げる勇気ある若者を

必要 としております。そこに，私たちは最 も真実な勇気を見

出すのです。．

最 も偉大な英雄は，書物でよく読むように戦場で見出され

るとは限 りません。家庭の中にも英雄を見出 しま す。 それ

は，若人の力を正 しく生か し，その精神を弱めると思 うこと

には敢然と対抗 しそれを非難する青年男女であります。

この狂気のような時代に対 して，教会はどのような警告を・

発 しているで しょうか。それは富める人 も貧 しい人 も，強 い

人も弱い人も，学聞のある人もない人 も，あらゆる人に対す

る言葉であります。教会は，神が宇宙を統べたもうただ一人

の御方であるばかりでな く，いかにいやしい者でも一人サ人

をいつも見守り導 く愛の神，正義の神にましまして２私たち

の御父であると，宣言 しております。教会は完全な組織によ

って，すべての人々に奉仕 し導きを与えて縦ますび それは卓
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越 して社会的な宗教であります。世か ら人を取 り去るのでは

な く，神権定員会や補助組織を通 して，社会の中に生きる人

間をより完全な神に似 る者 と為 し，彼 らによって社会の問題

を解決せ しめようと努める宗教であります。

人類の救い主が教えたもう原則は，すべてが人類の進歩成

長と幸福のための教えであります。その教えの一つ一つが，

まことの人生哲学に触れるものです。私は心よりその教えを

受け入れております。救い主の教えを学び，教えることは私

の喜びです。回復された教会のすべての面は，人類家族の福

祉に役立つのです。

私は若い方々に，勇気をもって，イエス ・キリス トの福音

と道徳を守 りなさいと申します。世は道徳面の英雄を求めて

います。人生で最も大切なことは， この世の世界で見出され

る発見ではな く，道徳の価値 と霊的な価値の存在を信 じる信

念なのであります。 「たとい人が全世界をもうけても，自分

の命を損 した ら，何の得になろうか。、また，人はどんな代価

を払って，その命を買いもどすことができようか」 （マタイ

１６：２６）すべてはこの言葉に尽きます。

イエス ・キリス トの真理の福音が最後に勝利をおさめるこ

とを信 じなく・ては，私たちが神の子供であることと神が存在

しておられることを誠をもって信 じることはできません。私

たちがそのことを信 じるな らば，現在の文化や世界の荒廃に

心をわず らうことが少なくなるで しょう。なぜならば，神は

もはや取 り去 られたり，他の人の手に渡った りは しない教会

を打 ち建てたもうたか らであります。神は生きておられ，そ

の民は神やお互いに対 して忠実でありますか ら，終局におい

て真理が勝利をおさめることについて，思いわずらう必要は

ないのです。

若い男女のみなさま，その証を自分に持つな らば，あたか

も弾丸も矢 も通さない不思議なよろいを身につけたかのよう

に，中傷 と虚偽 と悪風の暗い谷間をも勇敢に進み行 くことが

できます。 目には一片の恐れ もなく毅然として，頭を高 くあ

げることができます。誇 り高 く健康に輝いた肉体に活気あふ

れる血が脈 うつ時，あなたは自分の体内にさらに健全な世界

が開けるのを感 じることができます。あなたはすべてが終 り

には良きものとなることを知るでしょう。強い日光の前には

闇が消えてゆ くように，偉大な真理の光の前ではすべてが逃

げ去 ります。

真理を，導 き手，伴侶 となし，霊感を与える味方とする時

に，私たちは無限なる神 と親 しくあることを知ってふるい立

ち，ささいな苦労や悲 しみや人生の試練は，何 ら害するとこ

ろのない一時の夢のように過ぎ去 って行きます。

十字架にかけられた主が墓からよみがえりたもうたことを

思い起こすきょ．う，私はみなさまと全世界の人々に，末 日聖

徒イエス ・キ リス ト教会は，復活が実際にあったのみな らず

それは地上におけるキ リス トの神聖な使命を完成するもので

あったと信 じていることを証 しいたします。

キ リス．トが死後 も生 きておりたもうこど 全人類もそのよ



う に生 きて ， 各 々 は 次 の世 に お い て 自分 に最 もふ さわ しい 場

所 を 受 け る こ とを ，私 は心 の奥 底 よ り， 確 か に知 って お りま

す 。 ．．．．．

私 は ， 神 が体 を持 つ御 方 で あ って ， 祈 りに よ って み そば に
し

近づき，答えを受けることのできる私たちの御父にま します

ことを，子供の時から変らずに知っております。神が信仰に

よる祈りを聞きたもうことを知るのは，人生で最も価値ある

経験の一つであると思います。私たちの祈 りに対 す る答 え

は，いつもす ぐに直接自分が考えているような形でやって来

るとは限りません。 しか し，答えは来ます。願 う人のために

最 も良い形で，最も良い時に，祈 りの答えは来ます。

しかしなが ら，私の願いが聞きとどけられて，すぐに直接

に確信を得 られた時も数多 くあります。特にある時などは，

あたかも天父が私のかたわらに立って話 しかけたもうように

はっきりと答えが来ま した。それらの経験は私の一部となっ

てこれか らも記憶 と英知の続 く限り永久に心にとどまるに違

いありません。世の救い主は，私にとって本当にごく身近か

に感 じられます。神が御父であることを，これほどまでに深

く感 じたことは，いまだかつてありません。神は触知できな

い力ではな く， この世に道徳を教える力で もなく，創造の能

力を有 し体を持ちたもう御方，世の統治者，私たち人間の導

き手であります。あらゆる人々，特に教会の若い方々に，．天

の御父を身近かに感 じて公の時だけでなく，一人の時にも日

々，天父に近づいていただきたいと思います。教会員がその

信仰を持つならば，いただ く祝福は大きく豊かなものです。

人々の心は神が為 したもうことへの感謝であふれ，恵みを豊

かに授けられていることに気づ くで しょう。私たちが神に近

づくことができて，神から光 と導きを受けることができるの

は，事実確かなことです。私たちの心が照 らされて， 「みた

ま」に感動するのは確かであります。

神は教会幹部を祝福 したまい，私たちは今大会において霊

感に満ちた話を聞 くことができました。彼 らは，回復された

福音の真実なこと，父なる神 と御子イエス ・キリス トがこの

末 の日に予言者 ジョセブ・スミスに現われたもうたこと，完

全な福音が地上に回復されたことを証 しました。

私たちは，世界中の各地で働 く宣教師や伝道部長会に挨拶

と祝福を送 ります。あなた方の献身的な奉仕に深 く感謝 して

おります。

各地にあって国のたさ６に奉仕する教会の若人を，神が祝福

したもうように。あな允方一人一人に信頼の言葉 と挨拶を送

り，あわせてあなたに申 します。道徳的に己れを清 く保ちな

さい。軍人や水兵であることで，無作法や不節制や不道徳を

許されはしません。戦争 のひどい状態で他の人々は衝動にか

られてそれ らのことを為すかもしれません。 しか し，神より

与えられた神権を持つあなた方教会員には，それ らを行なっ

て罰を逃れるすべはありません。あなた自身の生活を美 しく

保つために，そ してあなたを信頼する人々のために，自らを

汚れな く保 ちなさい。あなた方一人一人の上に，神のみ守り

と導 きがあるようお祈 りいたします６

愛する兄弟姉妹のみなさま，共に働 く方々，私は主が与えた

もう力のすべてを尽 してあなた方一人一人を祝福 し，あなた

方が今のこの時から，神の導 きのもとにより忠実に，義務を行

なおうという決意を新たにできますよう，お祈 りいたします。

私の心は，あなた方の奉仕と，ここに出席 されたことと，

この機会にみなさまと交わる特権にあつかったことに対する

感謝でいっぱいでありますσ私のために して下さるみなさま

の祈 りと真心か らの支持を感謝いた します。 この福音は，私

たちが自制と克己によって誘惑の多い古い世を越えて，今 も

のちの世にも真実である霊の中に生きるための機会を与えて

います。

神があなた方一人一人の生活と，あなたの家庭と，教会活

動を祝福 したもうて，キリス トのために己れを失うすべての

人に安 らぎを与えたもうよう，主なる救い主イエス ・キリス

トの御名によってお祈 りいたします。アーメン。
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ヒ ュ ー Ｂ． ブ ラ ウ ン

ペテロ第一の２章 ９節に記録されているように，使徒ペテ

ロは，聖徒達に宛てた書簡で次のように述べています。 「し

かし，あなたがたは，選ばれた種族，祭司の国，聖なる国民

神につける民である」 １ペテロ２ ：９ （しか し，あなたがた

は選ばれた世代，権威ある神権者，聖なる国民，特別な民で

ある。〔欽定訳〕）

この特性は今日の聖徒にあてはまるものであると衆 目の一

致を見るか否かは別 として，少 くとも我々が良い意味におい

て特別な民であることは，ほとんどの人が認めるに違いあ り

ません。とは言 っても，我々を異な った民だと言 う人がほと

んどかも知れません。しばらくの間，私はこの違いについて

考察 し述べてみたいと思います。

国家と国民の間に存する対立 は，互いの無理解 という事実

に由来す るものであります。

こ こで 「理 解 もな く」 とい う詩 を 引 用 しま し ょう。

年が移 り行 く毎に

罪 と見倣され るほど

美徳に誤った考えを抱き

それに固執す る。

ふくて，人は理解 もなく起ちて倒れ

生 きて死す

神 よ， 人 に わ ず か なが らの

光 明 を与 え給 え，

人 が理 解 し得 ぬ もの を

裁 か せ た も うな。

神 よ， 人 を 互 に近 づ か しめ，

汝 に近 づ か し めた ま え

か つ ， 理 解 せ しめ たま え」

（トー マ ス ・ブ ラ ッケ ン著， ハ ル シ ア ンハ ウ ス 「イ ン ス

ピ レー シ ョ ン」 よ り１９２８年 Ｐ．１８８）
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私は，これから神の父たること，人の兄弟たることという

２つの主題について述べてみます。聖典には，永遠の生命 と

は神 とその遣わしたまい しイエス ・キリス トを知ることであ

ると記されています。

人について，ダビデと同じ質問をしてみましょう。 「人は

何者なので， これをみ心にとあられるのですか。人の子は何

者なので，これを顧みられるのですか」 て詩篇 ８ ：４）さら

に，関連 した質問をします。 「神 と入はどんな関係にあるの

でしょうか」

ジェームス Ｅ．タルメージ博士はこの点に関 して，要約

した答を述べています。

「この限 り無き気高さを持つ人間は何者なのか
。私は知る

限 りの事実に基 き，この質問に答えてみたい。人間は，宇宙の

いかなる惑星，太陽よりも神の目には偉大で重大で高価なも

のである。すべては人間のため：に創造された。宇宙の．万物は

神 の手により創造された。人間：は神の子であり，わずかなが

らこの世界で統治す る権限を与えられている。統治権を拡大

することが人間に与えられた特権である。諸天は神の栄光を

表わし，大空はみ手のわざを示す。地球および宇宙の創造物

は我々の想像を絶す る雄大なものであり， しかも，それ らは

次のように宜 うた創造主の言葉にある，いと高き目的を人間

が認めるための手段として存在し，かつ必要なものである◎

『見よ，これわが業にしてわが栄光，すなわち人に不死不滅

と永遠の生命とをもた らすなり』」

次に神に関して話 し，教えられ，信 じられてきたことに簡

単な検討を加えてみましょう。

１９世紀初頭，神は義を愛 し，邪悪を忌みたもうこと，愛と嫌

悪は当然感情であるのに，神は霊であり，形無 く，体を有せ

ず，部分無 く，感情無 き存在であると信 じられていました。

聖典 には神は，自分の形に人を創造されたと教えられてい

るにもかかわ らず，形無 き存在であると主張 して い た の で

す。実際，使徒パウロは，イエス ・キリス トは神の本質の真

の姿であると述べています。それでは我々は無形の存在の形

に創造ざれたのでしょうか。

神は決 して抽象的概念ではないと我々は主張 しています。

神は概念でも，極めて抽象的な原則でも，人格の無い勢力や

力でもありません。神は形を持 ちたまい，生きたもう御方で

あります。不完全である人間は神の神秘をすべて知ることは

できません。しかし，神が我々に似ておりたもうことは知る

ことができます。なぜな ら，神は御子イエス ・キリス トの神

聖な人格に託して我々に啓示 したもうたか らであります。実

に神は我々の父なのであ ります。

神が 自分の形に人を創造された時， 自らの形を失なわれた

わけではありませんでした。神は今もなお人の形 を した ま

い，我々の崇める聖められた睾全な体を有 したもうのです。

聖典は首尾一貫 して，御父と御子は別個の方であると述べて

います。古代の聖典および予言者が主張した教義すなわち人

は神の形に創造され，神は意識 意志，慈悲，公正 といった

人間の持つ性質を有 したもうお方であることを我々は再確認

しています。言い換えれば，神 は昇栄 し，完全になり，栄光

化されたお方なのであります。・

故ブリガム Ｈ，ロバーツ七十人最高評議員は，その晩年

の書物で，福音の原則に関し述べています。それを引用して

解釈 してみます。

前世，現世，来世の人間に関して，霊感を受けていない人

の教えと信条では，入の体は神により創造されたが，人の存

在の起源は地球であると教えている。肉体が創造される前あ

らゆる人々は英知 として存在 していた。英知とは，創造され

しにあ らず，また造 られしにあらずう実にかかるべきものに

あらざるなり，・我々が霊 もしくは霊魂と呼ぶ英知は，創造さ

れた存在でなく，永遠の存在であり，独立して存在す るもの

である。かように，人は，神聖かつ永遠の資質を備えている

のである。

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会 （モルモン教会）は，啓示

の岩の上に建てられた，ひときわ高 く，予言者を有し，霊感

を受けた教会であると主張 しています。当教会は，人に不死

不滅と永遠の生命をもたらすという神の目的に貢献するよう

人を召します。これは神聖な協力であり，全ての人ができる

ことであります。．これは， 「人の兄弟たること」の意味を増

し加えるものであり，単なる人生哲学ではな く，前世，現世

来世の神の御計画または青写真であります。 ．

福音は，人に永遠の進歩をもたらす終りなき教育機構であ

ります。事実，教育は我が宗教の一部であります。我々は，

神の栄光は英知なりと信 じています。

主は言われています。 「またわれ汝 らに一つの 誠 命 を与

う。すなわち汝 ら互いにこの王国の教義を教ゆべし」 （教義

と聖約８８：７７）

ここで，質問をしたいと思います。神と人の間に交通はあ

るでしょうか，’またかつてあったで しょうか。もし，、かつて

あったな ら，なぜ今はないので しょうか。

これは啓示の問題におきかえることができます。

１９世期初期のほとんどすべてのキリス ト教会には神から啓

示を与えられ，天使が訪れて知識を与え，天父の御意を述べ

ることのできる予言者 と呼ばれる人が人々の間にいた時代は
サ ゼド

あったが，伝え聞くところによれば，それ らすべてはすでに

終っているという考えが流布 していました。

古えにおいて，絶えざる啓示があったとい う信仰は万人に

受け入れ られたものであったようですが，正統派のキ リス ト

教会は，現在では啓示はあり得ず，キリス トの十字架上の死

と使徒達の死以来啓示は無 く，将来にわたっても啓示を与え

られると とは無 く，聖典は完成され他の聖典は出現せず，閉

じられて，天使は無 く，天の開かれ ることは無 く，神に話を

する権限を与え られた人はいないと主張 し続けています。こ

れ らすべてはすでに終 ったと主張す るのであります。
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聖 典 に は， 幾 人 か の予言 者 が 神 と顔 を 合 わ せ て話 を した．こ

とが記 さ れて い ます 。 （出 エ ジ プ ト３３：１１） た とえ ば， 出 エ

ジ プ ト記 に， モ ー セ は， あ たか も人 が そ の友 と顔 を合 わ せ て

話 を す るよ うに神 と顔 を 合 わせ た と述 べ られ て い ます 。 出 エ

ジ プ トの ３．章 ６節 で 主 は述 べ られ た 。 「わ た しは，『あ な た の

先 祖 の神 ， ア ブ ラ ハ ム の神 ， イ サ ク の神 ， ヤ １コ ブ の 神 で あ

る」 教 会 は， イ エ ス ・キ リス ト御 自身 を 隅 の か し ら 石 と し

て； 神 よ り霊 感 を受 け た使 徒 た ちや 予言 者 た ち とい う土 台 の

上 に建 て られ て い る と主 張 して い ま す６

一 般 に
，』我 々が 予 言 者 と言 う と，心 の中 で は，将 来 の 出来 事

　
コヒ の

を予言す る者，．これか ら起 こるであろう事を予告する者 と考

えます。．事実，「それは予言者の職務の一部であり，予言者に期

待されていることの一部であります。 しかし，予言者は本来

人４の教師であり，神につける事を解説する者であるべきな

のです。全能者の霊感が必ず予言者に与えられ，それによう

て予言者は理解 し，それをその時代の人々と将来の世代に恐

れず述べるに違いありません。予言者は，他人に見させる聖

見者であり，人々に導 きを与え，時代に光を与えるため神よ

り遣わされた教師であります。 これは予言者の基本的な職務

であります。

我々は，聖書の教えに基づき，アダムからキリス トが地上

に居 りたもうた時まで，すべての福音の神権時代に天か ら啓

示が与え られたことは，決 して異常なζとではないと言朋 し

ます。紀元ヅ世紀の初期より，背教のため一時代啓示が無か

ったことを認あます。末 日聖徒イエス ・キリス ト教会の設立

者は，神から，：偉大で，人間の力の及ばないような啓示を受

けたことを言明いたします。事実，彼は御父と御子の訪れを

受け目のあたりに見たのであります。そ して，その後，天使

が現われたのです。

すべての人には，活動 し，支配する特有の本質もしくは霊

というその人 自身が存在 しています。鈍いものであるかある

いは輝けるも．のであるか》 わずかであるかあるいは１巨大であ

るか，純粋であるかあるいは汚れているか， この霊は，目で

見，声で語 り，人それぞれに特有な形で現われます。 これを

我々は人格と呼びます。

人の救いに関して，神は自らの意志により，．ある人々，『天

使をその行った善悪あるいは行い得 る善悪にかかわ らず，永

遠の地獄へおとし，ある人々には永遠の生命と栄光を与える

よう前 もって運命を決めたもうた，それは人々の運命が神の

律法により決められているか らであると教えている人々がい

ます。』神が救おうとなさる者に対しては，神はいやおうなし

の慈悲により救いに導き，地獄へおとそうとなさる者は，た

とえどんなにもがこうとものがれることができないというの

であります。祈 りは救いと何 ら関係無 く，従順は罰を和 らげ

ることができず，義に飢え渇 くことが祝福 と，無関係なので

あります。．定められたる者は，永遠に死ぬしかないのであり

ます。キリス トを知 らずに死んだ者，．たとえば異教の民は，

地獄におとされるしかない， とこの信条を解説 した人は言い
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ました。 ． 一 』 「黛

またある人々は，キリス ト教の洗礼を受けずに幼児期に死

んだ子供は，終 り無き地獄へおとされねばならないと説いて

います。ある人々は，洗礼を受けずに死んだ子供を聖別 した

地に埋葬することを拒否 しています。事実 ．「地獄の半工一カ

ー」という特別の埋葬場所がある墓地が存在．しています。我

々は謙遜にダしか しながらはっきりと，「キリス トの購いによ

りもたらされた永遠かつ啓示された真理，すなわちすべての

人は福音の律法と儀式に従 うことにより救われ得ることを言

朋 しています。

ここで，救いという言葉 と地獄に落ちるという言葉の意味

について触れま しょう。古えの時代，一部は今 日でも続いて

いますが，この二つの言葉は天へ到達することと地獄べ定め

られることを意味すると教えられていました。前者すなわち

天へ到達することとは，時 と空間を超越 した神秘的な無限の

状態のどこかへ到達することであり，後者は」多 くの人々が

定められるところであるが，終 り無き苦悶と永遠の苦痛の場

所であるのです。

もし，人がわずかの差で天に到達 したら，天使や最も聖き

聖徒の享受しているあらゆる歓喜に与ることができると信 じ

られていました。．もし，わずかの差で天に到達できなかった

ら，逃れることのできない永遠の苦 しみを受け，極悪人や卑

しい悪魔 と共に耐えねばならないのです。

一方では皆等 しく栄光を受け，一方では皆等しく厳 しい罰

を受けるという，天へ到達することと地獄へ定められること

の教義に対 し，我４は公平な神は，全人類の来世には段階的

な状態を用意 したもうたということを断言 しております。

この点に関 して，回復された教会は，使徒パウロの言葉に

のっとり，教 えています。すなわち，人が住む多 くの栄光の

王国があり，各人の英知の性質，素質，程度に適 した範囲が

あるのであります。パウロは，‘日の栄光があり，月 の栄光が

あり，星の栄光がある，人は来世で各栄光に住み，天の星の

輝きが違 うように，人 も，その英知，知識 経験，獲得した

もの，傾向，熱望の違いに応 じて，限 り無き種類のある場所

と状態に住まうのであると教えています。

．ルカ伝１０章には 「思いをつくし……主なるあなたの神を愛

せよ」と記されています。 これはキリス トの戒めの一部でし

かありませんがよく記事や話で強調されます。我々は精神を

つくし，「心をつくして神を愛すことの必要性をよ く耳にしま

す６ しか し，キリス トが思いを含めて教えたもうたことには

目的があるのです。‘人の抱 く神に対する概念は，精神の限界

から来 るものでなければな りません。すなわち１英知の程度

により決定されるのであります。人はその理性により，神に

彼自身の最も高貴な理想を託すのであります。そして，彼が

熱心で信仰厚い人な ら，その理想はさらに高まるのです。知

的活動は人を常に変えます。それは，神に対する概念が常に

高められるか らであります。人の思いは，いったん神の概念

を理解すると，吸収 し，喜びを満面に表わし，．崇め，．努力 し
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たいと燃え，熱 し求めるでありましょう。人が老えるこの神

への愛は，精神 と心か ら神を愛する気持が伴えは，救いに通

じる道を照 らすでしょう。主は，神への愛と隣人に対する愛

をすべての戒めのうちで最：も高い戒めとされました。

すべての教会員は福音の原則を理解し，受け入れています

が，そのうち最 も高いものは，主イエス ・キ リス トへの信仰

であります。

我々は，救いにかかわる儀式を受け，完成への道を歩まね

ばなりません。救いは，永遠にわたって知識を求めることで

あります。人は無知にしては救われません。救いは人生哲学

以上のものであり，前世，現世，来世の神の御計画または青

写真なのであります。

イエス ・キリス トの福音は，啓示を受け，人にチャレンジ

を与える宗教であり，人に不死不滅と永遠の生命をもたらす

た あ， す べ て の人 が 神 と共 に働 くよ う：召 して い ま す。

イ エ ス ・キ リス トの福 音 は， 単 に過 ぎ去 った古 え の世 界 に

属 す る もので な く，現 在 ， 真 実 で あ る力 強 い 力 な の で あ りま

す。 それ は， 我 々 の生 活 に意 味 と 目的 を 持 た せ る力 で あ りま

す。

確 か に， い ろ い ろ な意 味 で 我 々は 特 別 な民 で あ り， 異 った

民 で あ ります 。 我 々 は他 の人 々 よ り良 い 人 だ とは主 張 しま せ

ん。 我 々 自身 の違 いが あ り， 困 難 が あ り，死 す べ き人 間 で あ

ります 。 しか しなが ら， 我 々 に は使 命 が あ る こ とを 明言 しま

す。 した が って ， 全 世 界 の人 々 にイ エ ス ・キ リス トの 回復 さ

れ た福 音 の お とず れ を 知 らせ る ため ， 広範 囲 な宣 教 師制 度 が

あ ります 。 私 は， そ の お とす れ が真 理 で あ る こ とを， へ り く

だ って イ エ ス ・キ リス トの御 名 に よ り証 しい た しま す。

ア ー メ ンｏ
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救 い 主 の

復 活 の 証 拠

大管長会第二副管長

Ｎ． エ ル ド ン タ ナ ー

私は，大管長会，１２使徒評議員会，その他の教会幹部を代

表 して， ラジオ，テレビを通 して参加してい らっしゃる皆様

を， このうるわしい復活祭の朝に由緒あるタバナクルに心か

らお迎えしたいと思います。

私たちは今 日，死すべき人間の歴史に起こった最も偉大な

出来事を記念するのです。それは，私たちの主，救い主であ

り，神の御子，世の造 り主であるイエス ・キリス トの復活で

す。主は私たちに御 自身の命を与えるためにこの世に来て，

よみがえられました。

キ リス トが死よりよみがえられたことにより，すべての人

類の墓よりの復活が確かなものとなり，人に天父の御許にた

ち返る機会が与えられました。そうです，アダムとイヴの息

子，娘たちはすべて，死からよみがえり，復活す るのです。

そして各人の備えに応じた栄えを受けます。

誕生，生命，死そして私たちの主，救い主の御言葉は，旧

約聖書，新約聖書，私たちの末 日の聖典であるモルモン経，

教義と聖約，高価なる真珠などの，すべての聖典の中心 とな

るテーマです。主の御言葉な くして，何が聖典 といえましょ

うか ？すべて主の御言葉以外のことは，その意味 と目的を失

い，無用のものとなってしまいます。

予言者ジョセフ ・ス ミスは言いました。

３７６

「私たちの宗教の根本 となる信条は，十二使徒及び予言者た

ちの，イエスが死に，葬む られ， ３日目によみがえ り，そし

て天に昇られたという証である。他の事柄で私たちの宗教に

関することはすべて，その信条の添えものにすぎない」 （教

会歴史記録第 ３巻 Ｐ，３０）

事実，贈い主の偉大な御言葉がなかったら，私たちは目的

を失い，寄 りどころや希望がなくなって しまい．ます。．

キリス ト教の世界では，キリス ト教の源である救い主の十

字架上のは りつけと復活を記念す るので，私はこの最も重要

な機会に，予言 とその出来事のいくつかを再び考えてみたい

と思います。

救い主が十字架上にはりつけになる数世紀前，ダビデ王は

言いました。

「……悪を行う者の群れがわたしを囲んで，わたしの手と足

を刺 し貫いた。

彼 らは互にわたしの衣服を分け，わたしの着物を くじ引に

する」 （詩篇２２：１６，１８）

イザヤも数世紀前 に言 っています。

「……これは彼が死にいたるまで，自分の魂をそそぎだ し，
‘
……しかも彼は多 くの人の罪を負い， とがある者のためにと

りなしをした。」 （イザヤ ５３：１２）

州
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、

キ リス トが 降誕 す るず っ と以 前 に， アル マ は尋 ね られ ま し

た 。

「ア ミュ レ クが死 者 の復 活 につ いて 語 り
， 善 人 も悪 人 も人 は

皆死 か らよ み が え っ て， それ ぞ れ の行 い に応 じで 裁 判 を受 け

るた め に神 の御 前 に 引 き 出 され る と言 った の は ど う言 う こ と

で あ るか 」 （ア ル マ １２：８）

この質 問 の後 の話 で， アル マ は説 明 しま した。 「… …人 々

の霊 と体 とが再 び相 合 す る こ とを 言 う… …」（アル マ４０：１８）

イ エ ス は ま た御 自身 の死 と復 活 の 時 に つ い て予 言 して， 再

び使 命 を述 べ られ ま した。 マ タイ ， マル コ， ル カ， そ して ヨ

ハ ネは次 の よ うに イ エ スの 言 葉 を記 録 して い ます
。

「わ た しは天 か ら下
って きた生 きた パ ンで あ る。 それ を食 べ

る者 は， いつ まで も生 き るで あ ろ う。 わ た しが 与 え るパ ン は

世 の命 の た め に与 え るわ た しの 肉 で あ る」 （ヨハ ネ ６ ：５１）

ま た 「… …イ エ ス が 弟子 た ち に教 え て ｒ人 の子 は人 々の 手

にわ た され ， 彼 らに殺 され ，殺 され てか ら三 日の後 に よみ が

え るで あ ろ う」 と言 って お られ た か らで あ る。

しか し，彼 らは イ エ ス の言 わ れ た こと を悟 らず ， ま た尋 ね

るの を恐 れ て い た」 （マル コ ９ ：３１～ ３２）

しか し， キ リス トは御 自身 に与 え られ た使 命 の 目的 と これ

か ら起 こ る事 柄 を よ．く知 っ て お られ ま した 。 そ して 時 が近 づ

くに つ れ て， 非 常 に心 が 騒 ぎ ま した。 時 に追 い つ め られ て い

るよ うに感 じて， キ リス トは祈 られ ま した。

「… …父 よ
， こ の時 か らわ た しを お救 い下 さい。 しか し，

わ た しは この た め に， この時 に至 った の で す。 父 よ， み名 が

あが め られ ます よ うに 。」 す る と天 か ら声 が あ っ た， 「わ た し

はす で に栄 光 を あ らわ した。 そ して ，更 に そ れ を あ らわす で

あ ろ う」 （ヨハ ネ １２：２７～２８）

キ リス トが 過 ぎ越 しの祝 い に使徒 た ち と共 に い た 時 ，何 が

起 っ た か を考 え て み ま し ょ う。

「そ して
，一 同 が席 に つ い て食 事 を して い る と き言 われ た，

『特 に あ な たが た に言 って お くが ， あな た が た の 中 の ひ と り

で， わ た し と一 緒 に食 事 を して い る者 が ， わ た しを裏 切 ろ う

と して い る」， 弟 子 た ち は心 配 して， ひ と りび と り， 「ま さ か

わ た しで は な いで し ょ う』 と言 い 出 した 。 イ エ ス は言 われ た

「十 二 人 の中 の ひ と りで
， わ た しと一緒 に 同 じ鉢 に パ ンを ひ

た して い る者 が ， それ で あ る 。」 （マル コ １４：１８～ ２０）

この後 ， 彼 らは オ リブ 山へ 出 か けて行 き， そ れ か ら， ゲ ッ

セ マ ネ とい う所 に来 ま した。 使徒 た ちを そ こへ残 して ， ペ テ

ロ， ヤ コブ， ヨハ ネを連 れ て 行 か れ ，彼 らに言 わ れ ま した。

「わ た しは悲 しみ の あ ま り死 ぬ ほ どで あ る
。 こ こに待 っ て い

て， 目を さま して い な さい 」 そ して 少 し進 ん で行 き， ：地 に ひ

れ伏 し，も しで き る こ とな ら，この 時 を過 ぎ去 らせ て くだ さ る

よ うに と祈 りつづ け， そ して 言 わ れ た ， 「父 よ，あ な た は， で

きな い ４ とは あ りま せ ん。 ど うか ， こ の杯 をわ た しか ら取 り

の け て くだ さい。 しか し， わ た しの思 いで はな く， み こ こ ろ

の ま ま に な さっ て くだ さ い」 （マル コ １４ ：３４～３６）

イ エ スが ペ テ ロ， ヤ コ ブ， ヨハ ネの と こ ろへ 戻 って来 る と

彼 らは．何 が 起 っ たか ま っ た く知 らず に ， 眠 って い ま した。 イ

エ ス は彼 らか ら二 度 三 度 と離 れ て行 って 同 じ言 葉 で祈 りま し

た。 しか し， イ エス が 戻 って 来 るた び に， 彼 らは眠 っ て い ま

した。 三 度 目 に戻 って 来 て， ま だ 眠 っ て い るの を見 た イ エ ス

は言 わ れ ま した ， 「ま だ 眠 って い るの か， 休 ん で い るの か。

… …時 が 来 た
。… …」 （マル コ １４：４１） ど ん な にか ， イ エ ス

は孤 独 だ った こ とで し ょ う。

この後 す ぐに ， イ ス カ リオ テ の ユ ダが ， 自分 の主 に接 吻 を

しな が ら裏 切 るの で す。 イ エ スが ど の よ うに して ， 大 祭 司 の

も とに連 れ て い かれ ， そ こで ど の よ うに偽 証 を たて られ たか

圃私 た ちは よ
．く知 って い ます 。 しか し， そ こで な され た 証 言 は

皆 一致 しな か っ た の です 。 イ エ スが 自分 は神 の御 子 イ エ ス ・

キ リス トで あ る と答 え る と， 彼 らは イ エ スを あ ざけ り， つ ば

を か け， ま た， 打 ち た た い て， 「言 い あて て み よ」 と言 い ま

した。 「… …す ると， 彼 らは皆 ， イエ スを 死 に当 る もの と断

定 した 。」 （マル コ １４：６４）

ユ ダ ヤで は議 会 で 死 刑 に処 す る こ とが で きな か っ た の で，

・ｆエ ス は ピ ラ トの と こ ろへ 連 れ て行 か れ ま した。 ピ ラ トは イ

エ ス に い ろ い ろ尋 ね た 後 で 言 い ま した。 「わ た しは この人 に

な ん の罪 もみ と めな い 。」 （ル カ ２３：４） す る と， 群 衆 は イ

エ スを 十 字 架 につ け る よ うに要 求 しま した。 イ エ スが ガ リラ

ヤ人 で あ る と知 って ， ピ ラ トは イ エ ス を ヘ ロデ の と ころへ 送

りま したが ， ヘ ロデ もイ エ ス に何 らの 罪 も認 め る こ とが で き

ず ， 送 りか え して来 ま した。 ピ ラ トは 再 び イ エ ス を調 べ ま し

た。 少 く と も三 度 ， 殺 人 の罪 を 犯 した バ ラバ の か わ りに イ エ

ス を ゆ る してや るよ うに ピラ トは 群 衆 に言 い ま した が ， そ の

た び に彼 らは 「… …バ ラバ を ゆ る して くれ 」 と言 い， イ エ ス

に つ い て尋 ね る と， 「彼 を十 字 架 につ け よ」 （ル カ ２３：１８，

２１） と叫 び ま した。

ピラ トが つ い に水 を 取 り， 「群衆 の前 で 手 を洗 っ て言 い ま

した。 『こ の人 の血 につ いて ， わ た しには 責 任 が な い 。 お ま

え た ちが 自分 で 始 末 をす るが よい 』 す る と， 民衆 全体 が答 え

て 言 っ た， ｒそ の血 の 責 任 は ， わ れ わ れ とわ れ わ れ の子 孫 の

上 にか か っ て もよい 。」 （マ タ イ ２７：２４～２５） こ う書 か れ て

い る と ころ は とて も興 味 が 引 か れ ま す 。

十 字 架 に は りつ け に され る ため に引 き出 され た 時 ， ・ｆエ ス

はむ ち で打 たれ ， い ば らの 冠 を か ぶ らせ られ ま した。 十字 架

に つ け られ た救 い主 は， 苦 しみ の 中 か らも神 の よ うな 口調 で

叫 び ま した。 「父 よ， 彼 らを おゆ る し くだ さい。 彼 らは何 を

して い るの か， わか らず に い るの で す 」．Ｅ

３７７



ま た 十字 架 に つ け ちれ て い る時 に， 慈 悲 を 願 ’う犯罪 人 の 哨

人 に， この重 大 な 宣言 を した の です 。 「あ な た は き ょう ， わ

た しと一 緒 にパ ラ ダ・イス にい るで あ ろ う」 （ル カ ２３：４３）

イ エス が 墓 の 中 に横 た わ って い る間 に ，祭 司長 パ リサ イ人

た ちは ピラ トの も とに集 ま って 言 い ま した ， 「長 官 ， あ の偽

り者 が まだ 生 き て い た とき， 『三 日の 後 に 自分 は よ み が え

る』「と言 った の を思 い 出 しま した 。 で す か ら， 三 日 目ま で墓

の 番 を す るよ うに， さ しず を して 下 さ い。 そ う しな い と， 弟

子 た ちが きて彼 を盗 み 出 し， 『イ エ ス は死 人 の 中 か ら， よみ
の
コユ コ

が え った 謂 と， 民衆 に言 いふ らす か も知 れ ませ ん。「そ う な る

と， み んな が前 よ り も， もっ とひ ど くだ ま され る こ とに ぢ り．

ま し ょ う 、「ピラ トは彼 らに言 い ま した。 『番 人 が い る傘 ら，

行 って で き る限 「り， 番 を させ るが よ い』り（マ タイ２７：．６３～６５）

・使 徒 や イ エ ス に従 った 入 々 が ， 自分 た ち の指 導 者 が ナ 字 架

に つ け られ た と知 った 時 の ， 憂 い ，落 胆 ， 悲 しみが ど ん な も・

の か，想 像 レて みて 下 さ い。 彼 らは後 に残 され ，．何 を なす べ

き か わ か らず 途 方 に くれ た こ とで し ょう。 彼 らは イ エ ス と共

に い て， 御 言 葉 を聞 いて いた に もか か わ らず ； イ エ ス が再 び

よ み が え るで あ ろ う と言 った時 に は， その 意 味 を理 解 して い

な か った の です 。 彼 らは 目標 を失 った と思 い， ペ テ ロが 「わ ・

た しは漁 に行 くの だ」 とい う と， 他 の人 々 も 「わ た した ち も

→ 緒 に，行 こ う」 と言 い ま した。 （ヨハ ネ ２１１３）。 彼 ら は・も

との職 業 に か え る準 備 を して い ま した。

．復 活の 後 す ぐに， 体 を示 され た こ と，・あ るい は イ エ スが 文

字 通 り復 活 され た とい う動 か しが た い証 拠 を簡 単 に調 べ て み ．

ま し ょ う。

三 日．目の 朝 早 く， マ グ ダ ラの マ リヤ と他 の人 々が 遺 体 を埋

葬 しよ う として 墓 にや って来 ま した。 墓 を のぞ いて ， 窒 だ と

わか っ た時 の驚 き， 恐 れ ， 当 惑 は どん な もの だ っ 牟 で し ょ

う。 墓 の とζ う にい た 御 使 い は言 い ま した 。 「恐 れ るζ とは

な い。 あ な たが たが 十 字 架 に おか か り にな った イ エ ス を捜 し

て い ・る こ とは， わ た しに わか ．って い るが， も う こ ζ，に は お ら

れ な い。 か ね て言 われ た とお りに， よみ が え られ た の で あ ．

る。 ・∵…・」 （マ タ イ ２８：５～ ６）

彼 らは 弟子 た ．ちの と ころへ 急 い で行 って ， よみ が え られ た

主 は ガ リラヤ に行 か れ， そ こで主 に会 え る だ ろ う， と告 げ る・

よ う に言 わ れ ま した。 彼 らの恐 れ と， それ に もま さ る喜 びを ・

想 像 して 見 て 下 さい 。 そ の途 中 で， 彼 らは イ エ ス に会 い ま し

た。 それ か ら， 急 い で 使徒 た ち の と ころへ 行 っ て， 体 験 した

こ とを 報 告 しま した が ， 使徒 た ちは信 じま せ ん で した。 しか

し） ペ テ ロ と ヨハ ネは 墓 へ 急 い で行 き，彼 らの体 験 が 真 実 で

あ る こ とを知 りま した 。 手 マオ に行 って い た二 人 の弟 子 が イ

エ ス に会 って 話 を しま した 。 同 じ晩 に ， 使徒 た ちは 並 ん で座

って ， こ こ数 日の 間 に起 こ った こ とな どを話 して い る と， 突
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然 １ 救 い 主 が彼 らの 中 に お立 ち にな って 言 いま した 。 「や す

か れ 」 「彼 らは恐 れ 驚 いて ， 霊 を 見 て い るの だ と思 い ま した 。

そ こで イエ スが 言 わ れ ま した。 ｒなぜ お じ惑 って い るのか 。

ど う して 心 に疑 い を 起 す の か ， わ た しの手 や足 を見 な さい 。

ま さ し く私 なの だ。 さわ って 見 な さい。 霊 に は 肉や 骨 は ない

が ， あ な たが たが 見 る と お り， わ た しに は あ る の だ』 こ う言

っで， 手 と足 とを お見 せ にな りま した 」 （ル カ ２４：３６～ ４０）

そ の場 に い あ わせ なか った トマ スは ， イ エ ス が あ らわれ た

こ とを言 わ れて も， 信 じよ うとは しま せ ん で した。 １週 間 の

後 ， キ リス トは十 一 入 の弟 子 た ち の と ころ にあ らわ れ， そ こ

に は トマ ス も一 緒 に い ま した。 主 が 話 され る と， 「… … トマ

スは イ エ ス に答 え て言 い ま した。 わが 主 よ， わ が神 』」

「イ エ ス は彼 に言 わ れ た
， 『あ な た はわ た しを 見 た の で信

じた の か 。 見 な い で信 ず る者 は さ い わ いで あ る」 （ヨハ ネ ２０

：２０～ ２９）

そ の後 ， イ エ スは ５００入以 上 の人 に御 自身 を あ らわ しま し

た。 パ ウ ロが キ リス トの 訪 れ を受 け て ， そ の教 え を述 べ る者

とし て召 され た と証 した 時 に ，彼 らの 大半 は ま だ生 きて い ま

した。

復 活 した主 が あ らわ れ た も うた 時 ，重 大 な二 つ の こ とが こ

の ア メ リ カ大 陸 に起 りま した 。 モル モ ン経 に よ る と， レー マ

ン人 で あ る予 言 者 サ ム エル が キ リス トの 十字 架上 の は りつ け

と復 活 に つ い て予 言 した よ うに，・三 日の 間：地 の 面 に 暗 や みが

あ り，大 きな恐 ろ しい破 壊 が あ りま した 。 都 会 は 崩壊 し， 多

くの 人 々 が殺 され ，恐 れ と悲 嘆 の中 で彼 らは 言 い ま した 。

「この 大 きな恐 ろ しい時 が 来 な い前 に， 悔 改 めを して 予 言者

らを 殺 さず ，．石 で これ を撃 たず ， ま た追 い出 さな けれ ば よ か

った もの を 。こ の よ うな こ とを しな か った な らば，わ れ らの母

や 美 しい 娘 や 息子 た．ちは命 を助 け られ て ， … … （皿ニ ー フ ァ

イ ８ ：２５）

この大 き な破壊 の後 に ，救 わ れ た 多 くの人 々が バ ウ ン テ フ

ル の地 の神 殿 の まわ りに集 ま り， そ の時 天 か ら出 て くる よ う

な声 を聞 き ま したが ， 三度 聞 い て初 め て ，声 の意 味 が わか り

ま した。 「わ が 喜 ぶ 愛 子 を 見 よ。 わ れ は これ に 由 りて す で に

わ が 名 の栄 光 を示 しぬ。 わ が 愛 子 に 聞 け」 （皿ニ ー フ ァ イ

１１：７）

そ れ か ら彼 らに， 天 か ら一 人 の男 の 方 が 降 りた も うのが 見

え ま した 。 この お方 は彼 らに， 御 自身 の 手 と足 を示 して， 言

わ れ ま した。 「見 よ， われ は イ エ ス ・キ リス トな り， 予 言 者

らが この 世 に 来 る と証 を した るそ の者 な り。」 「われ は 最 初

よ りす べ て御 父 の み こ ころ に従 え り」

イ エ スの 招 きに よ り， 「そ こで群 って い る人 々は近 よ って

… … ま た イエ スの 手 足 にあ る釘 あ とに触 れ た。 … … この御 方

が予 言 者 た ち に よ って この 世 に来 る と誌 され た お方 で あ る こ、
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とを確 に知 り，また証をすることができた」 （皿ニーファイ

１１：１０～１１，１５）

そして，十字架上のはりつけと復活の後，１，８００年 たって

から私たちには，近代の予言者ジョセブ ・スミスの証が与え

られています。彼は，森の中でひざまついて祈っていた時の

ことを次のように言 っています。 「私は自分の真上に太陽に

も増 して輝や く一つの光の柱を見た。そしてその光の柱 は次

第に下 りてきて，光はついに私の上にふり注いだ。」

「……そして，その光が私の上に留った時，私は筆紙に尽 し

難い輝きと栄光とを有ちたもう二人の御方が私の真上の空中

に立ちたもうのを見た。そしてその中のお一人が私に言葉を

かけて私の名を呼びたまい，他のお一人を指 して 『こはわが

愛子なり，彼に聞け』 と仰せ られた。」（ジョセブ ・ス ミス

２ ：１６～１７）

これは， この時満ちたる神権時代に，実際に復活 した主 と

まみえ，話 した一人の青年の証です。この青年は，古代の予

言者のある人々と同様に，自分の血をもってその証を結び固

めました。 これらは，キリス トを知 り，キリストに従った者

のうちのわずかな人による証です。

しかし，今日の世界においては，実に多 くの人々が文字通

りの復活があったことを信 じがたいと思って い ま すσそし

て，彼 らの前に示される証や証拠が動かしがたいものである

にもかかわ らず，彼 らには，復活がどのようにして起 こった

かがわか らないために，信 じがたいのです。 トマスが疑った

ように，彼 らも見ないからといって，信 じないのです。・

私たちは，科学的に信 じられないが，信 じて受けいれなけ

ればならないことが多いことを皆よ く知 っております。自然

の法則 と神の法則が，人間の理解できる範囲内だけに限 られ

ていたら，私たちはどこにわが身をおいたらよいめでしょう

か。私たちは，こう戒められてきたのです。 「心をつくして

主に信頼せよ，自分の知識にたよっては な、らな い」 （箴言

３：５）

救い主，．世の造 り主の御言葉とその教えを受け入れ，信仰

により，理解できない事を受け入れて，不死不滅 と永遠の生

命への準備をすることによって，私たちはどんなに賢明な者

となることができるのでしょうか。私たちの信仰は，エルサ

レム及びこのアメリカ大陸で，キリス トにまみえ，話をした

すべての人々の証によって，強められるのです。

違 った国々で違 った時代に住んでいなが ら，多 くの予言者

や他の人々がすべて同じ御方の同じ物語について語 り，．証し

ているのに，誰が，この物語がでっちあげであり，想像によ

る作 り事だなどと信 じられるでしょうか。 この物語は真実な．

ものであるに違いないＩＤです。キリ乳 トと予言者たちによっ

て語 られた死 と復活を信ずる者には，，どんな安 らぎと，喜び

．と，平安が与えられるので しょうか。

キリス トは地上での御自身の使命について語 っています。

「……これわが業にしてわが栄光，すなわち人に不死不滅 と

永遠の生命 とをもたらすなり。」（モーセ １：３９）

さらに， 「わたしはよみがえりであり，命である。わたし

を信 じる者は，たとい死んでも生きる。また生きていて，わ

たしを信 じる者は，いつまでも死なない……」（ヨハネ １１：

２５～２６）

また， 「このことを驚 くには及ばない。墓の中にいる者た

ちがみな神の子の声を聞き，善をおこなった人々は，生命を

受けるためによみがえり，悪をおこなった人々は，さばきを

受けるたあによみがえって，それぞれ出て くる時が来るであ

ろう」 （ヨハネ ５：２８～２９） と言っておられます。

死 と復活が，すべての人の上に起 こる時が近づ い て い ま

す 。さばき牽受けるためでな く，生命壷受けるためによみが

えるには，私 たちはどんなことをしなければならないのでし

ょうか。どのようにして，主の御名を身に受けたらよいので

しょうか。主によって，神の御許に帰るには，何をすればよ

いのでしょうか。

主の答えは簡単，明瞭です。悔い改めて，バプテスマを受

け，福音を信 じ，そして 「もしあなたがたがわたしを愛する

ならば，わたしのいましめを守るべき」なのです。 （ヨ．バネ

１４：１５）

福音とは何ですか。それは，救い主が もた らし，弟子たち

に教えたもうたよきおとずれです。救い主の福音は回復 され

ました。弟子たちを召されたように，全世界に行ってすべて

の人に，平和 と親善のメッ’セージを宣べ伝えるようにと召さ

れた人々によって，その福音は今 日主の教会で教え られてい

ます。

すべての人類は，福音の教えと，その教えを生活にいかす

方法を学び１不死不滅 と永遠の生命を得 られるように，熱心

に努力 しなければなりません。

私たちがこれ らの真理を受け入れ，主の教えに従って，信

仰深い者に与えられる祝福を享受できますように。

主は生きておられ，主の教会が今 日この地上にあり，選ば

れた予言者により管理されていることを証 します。 「あなた

がたを離れて天に上げ られたこのイエスは，天に上って行か

れるのをあなたがたが見たのと同 じ有様で，またおいでにな

るであろう」 （使徒 １：１１）と言われているように，聖典に

記 されている予言がすべて成就することを証 します。

主が再降臨される時に，主 とまみえるたあの用意ができ．

この地上における業を終えた時に，私咋ち炉主と永轡 ζ住参，

価値のある者 となれますホう．に・謙遜にイエス ・キリ洛 ト爾

御名にょり祈 ります。ア ーメン。、
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引 き延 ば しは永遠 の生命 の盗人
大管長会副 管長

十 二 使 徒 評 議 員 会 会 長 、

ジョセ ブ ・フィー ルデ ィング ・ス ミス

愛する兄弟姉妹の皆様，私たちは再びこの大会でお会いす

ることができました。きっと，お集 りの皆様の喜びはあふる

るばかりであると思います。またラジオ，テレビ：を通 じてこ

の大会の模様をお聞きの皆様にも，私たちは心からの歓迎の

意を表 したいと思います。私はただいまから申しあげます こ

とに主の祝福があ らんことを願い祈 っております。

引き延ば しを福音の原則にあてはめるとすれば，永遠の生

命の盗人と言えます。 この生命 とは天父 と御子の御前で生活

することであります。

私たちの多くは，たとえ教会員であっても，福音の原則と

戒めを守 るのに急 ぐ必要はないと考えています。

ニーファイは末日の聖徒たちについて次のように書いてお

ります。

「またまことに 『われ らは明日死ぬかも知れないから，「飲

んだり食ったりして楽しめ，そうすればわれらは幸福で満足

である』と言 う者が多 くあり， 『飲み食いをして楽 しめ，『し

かし同時に神をおそれよ。神は小さな罪を犯すことは許 した

もう。それであるから少々偽を言い，人の言葉 につけ込んで

欺 き，隣人をおとし入れる穴を堀れ。 これは少 しも悪いこと

ではない。われらは明日死ぬかも知れないか ら，すべてこの

ようなことをしても差支えない。たとえ，われらに罪がある

と認められても，神はわずかにわれわれを鞭 うちたもうだけ

であって，われ らは結局神の王国に救われる』 と言 う者 も多

くある」（∬ニーファイ ２８：７～ ８）

これは世の人々や 「あなたの門のうちにいる他 国 の人」 ．

（出エジプ ト２０；１０）に対する言葉だと思ってはなりま せ

ん。教会員に対 して言われた言葉であり，さらに，ニーファ

イは末 日には，サタンに従 う者が多 くいるであろうと警告し

ているのです。ニーファイ第二書か らさらに聖句を引用 し，

読みたいのですが，章 と節をお教えします。どうか皆様が家

庭に帰 られたら，モルモン経を開き，ニーファイ第二書２８章

２０～２９節をお読みになってください。

私たちは末日に住んでおります。ニーファイが言 ったよう

な話を皆様は実際にお聞きになったことはありませんか。主

は小さな罪なら見過 したもうだろうと考えて 「安隠として肉

欲ゴにふける理屈をつけ，自分を欺いている人がたくさんい

ませんか。悪魔の力を拒み，悪魔などいないと考えている人

が私たちの中にいませんか。彼 らは，地獄の苦 しみを精神的

なものにして しまって，地獄などありはしないと言っていま

せんか。これらのことが教えられているのを聞いだことがあ

りますか。サタンは， ζの方法で人々の心を混乱 させ，教会

３８０・

員 もサタンのこうかつなこじつけからは完全には抜け切れな

いのです。

悪癖を身につけるのは容易なことですが，いざそれを捨て

るとなると，そう簡単にはゆきません。私たちは，死ねば悪

癖を墓にすて られると，・考えてはいませんか。死ねば，墓で

体が清められて，復活する時には完全で清い体になると考え

ていますか。私たちのうちのある人々は，死ねば清め られ る

と言 って自分の行為に理屈を こじつけ，そう教えています。、

アルマは非常にはっきりと教義を教えています。 コリアン

トンに対 して，次のように述べました。 「お前は， もはや回

復に関することを教わっているから，このまま自分の罪深い

境涯か ら幸福な境涯に回復 されると思ってはならない。罪悪

は決 して幸福を生 じたことはない………。

お前か ら出るものはお前にかえる。それであるか ら回復と

言 う言葉はかえづて罪人をますます罪があるとして少しもこ

れに寛 く当る’ことはない」 （アルマ ４１：１０，１５）

救い主 も次のように述べてお．られます。 「あなたがたの量

るそのはか りで，自分にも量り与え られるであろう」 （マタ

イ７ ：２）ある人々は，．些細な罪など大したことではないと

考え，戒めを守るよりも，むしろ自ら好んで罪を犯 しその罰．

を受けよ うとしているのです。 もし， 「わずかの鞭 うち」で

すませ られれば，ラッキーだと考えるのです。けれども，罪

は瞭われねばな らないことを忘れてはなりません。賠償しな

ければな らないのです。私たちが悔改めを拒み，福音の祝福

に与えることを拒んだら，その代償を払わねばならないので

す。

罰はなま易しいものではありません。特に良心に悩まされ

るのは耐え難いものです。苦 しみを受けて幸福な人はいるで

しょうか。義の道を歩めとい う知識と勧告が与えられてきた

にもかかわらず，自らの意志で神の戒 めを破 ったから罰せ ら

れるかも知れないと四六時中考えているとしたら，それは幸

福でしょうか。罪人が，自らの犯 した罪の悔改めを知 り，キ

リス トとキ リス トの御業を受け入れて，キリス トの愛による

犠牲によってもはや罪に苦 しむ必要がないことを知ったら，

その罪人はどう考えるでしょうか。

永遠の父なる神は，人々のために三つの偉大な王国を用意

なさいました。 ここで， これ らの王国について論ずるつもり

はありません。ついでに，星の光栄に行 く人は，正直でなか

った人，わが名を知ると告白したるもわが言を聞かざる人。

（教義 と聖約 ４１：１），虚言を言 う人，‘魔法使い，不義を行

う人，真理の道を拒む人であると言えば，それで十分です。

１

珂
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月の光栄へは，正しく，道徳的に清い者であって福音を受け

入れなかった人，また律法な く死んだ人が行きます。

日の光栄に入 り，昇栄に与るには，すべての律法を守 らな

ければなりまぜん。主は次のように言われました。
「これを以て，日の栄を受 くる備えを為さんために，地は

あらゆる不義より必ず聖められざるべからず。またわが汝 ら

に与えたる律法，・すなわちキリス トの律法によりて聖められ

ざる者たちは別の王国，すなわち月の栄または星の栄φ王国

をつがざるべか らず」 （教義と聖約 ８８；１８，２１）

私たちが清め られるには， 「神の口より出るすべての言」

（教義と聖約 ８４：４４）に従って生活 し， 信仰をもって守 ら

なければな らないという警約があります。 「これ らの者は，

イエスの証詞を受け入れ，その御名を信 じ，その葬 られたま

いし様に従い……バプテスマを受けし人々な り……すなわち

か く誠命を守 ることによりあらゆる彼 らの罪を洗い潔め，聖

霊を授 くる権能を結び固められ按手聖任せ られたる者の按手

によりて聖霊を受けんため．なり。而 して，これ らの者は信仰

によりて打 ち勝ち，御父が正 しく且つ真実なる者に皆注ぎた

もう約束の聖き 「みたま」によりて結び固めらる」 （教義 と

聖約 ７６、：．５１砲５３，５４・ｙ６０も参照） そして，約束の聖き 「み

たま」により結び固められない人々，正 しく真実でない人々

は，これらの偉大な祝福に与ることはできません。

主に仕えるのに早すぎるということはありません。両親は

その子供たちに小さい時か ら，自分の誤 ちに責任がもてるよ

う教えるべきです。子供が生まれた時から義 しく教えられて

いたら，いつも義の道を歩む人に成長するに違い あ り ませ

ん。子供のころか ら主を求めようとしない者は，困難に陥っ

た時に，いくら叫んでも見放 されるのです。イスラエル人や

ニーファイ人の歴史を読んでみて ください。彼 らは幾度神の

戒めに背き，罰を受けたことでしょうか。彼 らの罪のゆえに

受けた困難の際 主は彼 らの叫びを何 と遅々として聞かれた

ことで しょうか。 １ ．

「彼 ら，彼らの神なる主の声に耳傾 くること遅か りし故 に

彼 らの神なる主は彼らの祈 りに耳傾けて事ある時に彼 らに答

うることを遅 くす」 （教義 と聖約 １０１：７）と主は近代のイ

スラエルの民に述べられました。

あなたがたは， 日の光栄の王国に入 り，永遠の生命に与 り

たいと思っていますか。そうであれば，与え られた主のすべ

ての戒めを守 って下さい。バプテスマと按手確認は，神の王

国に入る儀式です。けれども，これ らの儀式 自体は私たちを

昇栄 させるものではありません。

バプテスマを受けて教会に入った人はすべて，主の戒めを

守 る義務があります。バプテスマは 「新 しき且つ 永 遠 の誓

約」（教義と聖約 ２２：１）ですので，私たちは誓約を履行す

る責任があるのです。課せ・られたすべてのことを果たし，信

仰をもってふさわ しい生活をすると，次に，他の誓約に与 り

受け継 ぐ者に課せ られる義務を受ける特権に与るのです。そ

して，彼は 「長勲 ）教会」の会員になることがで き る ので

す。彼 らは，御父からすべてのものを与えられる人であって

御父の完きと栄光を受けるのです。 これ程，価値のあるもの

があるでしょうか。けれども，それは力なしでは得 られませ

ん。

私たちはよ く，主がジョセブ ・ス ミスに対して述べ られた

次の言葉を引用するのを聞きます。 「人は無知にして救わる

こと不可能なり」（教義と聖約 １３１：６）何に対する無知な

のでしょうか。世の哲学でしょうか。いいえ，福音の真理，

すなわち救いが もたらされる救いの原則と儀式に対する無知

です。理解するだけでなく，それ らに従って生活 しなければ

なりません。それ らの知識自体が私たちを救いに導 くのでな

く，私たちが従うことにより救いが得 られるのです。そうすれ

ば，全き知識 とそれに伴 う知恵，力，統治する力が得 られ るの

です。そして完き祝福は，主の宮居でしか与えられません。

主への畏れ （愛）は，知識の始まりであるけれども，愚か

．な者は知恵 と導きを見 くびると言われております。
「われまた汝 らに一つの誠命を与 う’。すなわち，汝 ら今よ

り後祈 りと断食とを続けて行 うべし。またわれ汝 らに一つの

誠命を与う。すなわち，汝ら互いにこの王国の教義を教ゆべ

し」（教義 と聖約 ８８：７６～７７）

私たちはアルマの言葉を忘れないでゆきたいと思います。
「現世は，人間が神に逢 う用意をしなくてはならぬ時期で

ある。現世の生涯は，人間が各々働きを遂行せねばならぬ時

期である。私が前にあなたたちに話したように，あなたたちに

証を立てた人々は非常に多いので，私はあなたたちがこの世

を去る時まで悔改めを引き延ばさないようにねんごろにすす

ある。永遠の来世に行 く準備ができるように私たちに与え ら

れている現世の生涯の光陰を有益に用いなかったな．らば，後

か ら夜のような暗やみの生涯がやってきてそこへ入った ら何

の働きもできるはずがない。あなたたちは，このおそろしい

危機に陥ってか ら 『私は悔改めて私の神に立ち帰る』と言 う

ことはできない。あなたたちは，本当にこう言うことはでき

ない。なぜならば，あなたたちがこの世を去る時あなたたち

の肉体を離れる霊は，．永遠の来世に於て再びあなたたちの身

体に宿 る力を持 っているか らであ．る」（アルマ ３４：３２～３４）

主は常に慈悲深 く，思いや りのある御方です。私たちが主

に近づけば，主は私たちに近づいて下さいます。 「……熱心

にわれを求めよ。さらば，汝 らわれを見出さん。求めよ，さ
コ

コ ら

らば与 え られ ， 叩 け よ， さ らば 開 か る るを得 ん 。」 （教 義 と聖

約 ８８：６３）

私 た ち に一 番難 しい こ とは ，熱 心 に求 あ る こ とです 。 私 お

ち の求 めは うわ べ だ け の もの で す。 私 た ち は努 力 を しな くと

も， 主 は聞 い て 下 さ る と思 っ て い るよ うです 。 熱 心 に， 愛 の

気 持 で 導 き に従 うな らば ， 永遠 の生 命 へ の道 を見 出す こ とが

で き るで し ょう。

願 わ くは ， す べ て の人 が この警 告 に耳 を傾 け ます よ う に，

瞭 い 主 ， イ エ ス ・キ リス トの御 名 に よ りて 祈 り奉 る。

ア ー メ ン σ
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人 の 戒 め

アル ビ ン Ｒ ダイヤー副管長

兄弟姉妹の皆様，再び私たちはこの偉大な教会の大会にお

いて，大いなる感化を受けているのです。私は皆様 と共に，

マッケイ大管長がこの放送を聴いていて下さることを，本当

に感謝 しています。

かつて，予言者ニーファイは，人の戒めにまどわされた人

類の不幸な有様について述べています。彼の言葉によれば，
「実に人の誠命に聞き従い

，神の権能 と聖霊の賜とをしり

ぞける者は禍である。」 （皿ニーファイ ２８：２６）

主は民に，末の日の悪 の力について警告 しています。 「人

々の身 も霊 も亡ぼさんとす。」 （教義 と聖約 １０：２７）

私たちは，悪が人の慎みや，道徳の標準を識別する力を堕

落させるという警告の必要をよ く理解できます。

かつて 「見よ，人はわれわれのひとりのようになり，善悪

を知るものとなった」 （創世 ３：２２）と言って，人に善悪を

判断する力を与えた神の宣言は，今や問題になりつつありま

す。人は人の戒ら６により， 自分たちで 「新 しい道徳」と呼ぶ

ことに決めたあるものを造 って，善悪を判断する力を破壊 し

ようとしているのです。 もし私たちが，誤まった教育を しよ

うとしている悪の教義を受け入れれば，道徳は崩壊のうきめ

にあうことで しょう。そして，それは腐敗 した社会秩序 しか

もたらさないのです。

「新 しい道徳」は，人間の必要に応 じて正 しい行動と悪い

行動を決めるというおきてを採用 し，その必要が誤まったも

のであっても関係な く，正 と邪，善と悪に区別をつけないこ

とです。

もし私たちがこの教えを受け入れれば， この社会は，不正

に個人を支配するという原則に基づいて，大きな抑圧を受け

るにちがいありません。共産主義の理論が，アメリカ及び全

世界に，この抑圧をもたらそうとしているのは，よく知 られ

ているところです。

これ らよく宣伝のゆき届いた教えの陰にかくれて，にせの

目的が，非常に早い速度で進みつつあります。まず，最初に

私が述べたいことは，性教育あるいは家庭生活の教育です。

学校ではありのままの性が強調され，広 く論争の的とされ，

両親と指導者の間に深い関心を呼んでいます。

この種の性教育を計画 している人々は，両親や社会の反対

に対処するたら６に，実験的な方法をとって，この計画を強化

しています。 この件に関して，そのような教材の使用を拒否

するために，公衆が真剣に関心を持つように，「奮起 させる必

要があります。そして，生理学や衛生学の分野でも，公立学

校にあるような健全な道徳教育を，もっとしっかりと確立す

る必要があります。

国家教育協会やアメリカ医学’協会の，成人教育プログラム

に関する報告によると，合衆国性教育評議会 （ＳＩＥＣＵＳ

として知 られている），学校保健教育研究会 （ＳＨＥＳとして

知 られている）など，その他家庭生活の教育課程に結びつい

た組織の活動が活発になってきているということです。

立派な出版社が，おどろくほど詳 しく， この種のまだ開拓
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されてない市場で，フイルムやあらゆる教材を専ら用意 して

競争をしています。この扇情的な市場 には，おそろしい危険

がふ くまれています。

非常に若い人の，生命に対する誤まった考えは，彼 らが感

情的に必要とする前に，生殖作用 について教えられ ることか

ら来 るものです。無知な性を減 らし，非合法的な妊娠や，性

病，その他関連ある問題をな くすためにという名目で，教室

で性教育の問違った教育を していては健全な結果を得 らる筈

がありません。実際の経験を通じて，その結果が健全なもの

とは全 く違う逆のものにすぎないことが明らかになってきて

います。

この理論を実践 している諸外国の誤まった経験に基いて，

ある地域では，すでに教室内の性教育が実施され，浸透 しつ

つあります。他のところでも，目下研究中のところや，指導

プログラムが開始されたところがあります。合衆国中の議員

が，その法案を法律にするようにと迫 られていますが，幸い

なことに，い くつかは，否決されております。

ルック誌の記事の中に，一外国の性教育について述べ，さ

らに，アメ リカが新 しい制度にかなりの立ちお くれを見せて

いる，という意味のことが載っていました。この記事には，

教室を完全に性のさらしものにしょうという人々のゆがんだ

道徳感が一杯でした。 この制度を完成するために，両親のあ

る責任を国家が引き受けるという意味でゲ福祉国家になる必

要がある， と記事は提案 しています。記事によると，

「福祉国家では，両親の経済的責任を国家が引き受けてい

ます。私たちの国でも， このような社会になりつ つ あ りま

す。あなたも，他の国の中に，あなたにとって益 となるもの

を見つけることができます。性教育においては，地方によっ

て非常によいプログラムがありなが ら，アメ リカのほとんど

の地域では，まだなにも実施されていないのです。」

「避妊の社会が，今この国にありますが，産業界 と自動車

業界が少し，押 し戻されていると同様 に，この社会 も遅れを

とるかもしれないのです」（１）
「新 しい道徳

」によれば，若人は自分の性問題を，教師や両

親の助けを借 りずに，自分で解決 しなければな りません。何

が道徳的で，何が道徳的でないのか，あるいは，道徳は完全

に必要なのかどうかは，生徒自身が決あることなのです。 も

っと驚 くような，悲 しいことは，性教育を，完全に道徳的責

任や恐れ，理性のないものとする齢 ６に，努力が払われてい

ることです。

熟練 した者が行おうが，未熟な者が行おうが，人間の生殖

器官や機能を絵入で説明 したり，直接性道徳の標準にさから

う様な教育をす るのは福音と相反するものであ り，教会では

そのようなことには反対をしております。そ れ らに は，異

性，生命，誕生，親を尊ぶ気持が欠けています。

私たちは，学校で性教育が徹底 して行なわれてきた外国の

結果と経験に．より，．アメリカがζの教育を行なった ら， どん

なことになるか判断できます６

次の統計はある国にあてはまるものです。

ウ国民の８５％は，性は結婚 と関係ないと信 じている。

・９８％が結婚前に関係を持 っている。②

。聖壇にぬかついた花嫁の５０％は，すでにその時妊娠 してい

るげ③

。大半の女性は，自由な堕胎を望んでいる。④

まぎれもな く， この国の性教育の影響のためと思われるｄ

性病 に関する報告が，「世界のどの文明国よりも，りん病や梅

毒が広まっている」⑤ という事実を物語 っています。他の報

告では，単に 「悲劇的である」（６）とだけ述べています。 しか

しまだ，性教育の計画者は， この計画が性病を抑えるであろ

う，ということを私たちに説明 しようとしています。

ＳＩＥＣＵＳの主張により，性教育によってな くなるとい

われている私生児の出生が，前述の国では，実際５０％近 くも

増加 しています。

この制度では実際に小さい頃か らいわゆる洗脳をするだけ

でな く，個人に道徳の：重要性を教えずに選択をさせる必要が

あります。
「新 しい道徳」とい う傘をさして前進することは，センス

ィティピティ・トレーニング （感性にのみうったえ・る扇動的

な教育）をすることになります。これは，人間の行動を形成

する道具 として，福音の原則と相反する目的のために使われ

るのです。・これ らのうちのある方法により，道徳や慣習，礼

儀という伝統をうち破るヒステ リーが起 こりやすくなり．まし

た。 この方法は；特に若い人に非常な悪影響を及ぼします。．

（グループ教育，集団の力，自己批判，人間の潜在能力研究

などによる）個人の性格や個性に影響を与えるクラス内の．コ

ミニュケーションのたあに工夫された群衆心理やセンスィテ

ィビティ・小 レーニングをよく調べてみるど 人々にどんな

不幸がおこったのかという疑問がおきてきます。 ．

神が子供たちに与えたもうた最大の賜は，個人の自由意志

です。それは，霊的成長の基となるもので’あり，憲法を作．っ

ている原則であり，それによって学校制度も維持されている

のです。さらに，この自由意志は，センスィティビティ・、ト

レーニングという教育方法により，危険にさらざ れ て い ま

す。

ここに，グループを批判するうえでの ３つの主要点をあげ

ます。 これによると，いかに個人の権利が失なわれるかがわ

かります。

１．参加者が遠慮なく他人を試験するという雰囲気。 これは

自力でものごとを行うことを無視するものです。

２ 個人が守 っている従来の価値感をうち破 り，その代 りに

扇動的な集団決議をとり入れます。これはグループの力

に屈服することです。

３ グループのメンバーは序々に従来の道徳を忘れ，自分た

ちが ｒ新 しい道徳」・』と称 しているものに従がい、っっあり
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ますが，これには道徳など含まれていないのです。

こういうことをよ く聞きます。 「病人によく効 く治療な ら

健康 な者にはもっとよく効 くはずである」 しか し，健康な者

に薬を与えた り，手術をするような医者には，私は，災あれ

と言いたいのです。

グループ批評会というと，毛沢東の率いる紅衛兵が編み出

した方法を思い出 します。そこでは参加者は，すべて各自の

自由意志をくじくために，公衆の面前で告白 したり，互いに

非難 しあうようにすすめられています。ナチの洗脳的なやり

方を思い起 こす人 もいるで しょう。センスィテ貌ビティ ・ト
レーニングは，共産圏でよく使 う手です。

性教育やセンスイティビティ・トレーニングは，悪用され

れば，プライバシーの侵害になるばか りか，個人は無視され

煽動的な集団決議の場を与えることになります。これは，人

の自由意志を くじくものであり，邪悪な考えです。

証会や，神権会及び宣教師報告会，口頭評価，自己反省，

告白といった，教会がとっている行動方法は，個人の尊重を

強調 し，個人の権利を保護するものです。

教会のインスティチュートやセミナリーで，センスイティ

ビティ ・トレーニングが教育方法から除外されていることは

興味深いところです。

３番目に，悪の力と団結 して現在問題が大きくなりつつあ

る恐ろしい動きは，婚姻法が大 きくゆがんできたことです。

それは不道徳な行ないを自由にしようとしているのです。保

健厚生文部省の医学担 当の役人は，不貞を不貞 とは老えず，

結婚生活以外の不道徳な行ないとしか見ていないのです。

２５，０００件の離婚の審理にあたった著名な判事は，未熟な早

婚について述べています。彼は言 っています。 「もし人々が

自動車や家を買う時の様に，結婚についてももっと時間をか

けて慎重に考えた ら，その結婚生活はもっとよいものになっ

ていたことで しょう。」 しか し，彼は最後に，「試験結婚」の

期間を設けるように提案 しています。 しかしこれは，彼のそ

れまでの適切なア ドバイスを打 ち消すようなものです。この

提案に関する彼の意見は， 「そして，試験結婚についてよく

言われていますが，これは特に，薬が広 く使われるようにな

ってか らです。」⑧

道徳の上に立って試験結婚制度の効用について考えられま

すか ？この老えはまさに』「新 しい道徳」の思想にかなうもの

であり，私たちがよく警戒 していなければならない悪い原則

です。

「若人とアルコール」運動が勢力を増 しつつあります。ア

メリカ医学協会発行の 「今 日の健康」誌 に， 「子供に飲酒に

ついて教えるべきか」というテーマの討論が載っていま・す６

討論に参加 したすべての人が，アルコール中毒予防のためと

称 して，若人にそれも４才児にまでもアルコールを教えるこ

とに賛成 しま した。

参加者の一人は，次の様な意見を述べています。 「両親は

３８４

子供に，すべてにおいて健全な環境を与え葛責 任 が あ りま

す。この環境は，アルコールを含めて，広範囲に渡っていま

す。」（９）

このプログラムが，間違 った方法でなくそうとしている不

幸を，逆に多 くしているだけだということは，これ らの著名

な専門家にも，はっきりわかっていないに違いありません。

道徳的な慎 しみとか高潔 といったものに逆 らう性教育のゆ

がんだ原則や，センスイティビティ ・トレーニング，若人と

アルコール，神聖な結婚をゆがあるものなどによって私たち

に迫 りくる悪影響に対 して，私たちは無頓着であってはいけ

ないのです。私たちは，こういう計画に力強 く対抗するため

に，父親参加の父母の会や，教育委員会，教科書審議会，正

しい法律の協力を得て，力を結集 しなければなりません。

私たち両親には，子供に真理と正義の原則を教えるという

重要な役割があることを思い起こすことができますように。

神の霊感により，私たち一人一人を保護するために次の言

葉が与えられています。「絶えず徳を以て汝の想を飾るべ し，

然 る時は， 汝の自ら信ずること神の前に強 くなりて」 （教義

と聖約 １２１：４５）

主は私たちに，福音のおきての規範に従って生きるように

言われま した。 「またわれ汝 らの欺かれざらんために，あら

ゆるものに規範を与 う。そはサタン普 くこの地に在 り，出で

行きて諸々の国民を欺けばなり。」 （教義 と聖約 ５２：１４）

悪魔 について語 っている次の予言をいつ も心にかけま しょ

う。羊彼は，いと高 き者に適 して言葉を出 し，かつ，いと高

き者の聖徒を悩ます。彼 はまた，時と律法とを変えようと望

む。」 （ダニエル ７ ：２５）

もし神の王国に自分の場をしっか りと設け，自分の子供を

害悪か ら守ろうとす るなら，私たちは正義の道を歩み，イエ

ス ・キ リス トの福音の規範にそって人生を歩まなければなら

ないことを証 します。

イエス ・キリス トの御名により，証 します。 アーメン

脚 注

（１） 「ル ッ ク 」 誌 １９６９年 ２月 ４ 日 号 Ｐ ，５３ Ｊ． ロ バ ー ト． モ

ス キ ン 「避 妊 の 社 会 」

（２） 同 上 Ｐ ．５０

㈲ 「Ｕ ． Ｓ ．ニ ュ ー ズ ア ン ド ワ ー ル ド リポ ー ト」 誌

１９６９年 ３月 １７日号 Ｐ ．４８以 後 １

（４） 「ル ッ ク」 誌 Ｐ．５０ よ り 引 用

（５） 「ア メ リヵ シ ォ ピ ニ ォ ン 」 誌 １９６９年 ３月 号

（６） 「Ｕ ． Ｓ ．二 出 一 ズ ア ン ド ワ ー ル ド リ ポ ー ト」 誌 よ

り引 用

〔７） 同 上 Ｐ．５１

（８） 「パ レ ー ド」 誌 １９６９年 ２月 １６日 号 Ｐ ．８

「理 性 の 報 告 」 よ り引 用 トム ・ウ ィ リ ア ム ズ 判 事

（９） 「今 日 の 健 康 」 誌 １９６９年 ２月 号 Ｐ ．４６．以 後

」

」

イ



伝 道 部 長 会 メ ッセ ー ジ 日本 沖 縄 伝 道 部

は じ め て 会 って 旧 知 の 友

それ が モル モ ンの特 質 です

凌

エ ドワ ＿ ド Ｙ． 岡 崎 鈴 木 正 １ 三 神 崎 良 太 郎

璽 ・

私たち伝道部長会は処理すべき山のようなビジネスに囲ま

れながらも，いつも楽 しく神さまの仕事にたずさわっていま

す。私たちにとってひときわ楽 しい ときは，心が励まされた

り高あられるよい経験や教えられることφ多い話をビジネス

の合聞に聞くときです。

先 日の伝道部長会で 「本当のモルモンであればはじめて会

った方でもお互いに旧知の友のごとくにすぐ親 しい気持が生

れてくる。．また，まったく見知 らぬ人でも，本当のモルモン

的な生活をしている人であれば，告げられな くとも，なんと

なくその人がモルモンであることがわかる。」といった よ う

な話が出てきま した。そのときの話を２～ ３お話 しま し タ

う。

＊ベ トナムでの傷病兵を沖縄の病院に見舞ったときの話で

す。 あまり親 しげに話あっていたか らで しょうか。お隣

りの方が 「あなた方は昔か らのお友だちですか」 「いい

え，今 日はじめて会ったばか りです。」「本当ですか。ま

るで旧知の友だち同志のように思えま した。はじめて会

ってどうしてそんなに親 しくなれるので しょうか」 「お

互いにモルモンだか らでしょう」

＊ＹＷ ・Ｍ ＩＡの百年祭に日本沖縄伝道部の代表 として参

加する早瀬姉妹はハワイにおられる宣教師の中西姉妹の

お母さんにいろいろとお世話をしていただきました。米

国本土に出立する彼女を名残 り惜 しげに見送ったお母さ

んは帰途 ２～ ３日で結構ですから私のところに滞在する

ようになんとかお取 り計 りください。」ζ手紙を私たちに

書いてこられました。勿論，彼女たちは今回はじめて会

った仲にすぎませんでした。

＊岡崎姉妹はあ竜 とき，友だちに頼まれてまった く見知 ら

ぬお宅を訪問して家事を手伝 うことになりました。そこ

のご主人は妻を亡 くされて子供の世話などに困っておら

れました。彼女は，玄関に一歩踏み入れたとたん，この

家はなにかモルモンの家庭のような気がすると感 じまし

た。 しか し，ご主人は酒も煙草 ものんでおりました。何

日かたってその家のお手伝いを終える日がきました。そ

の家を去るとき，ご主人はいわれました。 「失礼ですが

個人的なことをおうかがいしてよろしいですか」「ええ，

どうぞ」 「あなたはモルモンではありませんか。」「はい

そうですが」 「やっぱりそうでしたか。あなたがこられ

たとき，すぐそんな気がしました。お恥 しいですが，私

もモルモンです。」

兄弟姉妹たち，モルモンの一つの特質はこのように会った

ばかりでもす ぐ親 しくなり，昔か らの友だちのようになるこ

とにあります。あなた方は各々に似たような経験をお持 ちで』

しょう。今の世は人の心が冷えて，何年も席を伺 じくしてい

てもなかなかお互の心がわか らず親 しくなれないものです，

本当にこの点私たちは信仰を通して大いに恵まれています。

私たち伝道部長会がお伝えしたいメッセージは，いつでも

どこでもモルモンの人と会うとき， このような喜ばしい気持

が生れるように日常の生活 において，モルモンの標準をしっ

か り守って欲しいということです。モルモンとは名ばか りで

モルモンにふさわしい生活をしていない人にはこのような経

験はできないでしょうし，またいわず ともモルモンであるこ

とがわかるような，よい雰囲気で身をつつむ ことはできない

で しょう。イエスの教えをよく守 って幸福な毎日を送 られる

ように念 じています。

３８５

、 ・



ハ川 Ａ 演劇祭開か る
（近 畿 地 方 部）

雨 注意報 が盛 ん に報ぜ られ て いた ６月２７日，
豪 ち ょうど雨 の最 も激 しか った その夜 の１０時半

頃， 大型 トラ ックが阿倍 野支 部 の玄関 に横づ けに さ

れ た。 そ して 何や ら大 きな荷 物が， ドサ ッと下 ろ さ

れ た。京 都支 部 よ りは るば る， 明 日２８日のＭ ＩＡ演

劇 祭 の ため に使 う舞 台装 置が運 ばれて来 た の で あ

る。 人間 の成 し得 るあ らゆ る努 力 を尽 してや っと開

幕 の運 び とな った近畿 地 方部 の演劇 祭 ……ふ り返 っ

て み ると色 々な エ ピソー ドが あ』る。 あ る支 部 で は 目

下 建 築 中だ ったた めに， ほ とん ど暇 を見 つ け るこ と

が 出来 なか った。 に もかかわ らず彼 らは寸暇 を惜 し

んで建 築 の合 間を見 て は， お互 に励 ま し合 いなが ら

猛 烈 に練 習 した。 あ る支部 で は最近 数少 な くな った

蒸気 機 関車 の効 果 を 出すた めに， わ ざわ ざテ ープ レ

コーダ ーを 引 っ さげて 山陰 の山奥， 福 知 山線 まで遠

征 して 「な ま」 の音 を録 音 して来 たの で あ る。

あ る支部 は舞 台装 置の費用 を稼 ぐため に， アル バ

イ トを探 してや っ と上 演 に まで こぎつ けた。 とにか

く， どの支部 も良 く努 力 され た。 中 には， 良 くもま

あ こんな小 さな支部 が， ここまで皆 ん なカ を合 せ た

もの だ…… とつ い ホ ロ リとす る場面 も多 々あ った。

ドラマを見 るの は楽 しい。が，しか し優 劣 をつ け る と

な る と， ドラマに対す る評 価 は実 にむつ か しい。特

に教会 に於 ける ドラマ の コ ンテ ス トはむ つか しい の

であ る。時 間的， 距離 的， 経済 的等 々， あ らゆ る条

件 が上 にの しかか って来 るか らで あ る。最 も理 想的

な方法 は，一 日掛 りで全支部 の演劇 を一 ケ所 に集 め

て行 な い， そ れを採点 す るこ とで あ る。 しか しそ う

簡単 に岡 山や高松 や京 都 よ り舞 台装 置を運 ん で来 る

わ けに はゆか ない。 とな ると定 ま ったＭ ＩＡ の 日に

地 方 部の役 員 が各 支部 を訪 問 して， それ ぞれ採 点 を

して最 終 日に集 計を行 ない最 も優 秀 な支部 を選 ぶ こ

ととな る。 今 回は その方法 で最 も良 い支部 を二 つ選

３８６．，

んで ６月２６日の地 方部 演劇 祭で演 じて も らうこ とに

な った。 か くしてＭ ＩＡ演 劇祭 の幕 は切 って 降 ろさ

れ た ので あ る。

日時 ： ６，月２６日 （木 ） ６時４５分 Ｐ．Ｍ．

場所 二阿倍 野支部 リクレー シ ョンホール

上演 ： 「ヴ ェニスの商 入」 （阿倍 野支 部）
「幸福 な男」 （京 都支 部）

開会 まで には約 ２００名近 くの会員 達 で うず めつ く

された。 照 明効 果 も一頃 と比 較す ると抜 群 に良 くな

って 目を見 は らせ る。 勿論， 音楽， 衣裳 ， メーキ ャ

ップ，大 小道 具 も本格 的で あ る。特 に 目立 ったのは

演技 力 の水準 が非 常 に上 って いた ことだ。 そ の中で

もと りわ け秀 れ てい たのが東 京 よ り移 って来 た， 最

優秀 主演 賞獲 得 の島 田邦男兄 弟 （阿倍 野支 部） で あ

る。 彼 の一挙 手一 動 に観 客 は うな った。 それ に して

も ドラマの評 価 はむつ か しい。 それ は総合芸 術 だか

らで あ る。一 つ の ドラマを採 点す るため には俳優 の

演 技 はい うまで もな く， 演 出，音 楽， 照 明， 衣裳，

メーキ ャ ップ， 大 小道具， 脚本等， 兄弟 姉妹 の陰 の

力 を細 か く分 析 しな くて はな らない か らだ。 その上

に教会 の場合 は支部 のあ らゆ る条件 を考 えてや らね

ば な らぬか らで あ る。今 回 は どの支部 も実 力が迫 中

してい た。 そ して優 劣 をつ け難 か った。 いや 優劣 を

つ け るに はむ ごす ぎ る程 ， どの支 部 も皐 く頑 張 った

の で あ る。で も楽 しい中に も勝 負 の世界 は厳 しい。

この演劇 祭 の終 りに は今 年 の ドラマの総決算 をす る

べ くあ らゆ る賞が与 え られ た。

最 優秀 支部， 最優 秀主 演賞， 助演 賞， 演 出賞， 舞

台 装 置賞， その他 諸 々の賞 が この演 劇 祭を通 じて努

力 され た人 々に与え られ華 やか に幕 を 閉 じた。

若 いモル モ ンに素晴 ら しい証 と熱 っぽ いエ ネルギ
ーの余韻 を残 しつ つ… …

一 晴 兆 記一

＊ 日本沖縄伝道部のペ ージ



近畿地方部 Ａ 系図祭

＊真面 目な モル モ ンの会員 で あれば誰 しも 「シオ ン

山 の救 い手」 と成 る ことを心 よ り望む 。 もっと も つ

と系 図 を探 究 し， もっ とも っと先 祖を救 いた い と思

うので あ る。

しか るに なぜ， フ ァ ミリー グル ープ シー ト及 び，

ペ デ ィグ リーチ ャー トの提 出が そん なに 少 な い の

か ？ なぜ 実 際 に額 に汗 して探 さな いのか ？ 返 っ

て来 る言葉 ／ … …い そが しい。 むつか しい。 じゃま

くさい。十 分 な時 間が な い。 費用 がか か りす ぎ る。

等 々… … これ で は， いつ までた って もシオ ン山 の救

い手 とはな り得 な い。 ……なぜ 気持 は十分 あ って も

実 蹟 が上 らな いのか／ ど うすれ ば， 思 いだ けで な

く， 実 際 に皆が筆 を 動か す こ とが 出来 るか／ 幾 多

の 問題 を持 って ６月２８日地 方 部系 図祭 は下 記 の如 き

プ ロ グラム内容 で開 かれた。

近 畿 地方部 系 図祭

日時 ： ６月２８日 （土） 午後６：００～９：００

場 所 ：岡町支 部

管理 ：中村 晴兆地方 部長

司 会 ：稲 垣篤一 評議 員

特別 講 師 ：渡 部正雄 兄 弟 （横 浜支 部）

６：００ＰＭ ～７：００ＰＭ 系 図資料 の展示 及 び閲

覧 。 フ ァ ミ リー グル ー

プ シー トの書 き込 み実

地 指導 。何 で も聞 きま

しょうの時 間。

７：００ＰＭ ～９：００ＰＭ 講 演 とコー ラス とス ラ

イ ドの夕べ。

今回の系図祭には日本伝道部の横浜支部 より特別

に系図のエキスパ ー ト渡部正雄兄弟を講師 としてお

招 きした。

６：００ＰＭ～７：００ＰＭ 系図資料の展示及び閲覧

には，会場狭ま しと古い古文書，過去帳，個人記録，

アルバム， 日記帳，掛図，天皇の系図 （掛図） など

系図に関係あるあ らゆるものが展示 され集 った人 々

の興味を大 いにそそ つた。シー トの書 き込 みの実地

指導 に於いては教会 の 最 古 参，周藤兄弟，稲垣兄

弟，渡部兄弟達 の文字通 り長老格が懇切丁寧に指導

を行な った。講演 とコー ラスと， スライ ドの夕べに

於いては，周藤兄弟 と渡部兄弟の力強い証があり，聞

き入 る兄弟姉妹達の心を振 るい立たせた。又，神戸

支部の素晴 らしいコーラス 朋 けゆ く空”が一層我

々の士気を高めたのである。今回の系図祭のハイラ

イ トは何 と云 って も， はるば る横浜か らこの会のた

めに，はせ参 じて下 さった渡部兄弟の貴重なスライ

ドである。彼 のカバ ンの中に所狭 しと詰め込 まれた

ス ライ ドがあ り， その中特 に素晴 らしか ったのは氏

が最近 アメ リカのモルモ ン教会の神殿をすべて回っ

て撮影 して来た時の物である。系図の貯蔵庫や系 図

教会の スライ ド等は見 る者の目を ぐっととらえて離

さなか った。 この教会に系図の探求が消えない限 り

教会の真実性は永遠 に取 り去 られることはないだろ

うと熱弁を振 るいなが らス ライ ドを説明 して行 く渡

部兄弟に，我 々は胸を打たれ，増 々，真理の教会 に

対す る証が強 まって行 ったのである。

そ して集まったすべての兄弟姉妹が必ず シオン山

の救い手 となるのだという強い決意を持 ちつつ 駅我

ら天に又会 う時を”歌 ってそれぞれ家路 についた。
一 晴兆記一

＊結 婚 ３，月２１日 名古屋支部， 白木守兄弟 と横浜支部，富岡祐子姉妹が （写真 中） ４月２９日

阿倍野支部，矢野義高兄弟 と岡田勝子姉妹が （写真右） ６月 ６日 名古屋支部，中島初男兄弟 と

岡崎和子姉妹 （写真左）が結婚 され ました。

＊日本 沖縄伝道部 のページ ３８７



ｕ

９ 團

函 館 ・秋 田
・ 長 岡

主 の祝 福 を 受 け て， 函 館 ， 秋 田， 長 岡 （新 潟 ）

の 三都 市 に伝 道 が始 ま った。

モル モ ン経 ， ジ ョセ フ ・ス ミス見 神 録 な どの

パ ン フ レ ッ トを たず さ え， 六 人 の宣教 師 が ，伝

道 本 部 よ り各地 へ 旅 立 った。

咋 年 開 かれ た七 都 市 に続 き， 福 音 は 各地 に広

ま って い く。

写 真 左 よ り ロバ ー ト ・ハ ナ マイ カイ とユ ジ

ィン ・ダ ー リー長 老 （長 岡） ケ ン ト ・バ ー トン

と カ ー ク ・バ グ リ長 老 （秋 田） ダ ン ・ハ イ ナ と

ジ ェ ムズ ・ホ ワイ トサ イ ズ長 老 （函 館 ）

♪月 １ ♪月 １ ♪月 １ ♪月 １ ♪月 」 ♪月 」 ♪月 １ ♪月 １

歌 う 宣 教 、・師
♪！ヲ」 ♪月 」 ♪月 」 ♪刀 」 ♪月 」 ♪月 」 ♪月 」 ♪月 」

６月 ２７日 青 色 の ブ レザ ー， グ レイ の ズ ボ ンに身 をか た

め た ４人 の宣 教 師 が ， 出 発 した。 彼 らの胸 に は， 天 使 モ ロ

ナ ィ の像 が 金 色 で 刺 しゅ う され て い る。

真 の教 会 を 教 え る ポス タ ーを た ず さえ 各地 を旅 す る。 公

園 ， 集 会 場 な どで 聖 な る歌 を うた い ， ポ ス タ ー を使 って福

音 を説 き， 真 理 を 求 め る人 々 を 宣教 師 に 紹 介 す る。

す べ て 心 の 歌 は ， わ れ の 悦 び な り。

然 り， 義 し き者 の歌 は わ れ に対 す る祈 りな り， 彼 らの頭

に祝 福 を 与 え て そ の 応 え とな さ ん 。

（教 義 と聖 約 ２５章 １２節 ）

写真左よ り ハ リス ・ロジ ャー，カ リー ・デ ィー ン， マーツ

ユー ・ダ ン，マ ックク ・ウィ リアム長老

■
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駿 ≡ 藷 ５ 鍔 △

フ ァッ シ ョ ン ・シ ョー

開 か れ る

６月２８日 （土）伝道 部特別資金 のための 「ファ ノソ ヨン ・ンヨ

ー」が開かれま した
。 その目的は，伝道部扶助協会の資金を活動

によって作 り出 し，現在各地 に発足 しつつ ある新伝道 地の扶助協

会や，まだ会員 の少 ない支部 を援助す るためです。

プ ログ ラムは ３部 よ り構成 され，第一部 トレス メーキ ング コ

ンテス ト，第二部 キモノ ・ンヨー，第三部 貴 女のためてす。

午後 ３時半 よ り２回公演 しました。 ハサー以外 の大きな催物 を開

いた経験 もな く，色 々と困難な ことに出逢いま したか，姉妹 たち

は，力 を結集 して その責任を果 しま した。

第 １部 は加藤静姉妹の担 当で各支部の姉 妹か ら トレス メー キ ン

グ ・コンテス トに応募す る２８点の作 品が集 ま りま した。作品 はい

ずれ も優秀で，甲乙つけがた く，全員 に扶助協会 のステ ノカー を

つ けた メジヤーが参加賞 として贈 られま した。

第 ２部は雨 宮 きん姉妹の担 当で した。 キモノに対す る見識 は専

門的て各種の着物を集 めま した。福 田濃兄弟 ご一家の浴衣で幕か

縣

講

麟購潔

騨
“鰍 詔 纏

鴬舜鶏
撫魂華
鞠灘鞭

難

難 瀞難

；灘

義寛鞭・
譲盤 欝雛

ガ ㍉弓

難

、

，

た。 その後 お色なお しの深紅の振袖 も披露 されま し

た。前 日か ら，上京 されていた盛岡支部の木下姉妹

か， シ ヨーの美容 と着付 けを担当 されま した。

第 ３部 は，ＤｅｓｌｇｎｆｏｒＹｏｕ て，佐藤栄子姉妹他

４人のテ サイ ン ・スタ ノブがテサ インした ものを各

支部で縫製 しま した。各支部推薦のモデル さんたち

による街着か ら リソー ト， カクテル，イ ウニ ング，

ウエデ ィ ングと進む ステー ノは効果的な照明の中で

美 しく，展開 されま した。 ２００の席を用意 した会場

はせ ま く， まだ まだ立 ってい る人 もた くさんい らっ

しゃい ま した。 シ ヨーの後て会場 ロヒーに飾 られた

生花を見，おす しとフルー ツ， ンユースで美 しい青

空の もとで食事を しま した。 サー ヒス メンの方々や

兄弟た ちの協力を うけて約 ４００枚近 いチケ ソ トが売

れ ました。後援 して下 さった ヒルス伝道部長及 び伝

道部長会の方 々，また東中央：地方部長 ，各支部長 の

方 々に心よ り感 謝いた します。 （佐藤栄子記）

、

議霧難 叢

あきま した。 ウール着物 につづいて，福 島支部 よ り

かけつ けて くだ さった大河内英子姉妹の三味線演 奏

があ り，会場はますます 日本情緒 に満ち て き ま し

た。つっいて訪問着の着付 けが紹介 されま した。外

国の皆 さんは との様 にして着物を着 ，何本 ひ もを使

い，帯 は とんな風に結 ばれ るのか と興味を持 ってい

らっしやいます。ナ レー ターの説 明 の 中 て 盛 岡支

部，木下美容院の美容師 さんが，てきぱき と着付 け

られて行 くあ り様を こらんにな りなが ら感歎 の声 を

もらしてい らっしやいま した。つっ く伝道部長夫人

エル ソー ・ヒルス姉 妹 とロー リー ・ヒルス姉妹 の訪

問着，色 留袖 の着物姿 を会場 は割 れんばか りの拍手

で迎えま した。 斎藤 ご一家 の 日本 の正装紹介 ， さら

に文金 高島田の打掛 け姿 の花嫁衣裳 とつづ くシヨー

灘 耀 ．難 に着物になれてる日本の姉妹達もしはし陶酔し打掛
が白か ら黄金 に変わる と会場 は息 をのむ ばか りで し

『鐡

罷妾

難

難
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